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図１　事故による損害を補償する自転車保険等の種類一覧
〈日常生活での賠償責任保険等〉

〈業務中での賠償責任保険等〉

自転車保険の種類

自転車保険の種類

個人賠償責任保険

団体保険

共　　済 
TSマーク付帯保険
クレジットカードの付帯保険

施設所有者賠償責任保険
TSマーク付帯保険

業務活動中の事故に備えた保険
自転車の車体に付帯した保険

自転車向け保険
自動車保険の特約
火災保険の特約
傷害保険の特約
会社等の団体保険
PTAの保険

自転車事故に備えた保険
自動車保険の特約で付帯した保険
火災保険の特約で付帯した保険
傷害保険の特約で付帯した保険
団体の構成員向けの保険
PTAや学校が窓口となる保険
全労済、市民共済など
自転車の車体に付帯した保険
カード会員向けに付帯した保険

保険の概要

保険の概要

図２　自転車保険加入状況チェックシート

はい わからない いいえ

自転車を利用中の事故により、他人にけがをさせてしまった場合など、相手の生命
または身体の損害を補償できる保険（自転車損害保険等）に加入していますか。
＊点検整備した自転車に貼られる「TSマーク」も該当します

自動車保険、傷害保険、火災保険のいずれかに加入していますか。

すでに自転車保険に
加入しています

自転車保険への加入
が必要です

保険証券をご用意の
うえ、ご加入の保険会
社にご確認ください

共済、各種団体保険（職場で加入する保険や学校のPTA保険
等）のいずれかに加入していますか。

自転車損害保険等に相当する補償が基本補償または特約とし
てついていますか。
＊特約の名称は、日常生活賠償特約など、保険会社によって
異なります
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事
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損
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　市と越谷商工会議所では、
地域に愛されている「手み
やげ」や、お薦めしたい「飲
食店メニュー」など、自薦・
他薦のあった403件から50
品を「こしがや愛されグルメ」として決定しま
した。越谷ならではの「食」の魅力を発掘・選
定・発信するこの事業では、「こしがや愛され
グルメ」を通して市の知名度やイメージの向上
などを図っていきます。
　4月29日には、イオンレイクタウンで、認証
式とプロモーションイベントを開催します。ま
た、50品の中から、「話題性」や「地域性」な
どをテーマとした3つの「部門賞」の受賞グル
メを発表します。
〈日時〉  4月29日（祝）、午前10時～午後5時（予定）
〈会場〉  イオンレイクタウンkaze1階光の広場
〈内容〉  認証式、部門賞の発表、「こしがや愛され
 グルメ」の一部商品の販売 ほか
B観光課☎９67－1325

４月１日㈰

お子さんの一時預かりや
育児相談の場
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　広報こしがや季刊版春号
（３月１５日発行）の第一期
「こしがや愛されグルメ」
の３ページで紹介している
Ｌｅ Ｇｒａｎｄ Ｖｅｒｔ「アポロ」
の掲載写真に誤りがありま
した。おわびして訂正しま
す。
　正しくは右の写真が「ア
ポロ」です。
B広報広聴課☎９63－9117

広報こしがや季刊版春号
第一期「こしがや愛されグルメ」の訂正について

ル　　  グラン　　  ヴェル

ラジオ・テレビ広報番組のお知らせ

　４月２日（月）から、こしがやエフエムで市
のラジオ広報番組「教えて！　ダイジ先生～
越谷のココが大事～」（５分番組）がスター
トします。スマホアプリ「ListenRadio」で
も聴くことができます。

　４月から、テレビ広報番組「いきいき越谷」のテレビ
埼玉での放送日が、毎月第３土曜日のみに変わります。
B広報広聴課☎963－9117

■こしがやエフエム
 （86.8MHz）
　毎週月曜日
　12：30～、17：30～

■テレビ埼玉
　4月21日（土）9：30～
■Ｊ：ＣＯＭ越谷
　4月23日（月）～29日（祝）
　9：00～、20：00～

レイクタウン
保育ステーションを
開設しました

ListenRadio
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総額1,684億8,200万円総額1,684億8,200万円
平成30年度予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて
一般会計
特別会計
病院事業会計

総額

915億円   　　　
652億3,200万円
117億5,000万円

1,684億8,200万円

（前年度比1.2％増）
（前年度比9.4％減）
（前年度比0.3％減）

（前年度比3.3％減）～「子育て」・「地域資源の利活用と魅力発信」を重視～

市税
460億8,600万円
50.4％（0.3％）国庫支出金

154億6,862万円
16.9％（3.6％）

市債
56億5,740万円
6.2％（▲14.7％）

県支出金
54億4,406万円
5.9％（6.8％）

その他
自主財源
20億7,364万円
2.3％（4.3％）

繰入金
27億1,732万円
3.0％（17.6％）

諸収入
26億1,289万円
2.9％（0.7％）

使用料及び手数料
17億3,207万円
1.9％（1.1％）

地方消費税交付金
52億円
5.7％（13.0％）

地方交付税
28億7,000万円
3.1％（▲4.3％）

その他
依存財源
16億3,800万円
1.7％（4.3％）

一般会計（歳入）の内訳

〈歳入の主な増減〉
市税…市民税が前年度比1.5％増の227億5,600万円、軽自動車税が6.3％増の3億3,700
万円などにより、全体で対前年度比0.3％増
繰入金…財政調整基金からの繰入金の増などにより、対前年度比17.6％増
国庫支出金…子ども・子育て支援給付費に係る負担金が増加したことなどにより、対前年
度比3.6％増
市債…公共施設整備に係る通常債の減などにより対前年度比14.7％減

依存財源
362億
7,808万円
39.5%
（1.3％）

自主財源
552億
2,192万円
60.5%
（1.2％）

一般会計
歳入
915億円

特別会計の内訳

９つの特別会計　総額652億3,200万円
　特別会計は、特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と
区別して経理するための会計です。
　９つの特別会計の総額は、６５２億３,２００万円で、前
年度に比べ９.４％減となっています。

特別会計予算

一般会計予算

331億9,000万円

37億3,000万円

176億2,000万円

4,200万円

2億8,000万円

1億3,000万円

20億6,000万円

78億2,000万円

3億6,000万円

652億3,200万円

▲17.0

9.4

5.3

0.0

▲3.4

▲13.3

▲35.6

▲0.2

▲7.7

▲9.4

特　別　会　計 対前年度比（%）

国 民 健 康 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

介 護 保 険 会 計

母子父子寡婦福祉資金貸付金会計

東越谷土地区画整理事業費会計

七左第一土地区画整理事業費会計

西大袋土地区画整理事業費会計

公 共 下 水 道 事 業 費 会 計

公共用地先行取得事業費会計

計
市民税

6万6,764円
固定資産税
5万2,194円

軽自動車税
989円

市たばこ税
6,542円

事業所税
1,957円

都市計画税
6,765円

＊市民１人当たりの額は、3月1日現在の総人口（34万844人）で割ったものです

市民１人当たりの市税負担額は、13万5,211円
7万4,210円 5万4,700円 2万984円 1万7,355円 4万7,875円 5万3,327円

市民1人当たりの予算額は、26万8,451円
その他（負担金
や貸付、補修
費用などに）

委託料や光熱
水費などの管
理費に

学校、道路、公
園等の建設な
どに

市の借入金の
返済に

職員の給与や
議員報酬など
に

福祉サービスに

通常債：大規模な公共工事を実施する際の借金。
市では市債残高を減らすために、一般会
計の通常債の借り入れを、原則として毎
年度50億円以下に抑制しています

特例債：特例として借り入れた減税補てん債や臨
時財政対策債など国の政策による借金

市債（借入）残高

26

393
億円

297
億円

690億円

年度

411
億円

281
億円

692億円

27

687億円

421
億円

266
億円

28

431
億円

281
億円

712億円

29（見込み）

436
億円

266
億円

702億円

30（見込み）

通常債 特例債

歳出（目的別内訳）

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が
合計値と一致しない場合があります

款　名 予　算　額 構成比（％）対前年度比（％）
5億9,552万円
87億124万円

430億2,302万円
84億5,339万円

7,024万円
5億6,359万円
5億1,819万円
93億9,426万円
33億8,424万円
94億5,810万円

2万円
71億5,239万円

6,581万円
1億2,000万円

915億円

0.7
9.5
47.0
9.2
0.1
0.6
0.6
10.3
3.7
10.3
0.0
7.8
0.1
0.1

100.0

0.4
4.3
1.9
3.8
8.9
▲7.7
▲8.0
2.3

▲17.1
1.8
0.0
0.3

▲13.2
0.0
1.2

議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
合　　　計

B財政課☎963－9115
　平成３０年度は、第４次越谷市総合振興計画や、まち・ひと・しごと創生総合戦略の着実な推進と、市民が
誇れるいきいきと活性化するまちづくりをさらに推進するため、子育てしやすい環境づくりの推進や地域資源
の利活用と魅力発信への取り組みなど、安全・安心・快適なまちづくりを意識した予算編成を行いました。

＊歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しな
　い場合があります。％は構成比、カッコ内は対前年度比
〈各項目の概要〉
・市税…市民税や固定資産税など
・繰入金…基金からの取り崩しなど
・諸収入…広告料収入や施設収入など
・使用料及び手数料…施設の利用や証明書を
発行する際にいただくお金
・その他自主財源…前年からの繰越金や分担
金および負担金など
・国庫支出金…国から交付されるお金
・市債…建設事業などを行うための市の借金

・県支出金…県から交付されるお金
・地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ
れるもの
・地方交付税…地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
・その他依存財源…一定の割合で国や県から
交付されるお金など
◆自主財源…市が自主的に収入できるお金
◆依存財源…国や県の裁量で割り当てられる
お金

〈歳出の主な増減〉
扶助費…生活保護扶助費のほか、子どもや障がいのある方に係る給付費等が増加したこ
とにより、対前年度比5.8％増
公債費…小中学校空調設備設置事業に係る地方債の償還が開始することなどにより、対
前年度比0.3％増
普通建設事業費等…谷中分署整備や特別養護老人ホーム等施設整備に係る事業費の減な
どにより、対前年度比11.4％減
物件費…空調設備維持管理委託料や校内系ネットワークに係る電算委託料の増などによ
り、対前年度比2.3％増
繰出金…広域化に伴う国民健康保険特別会計への繰出金の減などにより、対前年度比1.1％減

〈各項目の概要〉
・扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サ
ービス費
・人件費…職員の給与や議員報酬など
・公債費…市が借り入れた地方債（借金）の
返済金
・普通建設事業費等…学校、道路、公園など
の建設費など
・物件費…委託料や光熱水費などの管理費
・繰出金…特別会計の経費の一部を負担する

もの
・補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院な
どにかかる負担金や団体への補助金など
・維持補修費…施設の補修経費など
・その他…貸付金や予見できない支出に備え
る経費など
◆義務的経費…支出が義務付けられている経
費
◆投資的経費…将来に渡って使用できる建物、
道路などを整備する経費

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

普通建設
事業費等
59億1,553万円
6.5%（▲11.4%）

維持補修費
4億1,084万円
0.5%（▲1.2%）

その他
3億102万円
0.3%（▲14.8%）

その他の
経費
344億
9,393万円
37.7%
（1.1%）

義務的
経費
510億
9,054万円
55.8%
（3.0%）

一般会計
歳出
915億円

扶助費
252億9,415万円
27.6%（5.8%）

人件費
186億4,400万円
20.4%（0.4%）

物件費
163億1,777万円
17.8%（2.3%）

繰出金
100億2,340万円
11.0%（▲1.1%）

公債費
71億

5,239万円
7.8%
（0.3%）

補助費等
 74億
 4,090万円
      8.1%
    （2.6%）

投資的経費
59億1,553万円
6.5%（▲11.4%）
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縦
覧
・
閲
覧

意
見
募
集
結
果

　重点戦略事業は、第４次総合振興計画の各施
策を効果的に推進するため、重点的かつ優先的
に実施する事業です
▷…既存事業　▶…新規事業（既存事業に新規
事業を加えた事業も含む）
（１万円未満は四捨五入）

▷母子健康づくり事業　　　　 １,２９８万円
▶保健センター整備事業　　５億４,９００万円

▷がん検診等事業　　　　　４億３,２４０万円
▷子育て支援事業　　　　　　 ４,１９０万円
▷学童保育室建設事業　　　　   ５,２３３万円
▷子ども・子育て支援給付事業　　 ４１億円
▷障がい者就労支援事業　　　 １,９５０万円
▷老人福祉センター運営事業

３億２,７１８万円
▷西大袋土地区画整理事業 ７億３,０００万円
▷公共交通事業 １,６８４万円
▷小中学校空調設備設置事業 

１億５,５１０万円
▷教職員資質向上事業　　　　 １,８９２万円

▷市民活動支援センター管理事業
１億１,８５３万円

▷自治会振興事業　　　　　　 ８,１１０万円
▷集会施設整備事業　　　　　 ３,０００万円
▷コミュニティ活動推進事業　 ４,８５１万円
▷公園施設維持管理事業 ５億１３０万円
▷自主防災組織育成事業　　　  １,２００万円

▷道路舗装事業　　　　　　３億４,６５０万円
▷橋りょう耐震化整備事業　４億６,０００万円

▷交通安全施設整備事業　　１億６,１８０万円
▷排水機場施設維持管理事業

１億５,６９９万円

▷ホームページ・テレビ広報事業
２,０２０万円

▷道の駅整備事業　　　　　　　 ６２４万円
▷再生可能エネルギー推進事業 １,０００万円
▷産業活性化推進事業　　　　 １,５８０万円
▷中心市街地活性化推進事業　　 ５１１万円
▷観光推進事業　　　　　　　 ８,０２５万円
▶魅力発信事業　　　　　　　　 ２,１３３万円

▷流通・工業系土地利用事業　　２,３００万円
▷地産地消推進事業　　　　　　 ４１５万円
▷農地利用集積事業　　　　　 ２,０１５万円
▷農業従事・後継者育成事業　 １,６８３万円

▷急患診療所診療業務事業 １億２,３５４万円
▷救急医療対策事業　　　　　 １,６０５万円
▷感染症対策事業　　　　　　 ２,４５８万円
▷災害予防対策事業　　　　　 ４,４８１万円
▷消防署所整備事業　　　　　 ３,０００万円

重点戦略１
子どもも高齢者も元気な未来創造プロジェクト

重点戦略２
地域の協働推進プロジェクト

平成30年度
主な重点戦略事業

□
平
成
30
年
度
越
谷
市
食
品
衛
生
監

視
指
導
計
画
（
案
）

▽
募
集
期
間…

１
月
９
日
〜
２
月
９

日　

▽
意
見
数…

６
件
（
１
団
体
）

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

３□
越
谷
駅
西
口
地
区
計
画
の
変
更
に

係
る
永
久
縦
覧
に
つ
い
て

a
４
月
２
日
㈪
か
ら
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分　

d
b
都
市
計

画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
☎
９
６
３
＝

９
２
２
１

□
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
事

業
計
画
の
縦
覧

a
４
月
１０
日
㈫
〜
５
月
１０
日
㈭
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分　

d
産
業

廃
棄
物
指
導
課
、
桜
井
地
区
セ
ン

タ
ー
、
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー　

g
産

業
廃
棄
物
処
分
業
（
が
れ
き
類
の
破

砕
）
の
事
業
地
拡
張
に
係
る
「
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
事
業
計
画

書
」
お
よ
び
「
生
活
環
境
保
全
対
策

書
」。
事
業
計
画
地
は
大
字
大
泊
お

よ
び
大
字
船
渡
地
内

〈
計
画
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
〉

f
事
業
計
画
地
か
ら
２
０
０
㍍
以
内

の
関
係
住
民
等　

e
５
月
２４
日
㈭
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
、
意
見
書
を
縦

覧
場
所
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
産
業
廃
棄
物
指
導
課
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
意
見
書
は
縦
覧
場
所

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

b
産
業
廃
棄
物
指
導
課
（
第
三
庁
舎

４
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８
８

□
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

a
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
３１
日
㈭
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分　

d

資
産
税
課
、
北
部
・
南
部
出
張
所

（
閲
覧
の
み
）　

h
無
料　

c
本
人

確
認
が
で
き
る
証
明
書
等　

b
資
産

税
課
（
第
三
庁
舎
３
階
）
☎
９
６
３

＝
９
１
４
８

□
越
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
委
員

g
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
お
よ
び

変
更
、
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
７
月

１
日
〜
平
成
３２
年
６
月
３０
日
の
２
年

間
。
会
議
は
原
則
と
し
て
平
日
の
日

中
、
年
４
回
程
度
行
い
ま
す　

f
次

の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

３
人
以
内
。
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
１８

歳
以
上　

②
市
の
職
員
で
な
い　

③

他
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
で
な
い

　

e
５
月
２
日
㈬
ま
で
（
消
印
有

効
）
に
、
必
要
事
項
・
応
募
動
機
・
自

己
Ｐ
Ｒ
等
を
記
入
し
た
所
定
の
応
募

用
紙
と
「
越
谷
市
の
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
」の
作
文（
４
０
０
字
以
内
。

Ａ
４
用
紙
で
様
式
自
由
）
を
直
接
ま

た
は
郵
送
で
建
築
住
宅
課
へ
。
募
集

要
領
と
応
募
用
紙
は
建
築
住
宅
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。
結
果
は
本
人

に
通
知
し
ま
す
。
提
出
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん　

b
建
築
住
宅
課
（
本
庁

舎
３
階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
３
５

公
募
委
員
募
集

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

資本的収入および支出

105億2,300万円
4億9,690万円

10万円
110億2,000万円
108億7,300万円
1億2,900万円

800万円
1,000万円

110億2,000万円

収益的収入および支出

＊病院事業会計は支出総額117億5,000万円になります
＊資本的収支の不足額6億2,990万円は補てん財源から補てんします

市立病院事業会計

10万円
1億円

1億10万円
4億3,430万円
2億9,570万円
7億3,000万円

　市立病院は、昭和５１年に開院し、地域の基幹病
院として、救急医療や高度な医療をはじめ、医療
相談などの保健衛生行政事務などの医療の提供に
努めています。
　平成３０年度の病院事業会計の予算の概要は次の
とおりです。

病院事業会計予算

B市立病院庶務課☎965－2221（代表）

医 業 収 益
医 業 外 収 益
特 別 利 益
合 計
医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
合 計

固定資産売却代金
投 資 返 還 金
合 計
建 設 改 良 費
企 業 債 償 還 金
合 計

〈各項目の概要〉
・医業収益…入院・外来患者収益など
・医業外収益…受取利息配当金・他会計負担金など
・医業費用…職員給与・医療材料費・経費など
・医業外費用…支払利息など
・建設改良費…病院整備費や医療器械の購入・リース資産の購入など

平成30年度
主な新規事業
平成30年度
主な新規事業

《地域医療課》 5億4,900万円
　市民の健康づくりや保健・医療・福祉の連携
強化など、地域保健のさらなる拡充を図るため、
新保健センターを整備します。

《農業振興課》 530万円
　埼玉県の「川の国埼玉はつらつプロジェクト」
に選定されたことを受け、県が行う出羽堀改修
工事に併せて、農業用水路等の整備を行います。

《道路建設課》 1,500万円
　上記と同様に、県が行う出羽堀改修工事に併
せて、沿道の道路整備を行います。

《公園緑地課》 700万円
　上記と同様に、市民の散策・健康増進の場、
地域活動や賑わい創出の場として、元荒川緑道
の利活用推進に資する施設整備を行います。

《公園緑地課》 300万円
　上記と同様に、市民の散策・健康増進の場、
地域活動や賑わい創出の場として、新方川緑道
の利活用推進に資する施設整備を行います。

《建築住宅課》 130万円
　大規模地震の発生時において、迅速な通行・
輸送機能の確保等を図るため、倒壊により県指
定緊急輸送道路を閉塞するおそれのある建築物
の所有者に対して、耐震診断費用の一部を助成
します。

保健センター整備事業

出羽堀はつらつプロジェクト事業

出羽堀沿道整備事業

元荒川緑道整備事業

新方川緑道整備事業

緊急輸送道路閉塞建築物改修促進事業

（既存事業に新規事業を加えた事業も含む）
（１万円未満は四捨五入）

重点戦略３
安全で利用しやすい公共施設等のマネジメントプロジェクト

重点戦略４
こしがや魅力発信プロジェクト

重点戦略５
安心を実感できる命と財産を守るプロジェクト

※基本設計時点
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□
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
参
加
者

g
ご
み
ゼ
ロ
運
動
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
、
お
楽
し
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
（
お
お
む
ね
月
１
回
程
度
の
活

動
で
す
）
。
越
谷
市
青
少
年
相
談
員

協
議
会
主
催　

f
市
内
在
住
の
小
学

生
２０
人
（
抽
選
）　

h
年
会
費
１
５

０
０
円
（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
別
途
実

費
が
か
か
り
ま
す
）　

e
４
月
１３
日

㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b
青
少

年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
女
性
会
員
大
募
集
！　

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

a
d
▽
４
月
９
日
㈪
・
５
月
１０
日

㈭
、
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午…

中
央

市
民
会
館
５
階
第
２
・
３
会
議
室　

▽
４
月
１３
日
㈮
、
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午…

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４

階
会
議
室 

g
有
償
の
就
業
に
よ
り

積
極
的
な
生
活
と
社
会
参
加
に
よ
る

生
き
が
い
の
充
実
を
図
る　

f
市
内

在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
６０

歳
以
上
の
方　

e
電
話
で
左
記
へ　

b
越
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
９
６
７
＝
４
３
１
１

□
越
谷
市
医
師
会
の
常
勤
職
員

a
月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

f
医
療
と
介
護
に
関
わ
る

専
門
職
の
資
格
を
持
ち
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
意
欲
の
あ
る

方
（
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
で
な
く

て
も
可
）　

e
市
販
の
履
歴
書
に
資

格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
直
接
ま

た
は
郵
送
で
左
記
へ　

b
（
一
社
）

越
谷
市
医
師
会
（
〠
343
＝
０
０
２
２

東
大
沢
１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン
タ
ー

３
階
）
☎
９
７
５
＝
６
０
０
８

□
「
『
ほ
っ
と
越
谷
』
ブ
ッ
ク
サ
ロ

　

ン
」
企
画
委
員

g
本
好
き
な
参
加
者
が
本
に
つ
い
て

語
り
合
う
「
『
ほ
っ
と
越
谷
』
ブ
ッ

ク
サ
ロ
ン
」
の
企
画
・
運
営
。
任
期

は
５
月
１
日
〜
平
成
３１
年
３
月
３１
日

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１８

歳
以
上
の
方　

e
４
月
１
日
㈰
〜
２８

日
㈯
に
電
話
ま
た
は
「
ほ
っ
と
越

谷
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://hot-

koshigaya.jp

）
か
ら
申
し
込
み　

b
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
越
谷
」
☎
９
７
０
＝
７
４

１
１
（
月
曜
日
、
祝
日
休
所
）

□
新
規
就
農
・
農
業
後
継
者
育
成
支

　

援
事
業
研
修
生

　

市
内
で
ネ
ギ
ま
た
は
ク
ワ
イ
の
栽

培
を
目
指
す
研
修
生
を
募
集
し
ま

す
。

い
ず
れ
も
e
４
月
２
日
㈪
〜
１６
日
㈪

（
必
着
）
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
履
歴
書
・
住
民

票
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

農
業
振
興
課
へ
。
申
込
書
は
農
業
振

興
課
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す

〈
ね
ぎ
研
修
〉　
a
７
月
１
日
〜
平

成
３２
年
６
月
３０
日　

f
研
修
開
始
時

に
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
①
満
１８
歳
〜
４７
歳　

②
市
内

在
住
で
研
修
終
了
後
１
年
以
内
に
市

内
で
就
農
を
目
指
す　

③
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
を
有
す
る　

④
他
の

就
業
が
な
く
、
本
研
修
に
従
事
・
専

念
で
き
る

〈
く
わ
い
研
修
〉　
a
５
月
１５
日
〜

３２
年
３
月
３１
日　

f
３０
年
４
月
２
日

現
在
市
内
在
住
で
研
修
終
了
後
１
年

以
内
に
市
内
で
ク
ワ
イ
の
栽
培
を
目

指
し
、
研
修
開
始
時
に
次
の
①
〜
③

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
①
満
１８

歳
〜
６０
歳　

②
普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
を
有
す
る　

③
市
内
に
水
田
と

ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有
す
る

b
農
業
振
興
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
９
３

　

３
月
定
例
会
が
２
月
２１
日
〜
３

月
１６
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か

れ
、
市
長
提
出
８３
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
公
平
委
員
会
委
員
友
田

和
昭
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後

任
委
員
と
し
て
大
里
定
則
氏
を
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

越
谷
市
農
業
委
員
会
委
員
に
浅

子
栄
氏
、
宇
田
川
道
代
氏
、
荻
島

元
治
氏
、
金
子
繁
雄
氏
、
坂
巻
秀

雄
氏
、
渋
谷
喜
代
治
氏
、
髙
橋
重

雄
氏
、
髙
橋
政
太
郎
氏
、
田
口
勲

氏
、
藤
井
光
昭
氏
、
三
ツ
木
宗
一

氏
、
山
﨑
保
夫
氏
、
𠮷
田
佳
子

氏
、
輿
石
大
介
氏
を
任
命
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
中
村
恭
之
氏
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
委
員
に
再
び
中
村

氏
を
、
大
沢
昌
太
郎
氏
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
委
員
に
再
び
大
沢

氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
こ
し
が
や
市
議
会

だ
よ
り
平
成
３０
年
５
月
１
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
▽
議
会
に
つ
い
て…

議
会
事
務

局
☎
９
６
３
＝
９
２
６
１
、
▽
議

案
に
つ
い
て…

法
務
課
☎
９
６
３

＝
９
１
３
０

　

越
谷
の
魅
力
や
越
谷
ら
し
さ
を

市
外
に
発
信
し
、
市
の
知
名
度
向

上
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
対
し
、
事
業
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
〉　
歴
史
・
文
化
・

産
業
（
農
商
工
観
）
等
の
魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
活
用
し
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
や
集
客
に
つ
な
が
る

事
業
（
市
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
へ
の
出
展
、
市
外
へ
の
情
報

発
信
な
ど
）
。
市
か
ら
財
政
的
支

援
を
受
け
て
い
る
事
業
（
見
込
み

の
事
業
も
含
む
）
は
対
象
外

〈
助
成
額
〉　
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
２０
万
円
）

〈
対
象
〉　
市
内
事
業
者
、
市
内

で
活
動
す
る
団
体
な
ど
（
年
度
内

の
申
請
は
１
申
請
者
に
つ
き
１

回
）

〈
申
込
み
〉　
４
月
１０
日
㈫
〜
平

成
３１
年
２
月
８
日
㈮
に
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
ま
た
は

郵
送
で
観
光
課
へ
（
予
算
が
無
く

な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
）
。
詳

し
く
は
観
光
課
で
配
布
す
る
応
募

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま

す
）
。
活
用
す
る
地
域
資
源
等
は

申
請
書
を
提
出
す
る
前
に
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
観
光
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
☎

９
６
７
＝
１
３
２
５

３
月
議
会
か
ら

３
月
議
会
か
ら

公
平
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員

越
谷
の
魅
力
を

〝
市
外
に
〞発
信
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

５
月
の
市
民
課
の
休
日
窓
口
は
５
月
６
日
㈰
で
す

□
こ
し
が
や
市
民
大
学
企
画
運
営
委

　

員
会
委
員

g
年
１０
回
程
度
の
会
議
参
加
と
年
１４

回
程
度
の
講
座
運
営
へ
の
協
力
。
任

期
は
５
月
１
日
か
ら
２
年
間　

f
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内

で
活
動
す
る
１８
歳
以
上
（
平
成
３０
年

５
月
１
日
現
在
）
の
方
１０
人
程
度

e
４
月
１３
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
含

む
。
様
式
自
由
）
を
記
入
し
直
接
ま

た
は
郵
送
・
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課

へ
。
選
考
結
果
は
本
人
に
連
絡
。
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん　

b
生
涯

学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６

３
＝
９
２
８
３
、
Hshogaigakushu

@city.koshigaya.lg.jp

□
わ
く
わ
く
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

　

行
委
員

g
不
登
校
や
学
校
に
行
け
な
い
こ
と

に
悩
む
お
子
さ
ん
や
保
護
者
を
対
象

に
行
う
事
業
へ
の
協
力
。
年
間
３
回

程
度
の
事
業
・
会
議
へ
の
参
加
協
力

　
f
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
団
体
と
市
内
在
住
・
在
勤
の
２０
歳

以
上
の
方
５
人
程
度　

e
４
月
２６
日

㈭
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b
青
少

年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
「
越
谷
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

　

０
１
８
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a
６
月
３
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
３０
分　

d
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
（
市
役
所
東
側
）　

g
会
場
設

営
、
誘
導
、
民
族
衣
装
の
着
付
け
な

ど
。
事
前
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。
日

時
等
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い　

e
b
越
谷
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
中
央
市
民
会
館

５
階
）
☎
９
６
０
＝
３
３
５
０
、
D

９
６
０
＝
３
３
５
３
、
Hkiajapan@

kiajapan.com

募
集

　

動
物
の
愛
護
と
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
に
、
飼
い
主
が
い
な
い

猫
に
限
り
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
を
補
助
し
ま
す
。
必
ず
手
術
前

に
生
活
衛
生
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
対
象
〉　
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
。
①
市
内
在
住
の
方

が
申
請
す
る　

②
市
内
に
生
息

し
、
飼
い
主
が
い
な
い
猫
に
対
す

る
申
請
で
あ
る

〈
補
助
金
の
額
〉　
不
妊
・
去
勢

手
術
に
要
し
た
費
用
。
不
妊
手
術

１
匹
に
つ
き
６
０
０
０
円
、
去
勢

手
術
１
匹
に
つ
き
４
０
０
０
円
を

限
度
と
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　
手
術
前
に
左
記
へ

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５

３
２

活動の一例（窓や網戸の清掃）

国際色豊かなブースが出店します

昨年度の研修生の様子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

飼
い
主
が
い
な
い

猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
を

補
助
し
ま
す

こしがや景観資源を
募集します
　市内の好きな眺め、大切に
したい場所を募集します。応
募受け付け後、審査を経て
「こしがや景観資源」として
登録・公表します。市民の皆
さんにとって身近な景観の保
全・活用に努めます。
〈申込み〉　７月３１日（火）まで
に応募用紙および写真を直接
または郵送・メールで都市計
画課へ。応募用紙は都市計画
課で配布するほか、市ホーム
ページからも印刷できます。
提出物は返却しません
B都市計画課（本庁舎３階）
☎963－9221、H toshikei
@city.koshigaya.lg.jp
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□
市
税
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が

　
便
利
で
す

　

市
税
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
手
続
き
し
た
月
の
翌
月

の
納
期
分
か
ら
口
座
振
替
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

〈
口
座
振
替
で
き
る
税
〉　
市
・
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税

＊
納
期
が
過
ぎ
た
市
税
等
は
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん

〈
申
込
み
〉　
預
貯
金
通
帳
、
届
出

印
、
納
税
通
知
書
を
お
持
ち
の
う

え
、
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金

融
機
関
、
市
役
所
収
納
課
、
北
部
・

南
部
出
張
所
へ
。
振
替
は
納
期
限
日

に
行
い
ま
す
の
で
、
口
座
残
高
を
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

b
収
納
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
☎
９

６
３
＝
９
１
４
１

□
平
成
30
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

　
つ
い
て

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の

確
定
申
告
等
に
基
づ
い
て
、
平
成
３０

年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税
と
な
る

方
は
６
月
か
ら
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
等
の
記
載
の
あ

る
３０
年
度
（
２９
年
分
）
の
市
・
県
民

税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付

の
開
始
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
差
し
引

き
）
の
方
…
５
月
１５
日
㈫
か
ら　

▽

普
通
徴
収
の
方
…
６
月
６
日
㈬
か
ら

　

▽
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
差

し
引
き
）
の
方
…
６
月
１４
日
㈭
か
ら

　

交
付
の
開
始
ま
で
は
、
２９
年
度

（
２８
年
分
）
が
最
新
年
度
で
す
。
証

明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
場
合
は
、

何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
な
の
か
、

提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
１
日
㈰
・
１５
日
㈰
、
５
月
６

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

収
納
課　

b
収
納
課
（
第
二
庁
舎
３

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

□
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

　
を
お
送
り
し
ま
す　

　

平
成
２９
年
度
の
年
税
額
に
変
更
が

あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税
さ
れ
た

方
、
納
付
方
法
を
変
更
さ
れ
た
方
に

通
知
書
と
納
付
書
を
４
月
１６
日
㈪
に

発
送
し
ま
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
仮
徴
収
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
３０
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
３０
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
６
月

以
降
納
付
方
法
が
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
更
と
な
っ

た
方
に
、
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を

４
月
１６
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
て
い

る
方
も
変
更
で
き
ま
す
。
５
月
３１
日

㈭
ま
で
に
申
請
す
る
と
６
月
は
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
、
７
月
か
ら
は
口

座
振
替
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
保
険
証
、
振
替
口
座
の

通
帳
と
届
出
印
（
新
た
に
口
座
振
替

を
お
申
し
込
み
の
方
の
み
）
が
必
要

で
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
６

□
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し

　
ま
す

　

医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
た
方
へ

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り

し
ま
す
。
医
療
費
を
把
握
し
、
健
康

管
理
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控

除
を
受
け
る
際
に
添
付
資
料
と
し
て

ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。
再
発
行
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

□
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額

　
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

　

１
月
診
療
分
の
う
ち
、
生
活
習
慣

病
（
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
）
に
関
す
る
薬
剤
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自

己
負
担
額
が
３
０
０
円
以
上
の
削
減

が
見
込
め
る
方
に
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
希
望

の
方
は
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

学
生
納
付
特
例
申
請
の

手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

税
の
お
知
ら
せ

国
保
の
お
知
ら
せ

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
か
つ

在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な

い
方
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請

書
（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
日
本
年
金
機
構

に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が

届
か
な
い
方
、
初
め
て
申
請
さ
れ

る
方
は
、
市
民
課
国
民
年
金
担
当

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉
　
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
、

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
学
生

証
（
両
面
コ
ピ
ー
で
も
可
）
、
印

鑑
（
申
請
者
が
本
人
以
外
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
で
す
）

　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

が
月
額
１
万
６
４
９
０
円
か
ら
１

万
６
３
４
０
円
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
６
０
＝

１
１
９
０
、
市
役
所
市
民
課
（
本

庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
５

５

　

平
成
３０
年
４
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
制
度
が
、
市
町
村
ご
と
の

運
営
か
ら
、
県
と
市
町
村
の
共
同

運
営
へ
変
わ
り
ま
し
た
。
県
が
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
安

定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事

業
運
営
の
確
保
等
の
国
保
運
営
に

中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
の

安
定
化
を
図
り
ま
す
。
市
町
村
は

引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
の
資
格

管
理
、
保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
、

保
険
給
付
、
保
健
事
業
な
ど
を
行

い
ま
す
（
図
１
）
。

〈
変
わ
る
こ
と
〉　
▽
被
保
険
者

証
等
の
様
式
（
３０
年
８
月
か
ら
変

更
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
従

来
様
式
の
被
保
険
者
証
等
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
）　

▽
高
額
療
養
費

の
多
数
回
該
当（
※
）の
算
定
方
法

※
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
…
過

去
１２
カ
月
以
内
に
高
額
療
養
費
の

支
給
が
４
月
以
上
あ
る
場
合
に
、

自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

他
市
町
村
へ
転
居
し
た
場
合
、
改

め
て
１
回
目
か
ら
数
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
３０
年
度
以
降
は
、
県
内

で
の
転
居
で
世
帯
の
継
続
性
が
保

た
れ
て
い
れ
ば
、
４
月
以
降
の
療

養
で
発
生
し
た
前
住
所
地
の
高
額

療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
数
が
引

き
継
が
れ
ま
す
（
図
２
）

〈
変
わ
ら
な
い
こ
と
〉　
▽
療
養

費
の
申
請
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
国
民
健
康
保

険
に
関
す
る
申
請
や
届
け
出
窓
口

は
引
き
続
き
市
町
村
で
す　

▽
国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
の
送

付
元　

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
先

〈
保
険
税
に
つ
い
て
〉　
県
か
ら

示
さ
れ
た
標
準
保
険
税
率
を
参
考

と
し
つ
つ
、
市
町
村
が
保
険
税
率

を
決
定
し
ま
す
。
３０
年
度
の
越
谷

市
の
保
険
税
率
は
、
検
討
し
た
結

果
、
据
え
置
き
と
し
ま
す

〈
赤
字
削
減
・
解
消
計
画
に
つ
い

て
〉　
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
で
、
「
決
算
補
填
等
目
的

の
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金
」
と

「
繰
上
充
用
金
の
増
加
額
」
を
削

減
・
解
消
す
べ
き
赤
字
と
し
、
赤

字
市
町
村
で
は
、
「
赤
字
削
減
・

解
消
計
画
書
」
を
作
成
し
て
、
で

き
る
限
り
赤
字
の
削
減
・
解
消
を

図
る
も
の
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
も
、
「
決
算
補
填
等
目
的
の

法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金
」
を
２８

年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
約
１２
億
８
０

０
０
万
円
計
上
し
て
お
り
、
３０
年

度
中
に
赤
字
削
減
・
解
消
計
画
を

検
討
・
策
定
し
ま
す

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝

９
１
４
６

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

マイナンバーカード交付の
休日窓口を
開設します
〈日時〉　５月６日（日）、午前
９時～午後４時
〈場所〉　市民課マイナンバー
担当
〈対象者〉　個人番号カード交
付・電子証明書発行通知書兼
照会書が届いた方
〈予約受付〉　マイナンバーカ
ードの受け取りは事前に電話
予約が必要です。予約は随時
受け付けますので、電話で下
記へお問い合わせください
B市民課マイナンバー担当
☎940－8604

要予約

国
民
健
康
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

国保加入者

国保加入者
医療機関

市　町　村

市町村ごとの運営
①保険税の賦課

②保険税の納付

③保険給付（医療費の支払い、療養費の支給等）
④保健事業等の実施

○年齢が高く医療費水準が高い
○小規模な保険者が多い　など≪構造的な課題≫

旧制度

国保加入者

国保加入者
医療機関

市
　
町
　
村

埼
　
玉
　
県

県と市町村の共同運営
①保険税の賦課

③国保事業費
　納付金の支払い

④国保保険給付費等
　交付金の交付

②保険税の納付

⑤保険給付（医療費の支
　払い、療養費の支給等）
⑥保健事業等の実施

○被保険者証の発行などの資格管理
○標準保険税率を参考に保険税率を決定
○保険給付の決定、支給
○保健事業の実施　など

≪市町村の役割≫
○市町村ごとの
　•国保事業費納付金を決定
　•標準保険税率を算定・公表
○保険給付等必要額を市町村に全額交付　など

≪県の役割≫

新制度
平成30年4月1日

施行

•国の財政支援の拡充
•県が、国保の運営に中心的役割を果たす

旧制度
平成29年度 平成30年度

11月
◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯

12月 1月 2月

多数回該当
（4月目）

県内市町村間
住所異動

県内市町村間
住所異動

多数回非該当
（1月目および2月目）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

新制度（平成30年4月1日施行）
平成29年度 平成30年度

11月
◯ ◯ ◯ ● ◯ ●

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

多数回該当
（4月目）

多数回該当
（4月目）

平成30年度新制度施行後から起算

新制度施行

図1

図2
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お
知
ら
せ

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間
―

４
月
６
日
〜
15
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

火災予防啓発品の配布も行われました

住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
団
体
等
を

募
集
し
ま
す

〈訪問型サービス〉

〈通所型サービス〉

活動エリア
自治会・管理組合等
複数の自治会等

複数の日常生活圏域

活動単位
自治会等

実施団体・自治会数

13団体・自治会

1団体

実施団体・自治会等
14団体・自治会

B消防本部予防課☎974－0103

□
４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
が
変
わ

り
ま
し
た

g
①
荻
島
地
区
に
お
け
る
産
業
団
地

整
備
お
よ
び
企
業
誘
致
の
実
現
を
図

る
た
め
、
都
市
計
画
課
内
に
荻
島
地

区
土
地
利
用
推
進
室
を
設
置
し
ま
す

　

②
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
の

終
了
に
伴
い
、
臨
時
福
祉
給
付
金
室

を
廃
止
し
ま
す　

b
▽
①
に
つ
い
て

…

荻
島
地
区
土
地
利
用
推
進
室
☎
９

６
３
＝
９
１
８
２
、
▽
②
に
つ
い
て

…

生
活
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６

２
、
▽
組
織
改
正
に
つ
い
て…

行
政

管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１
３

□
公
園
で
の
火
気
の
使
用
や
サ
ッ
カ

ー
・
ゴ
ル
フ
等
は
原
則
禁
止
で
す

　

市
内
の
公
園
で
次
の
こ
と
は
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
花
火
等
の
火
気

の
使
用

・
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
等

・
犬
等
の
ペ
ッ
ト
を
リ
ー
ド
等
を
つ

け
ず
に
散
歩
さ
せ
る

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
し
ら
こ
ば
と

運
動
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
（
要
予
約
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ル
遊
び

は
、
他
の
利
用
者
や
近
隣
の
家
に
ボ

ー
ル
が
当
た
る
と
危
険
で
す
。
球
技

専
用
の
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
間
違
っ
た
遊
具
の
使
用
は
、

大
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
公
園
を
使

え
る
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
管
理
事

務
所
☎
９
７
１
＝
３
２
３
０

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
を
休
止
し
ま
す

　

特
別
清
掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル

の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
は
休
館
日
を
除
き
通
常

ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

〈
休
止
期
間
〉　

５
月
７
日
㈪
〜
１４

日
㈪

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
８
月
の
日
曜
日
分
野
球
場
貸
し
出

し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
し
込
み

の
を
受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
）　

g
５
月
１
日

㈫
〜
６
日
㈰
に
電
子
申
請
で
申
し
込

み
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
４
月
〜
６
月
の
開
催
日
〉　

４
月

１
日
㈰
〜
４
日
㈬
、
７
日
㈯
〜
１０
日

㈫
、
y
１７
日
㈫
〜
２０
日
㈮
、
y
２２
日

㈰
〜
２７
日
㈮
、
５
月
１
日
㈫
〜
６
日

㈰
、
y
１０
日
㈭
〜
１４
日
㈪
、
２２
日
㈫

〜
２７
日
㈰
、
y
３１
日
㈭
〜
６
月
５
日

㈫
、
y
８
日
㈮
〜
１２
日
㈫
、
１５
日
㈮

〜
１８
日
㈪
、
y
２９
日
㈮
・
３０
日
㈯

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
が
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た

　

小
規
模
農
地
の
保
全
や
営
農
環

境
、
農
地
の
多
面
的
緑
地
機
能
の
確

保
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か
ら
条
例

に
よ
り
、
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の

規
模
に
つ
い
て
、
３
０
０
平
方
㍍
以

上
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
蒲
生
地
区
自

治
会
連
合
会
の
自
治
会
活
動
に
必
要

な
、
テ
ン
ト
・
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
・

ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

b
市
民
活
動
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
３

７
面
へ
続
く

□
総
合
事
業
に
お
け
る
住
民
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
団
体

　

介
護
保
険
制
度
の
う
ち
、
要
支

援
１
・
２
の
方
が
利
用
す
る
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
介
護
保
険
事
業
所
の
専
門

職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

昨
年
１０
月
か
ら
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
介
護
従
事
者
の
資
格
要

件
等
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
、

支
え
あ
い
活
動
や
通
い
の
場
と
い

っ
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

う
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

高
齢
者
の
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
団
体
を
左
表
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉　

６
月
１
日
㈮
〜

２２
日
㈮

　

募
集
内
容
等
、
詳
し
く
は
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
。
募
集
内
容

等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

□
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
実
施
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
互
い
に

交
流
す
る
場
で
す
。

〈
補
助
額
〉　

市
が
定
め
る
要
件

を
満
た
し
た
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

実
施
す
る
団
体
１
団
体
に
つ
き
２

万
円
（
予
算
の
範
囲
内
）

〈
申
込
み
〉　

事
前
に
ご
連
絡
の

う
え
、
直
接
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
へ
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
等
は

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

b
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
（
第
二

庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８

７

　

越
谷
市
を
含
む
埼
葛
１２
市
町
で

は
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同

和
行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
同
和
問
題
の
解
決
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
「
え
せ
同
和
行
為
の

排
除
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
図

書
等
物
品
購
入
の
強
要
」
や
「
寄

付
金
・
賛
助
金
の
強
要
」
な
ど
、

不
法
・
不
当
な
行
為
や
要
求
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
要
求
を

受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で

な
く
、
国
民
の
間
に
同
和
問
題
に

対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
、
新
た
な
偏
見
や
差
別
意
識
を

生
む
要
因
と
な
り
、
同
和
問
題
解

決
の
た
め
に
多
く
の
人
々
が
積
み

重
ね
て
き
た
人
権
教
育
や
啓
発
活

動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
は

　

断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
然
と

し
た
態
度
で
断
固
拒
否
し
、
え
せ

同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
対
応
は

更
に
つ
け
込
ま
れ
、
同
和
問
題
の

解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※

同
和
問
題
と
は…

「
同
和
地
区

に
住
ん
で
い
る
」
あ
る
い
は
「
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理

由
で
、
結
婚
や
就
職
、
日
常
生
活

な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
、
憲
法

が
保
障
す
る
「
基
本
的
人
権
」
が

侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
歴

史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
、
現
在

も
な
お
存
在
す
る
我
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
こ
う
し

た
中
、
平
成
２８
年
１２
月
１６
日
か
ら

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
埼
葛

１２
市
町
で
は
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
連
携
し

な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

○
全
国
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
埼
玉
県
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
の

交
通
事
故
防
止

○
越
谷
市
重
点

・
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向

上

 

出
発
式
を
行
い
ま
す

a
４
月
７
日
㈯
、
午
前
１１
時
か
ら

　

d
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
東
側
Ｒ
駐
車
場　

g
式

典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
大
相
模

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
）
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
等
出

発
、
交
通
安
全
啓
発
品
の
配
布　

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１

１
０
、
市
役
所
く
ら
し
安
心
課
☎

９
６
３
＝
９
１
８
５

一日消防署長が
火災予防を
呼びかけました

　３月１日～７日に春の火災予防運
動を実施しました。
　１日は、越谷市防火安全協会から
推薦を受けた市内の事業所に勤める
平脇美鈴さんが一日消防署長とし
て、東武新越谷駅ビルヴァリエで火
災を想定して実施した消防演習の指
揮を執りました。また、越谷市防火
安全協会の役員や消防ガーヤちゃん
とともに、消防音楽隊の演奏による
防火広報が行われる中、火災予防を
呼び掛けました。
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

市民活動支援センター

ななサポこしがやの講座 男女共同参画支援センター

ほっと越谷の催し

円盤・ハンマー投げ用の囲い

ＪＲ武蔵野線

南越谷
小学校 サンシティ

越谷ツインシティＡシティ 
越谷ツインシティＢシティ

科学技術センター
　「ミラクル」

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

主
要
地
方
道

足
立
越
谷
線

至 越谷レイクタウン

越
谷
駅

国
道
４
号（
草
加
バ
イ
パ
ス
）

至 東川口 一
般
県
道
越
谷
川
口
線

越谷市の管理
になりました

新
越
谷
駅

蒲
生
駅

南越谷駅

埼玉県の管理になりました
至 草加

至 春日部

―――――――― 市職員を募集します ――――――――

― 平成30年6月1日採用 市立病院職員を募集します ―

〈試験日〉　4月28日（土）
〈申込み〉　4月9日（月）～20日（金）（消印有効）に応募書類を特定記録郵便か簡
易書留郵便で郵送または市立病院庶務課へお持ちください（土曜・日曜日を
除く。午前8時30分～午後5時15分）。詳しくは募集要項をご覧ください。募
集要項は、市立病院庶務課、市役所総合受付、人事課（市役所本庁舎２階）
で配布するほか、市立病院ホームページから印刷できます

B市立病院庶務課（〠343-8577東越谷10-47-1）☎965－4562

対象
募集人数

選考方法

１人
学科・作文・
面接試験

言語聴覚士免許を有し、平成元年4月2日以
降に生まれた方

言語聴覚士

対象
募集人数

選考方法

１人
学科・作文・
面接試験

管理栄養士免許を有し、変則勤務が可能な
昭和43年4月2日以降に生まれた方

栄養士（管理栄養士）

対象
募集人数

選考方法

１人
教養・作文・
面接試験

診療情報管理士資格を有し、昭和47年4月
2日以降に生まれた方

事務職員（診療情報管理士）

〈第１次試験日〉　4月29日（祝）（教養試験・作文試験）
〈申込み〉　4月16日（月）まで（必着）に郵送で人事課へ。募集要項を確認のう
え、申し込み手続きを行ってください。募集要項は、人事課、市役所総合受
付、北部・南部出張所、パスポートセンター、保健センター、保健所、産業
雇用支援センター、各地区センターで配布するほか、市ホームページから印
刷できます

B人事課（本庁舎2階）☎963－9132

募集職種
看護師
（行政）

保健師

受験資格
看護師免許（見込み不可）を有し、昭和57年4月2日
以降に生まれた方
保健師免許（見込み不可）を有し、昭和57年4月2日
以降に生まれた方

平成30年6月1日採用　看護師（行政）・保健師
募集人数

若干名

〈申込み〉　4月16日（月）まで（土曜・日曜日を除く。午前8時30分～午後5時15
分）に、写真を貼った履歴書を直接下記へ。4月18日（水）に面接を行います

Bくらし安心課（中央市民会館4階）☎963－9185

対　　象

勤務内容

報酬（月額）

市内在住で交通安全に理解と関心が高く、健康で指導力があ
り、矯正視力を含み両眼で0.5以上の20歳～59歳（平成30年5月
１日現在）の方
・登校時における安全確保のための立哨（午前7時30分前後の１
時間程度）
・小学校や幼稚園等における交通安全教育、交通指導（随時）
・市の行事等における交通整理など（随時）
＊1カ月を通じて標準50時間　
6万1,400円　　　　　　　　  　　　募集人数　　　若干名

平成30年5月1日採用　越谷市交通指導員

〈申込み〉　写真を貼った市販の履歴書を直接下記へ
B青少年課（第二庁舎2階）☎963－9158

対　　象

勤務場所
勤務内容

勤務日時

高等学校等卒業（見込み含む）以上の方。期間中、兼職はでき
ません
市内学童保育室のいずれか　　　　賃金（時給）　1,080円
小学校の児童を保護者に代わって保育
月曜～金曜日（月2回程度土曜日勤務あり）、午後1時～7時（学
校休業日は午前8時～午後7時のうち6時間の交替勤務）

学童保育指導員の登録

千間台第四公園

千間台小学校

埼玉県立大学

市
道
1031号

線

（
中
堀
通
り
）

市道1
020号

線

（くす
の木通

り）

新方川

中堀橋

６
面
か
ら
続
き

□
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
金
を

受
け
て
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競

技
場
の
整
備
等
を
行
い
ま
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）

の
助
成
金
を
受
け
て
走
路
の
整
備
を

行
っ
た
ほ
か
、
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投

げ
用
の
囲
い
を
設
置
し
ま
し
た
。

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
燃
え
る
ご
み
の
収
集
車
が
流
し
て

い
る
音
楽
を
停
止
し
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
収
集

日
当
日
の
午
前
８
時
ま
で
の
ご
み
出

し
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
収

集
車
が
流
す
音
楽
を
４
月
か
ら
一
斉

に
停
止
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝

５
３
７
５

□
家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
は
、
袋
な
ど

に
入
れ
ず
黄
色
い
か
ご
に
直
接
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
割
れ
た
ガ
ラ

ス
製
品
や
せ
と
も
の
類
、
か
み
そ
り

の
刃
や
包
丁
は
「
燃
え
な
い
ご
み
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝

５
３
７
５

□
精
神
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持
者

が
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の
対
象

者
に
加
わ
り
ま
す

　

７
月
２
日
か
ら
精
神
保
健
福
祉
手

帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
が
重
度
心
身

障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
に
加
わ
り

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
障
害
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６

４□
道
路
の
管
理
者
が
変
わ
り
ま
し
た

　

一
般
県
道
川
口
越
谷
線
の
一
部
が

市
道
と
な
り
越
谷
市
の
管
理
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
道
１
１
７
１
号

線
の
一
部
が
県
道
と
な
り
埼
玉
県
の

管
理
に
な
り
ま
し
た
。

b
道
路
総
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０

１□
道
水
路
占
用
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
道
水
路
占
用
料
が

改
定
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
道
路
総
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０

１□
厚
生
労
働
省
に
よ
る
国
民
生
活
基

礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

医
療
や
所
得
な
ど
、
国
民
生
活
の

基
礎
的
事
項
を
調
査
す
る
も
の
で
、

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行

政
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
無
作
為
抽
出
し
た
対
象
世
帯
を

調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
付
・
回
収
し
ま

す
。

　

４
月
中
旬
か
ら
準
備
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
医
療
な
ど
の
調
査
（
世
帯
票
）…

調
査
日
（
基
準
日
）
６
月
７
日
㈭

▽
所
得
な
ど
の
調
査
（
所
得
票
）…

調
査
日
（
基
準
日
）
７
月
１２
日
㈭

b
▽
世
帯
票
に
つ
い
て…

保
健
総
務

課
☎
９
７
３
＝
７
５
３
０
、
▽
所
得

票
に
つ
い
て…

生
活
福
祉
課
☎
９
６

３
＝
９
１
６
２

□
埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
が
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
基
本
的
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
総

合
的
に
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
２９
年
６
月
定
例
県
議
会
に
お
い

て
、
議
員
提
案
が
な
さ
れ
「
埼
玉
県

虐
待
禁
止
条
例
」
が
成
立
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://www.pref.saitama. 

lg.jp/a0601/20170711.html

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
埼
玉
県
福
祉
政
策
課
☎
０
４
８
＝

８
３
０
＝
３
３
９
１

いずれもH無料　DB市民活動支援セ
ンター「ななサポこしがや」（〠343-0816
弥生町16－1）☎969－2750。下記のほ
か、ぽっぽひろばも開催します
□うたごえ広場
　～抒情歌を楽しむ～
A５月９日㈬、午前１０時～正午　F市内
在住で60歳以上の方80人　E4月25
日㈬まで（必着）に、往復はがきに住所・
氏名（１枚につき２人まで）・年齢・電話番
号を記入し郵送で申し込み
□パソコンなんでも相談
A4月28日㈯、午後１時から・午後３時か
ら　F市内在住・在勤・在学の方各５人。
新規の方優先　E4月5日㈭、午前９時
から電話で申し込み
□かふぇとも
A4月30日㉁、午後１時30分～３時30
分　Gお花紙で母の日のカーネーショ
ンをつくってアレンジ！　F30人　E直

接または電話で申し込み

いずれもH無料　DB男女共同参画支
援センター「ほっと越谷」☎970-7411
（月曜日、祝日休所）。また、4月から蔵書
を毎日貸し出します
□男性の男女共同参画推進事業
男性のためのコミュニケーション
セミナー

A5月13日㈰、午後１時30分～４時30
分　Gよりよい人間関係を築くための
コミュニケーションを学びます　F男性
20人（１歳6カ月～就学前までのお子さ
んの保育あり。利用希望の場合は５月2
日㈬までに要予約）
□さんもくナイト・手仕事を楽しむ
A4月19日㈭、午後6時30分～8時　
G毎月第３木曜日は「ほっと越谷」で夜の
ひとときを過ごしませんか。今月はハー
ブを使ってイカのアイピローを作ります
　E当日会場へ

　

千
間
台
西
四
丁
目
地
内
の
一
部

（
左
図
網
掛
け
の
範
囲
）
で
、
最

高
時
速
３０
㌔
㍍
の
規
制
区
域
「
ゾ

ー
ン
３０
」
を
新
た
に
指
定
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゾ
ー
ン
30
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
を

実
施
し
ま
し
た

B▷交通規制について…越谷警察署交通課☎９６４
－０１１０（代表）、▷ゾーン30全般について…市役
所道路総務課☎９６３－９２０１

じょじょうか
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講
習
・
試
験

講
習
・
試
験

学生と参加者一緒に料理を作ります

希少な樹木や草花が観察できます

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
催
し

森
林
浴
や
散
策
に
出
か
け
ま
せ
ん
か

約６万本のチューリップが楽しめます

市制60

□パステル画仲間展
A4月18日㈬～24日㈫、午前10時～
午後5時（18日は午後1時から、24日
は午後3時30分まで）　Dサンシティ
展示ホール　Gパステル画の発表　
H無料　E当日会場へ　B越谷パス
テル画倶楽部・所☎976－1498
□健康フォークダンス教室
AD▷4月12日㈭・5月10日㈭…大沢
地区センター　▷4月19日㈭・26日㈭
…北越谷地区センター。いずれも午前
9時30分～正午（全4回）　H4回分
800円　C上履き　E当日会場へ　
B北越谷フォークダンスクラブ・嶋田☎
976－5795
□大袋手編みサークル作品発表会
A4月17日㈫、午前10時30分～午後
4時　D北部市民会館　G手編み作
品の展示　H無料　E当日会場へ　
B宮入☎976－9971
□第37回越谷市工芸協会作品展
A4月27日㈮～29日㈷、午前9時30
分～午後5時（27日は午後1時から、
29日は午後4時まで）　Dサンシティ
展示ホール　H無料　E当日会場へ
　B小林☎080－6547－3458

□第40回記念越谷連合民謡大会
A4月29日㈷、午前10時～午後6時　
Dサンシティ小ホール　G第1回越谷
伝承民謡コンクール大会を同時開催
（1時間程度）　H無料　E当日会場へ
　B松田☎978－2411
□第40回〝全国親の会〞春日部大会
A4月22日㈰、午前10時30分～午後
4時15分　D春日部市民文化会館（春
日部市粕壁東2－8－61）　G第1部…
不登校・引きこもりなどの体験談と質
疑応答、第2部…自律訓練法とグルー
プディスカッション　F300人　H無
料　E電話またはファクスで下記へ　
BＮＰＯ法人ＳＥＰＹ倶楽部・千葉☎03－
3942－5006、D03－5940－4030
□第12回乳幼児をもつ親のための講
座　わくわく絵本教室

A4月26日㈭・5月10日㈭、午前10時
～11時30分　D文教大学越谷図書
館　F25人（20人まで保育あり。抽
選）　H無料　E4月18日㈬までに申
込書をファクスで下記へ。申込書はあ
いのみ文庫ホームページから印刷でき
ます　B文教大学あいのみ文庫・塩谷
☎977－7818、D974－8040

□日本伝統文化の祭典第18回「華の会」
A4月21日㈯・22日㈰、午前10時～午
後4時　Dこしがや能楽堂　G華道の
展示や煎茶の体験、筝曲・日舞の演出
など　H無料。お茶席は別途300円　
E当日会場へ　B華の会・栗原☎
966-2270
□ボランティア養成講座
A5月7日㈪・6月8日㈮、午前9時～正
午　D越谷西特別支援学校　G障が
いへの理解と在学児童生徒について、
体験実習　H無料　E電話またはファ
クスで下記へ　B越谷西特別支援学校
☎962－0272、D960－1187
□越谷南高等学校吹奏楽部
　第33回定期演奏会
A5月3日㈷、昼の部…午後1時開演、夜
の部…午後5時開演　Dサンシティ大
ホール　H一般700円、高校生以下
500円（全席指定）　E4月29日㈷まで
にファクスまたはメールで下記へ　B越
谷南高等学校吹奏楽部D048－611－
8129、Hkoshinan_wind@yahoo. 
co.jp
□順天堂精神医学研究所講演会
　「がんとともに生きるいき方」
A4月21日㈯、午後2時～4時　D順
天堂越谷病院集会ホール　H無料　
E当日会場へ　B（一財）順天堂精神
医学研究所（袋山700－1）☎978－
8595

□
市
政
移
動
教
室

a
５
月
８
日
㈫
、
午
前
８
時
３０
分
に

市
役
所
集
合　

d
宮
内
庁
埼
玉
鴨

場
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
か　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は

市
内
で
活
動
し
て
い
る
方
３３
人
（
抽

選
）　

h
無
料　

e
４
月
１３
日
㈮
ま

で
（
必
着
）
に
、
は
が
き
に
市
政
移

動
教
室
と
記
入
の
う
え
、
参
加
者
全

員
（
１
枚
に
２
人
ま
で
）
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
）
。
結
果
は
４
月
末
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。
鴨
場
に
名
簿
を

提
出
し
ま
す　

b
広
報
広
聴
課
☎
９

６
３
＝
９
１
１
７

□
プ
レ
ー
パ
ー
ク

a
５
月
５
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
。
荒
天
中
止　

d
原
っ
ぱ
公
園

（
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
）　

h
無
料　

e
直
接
会
場
へ　

b
青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
越
谷
中
央
商
店
会

　

第
１２
回
ま
る
な
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

a
４
月
２２
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
。
荒
天
中
止　

d
市
道
７
０
０

０
７
号
線
（
ア
ル
コ
越
谷
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
ス
ク
エ
ア
周
辺
）　

g
商
店
会

グ
ル
メ
出
店
ほ
か
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
越
谷
ア
サ
イ
ラ
ム
」
同
時
開
催　

b
越
谷
中
央
商
店
会
事
務
局
（
越
谷

Ｎ
Ｓ
Ｃ
開
発
㈱
）
☎
９
６
０
＝
１
６

１
１

□
市
制
60
出
羽
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

a
４
月
８
日
㈰
、
午
前
９
時
４５
分
〜

午
後
２
時
。
雨
天
決
行　

d
出
羽
公

園
（
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
）　

g
フ
ェ
ス
タ
終
了
後
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
を
１
人
に
つ
き
１
鉢
無

料
配
布　

b
出
羽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
（
出
羽
地
区
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
９
４
０
＝
７
５
２
１

□
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
正
午
開
演
（
午
前

１１
時
開
場
）　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂

　

g
舞
囃
子
「
三
輪
」
「
猩
々
」
ほ

か　

h
無
料　

b
こ
し
が
や
能
楽
堂

☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
市
制
60
端
午
の
節
句
飾
り
展

a
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
（
４
日
は
午
後
３
時

ま
で
）　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

h

無
料　

b
こ
し
が
や
能
楽
堂
☎
９
６

４
＝
８
７
０
０

□
苗
木
の
無
料
配
布

a
４
月
２０
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
中
央
市
民
会
館
東
側
広
場　

g
ミ

カ
ン
、
カ
キ
等
（
予
定
）
。
越
谷
市

造
園
業
協
会
の
協
力
に
よ
る
緑
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
同
時
開
設　

b
公
園

緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

□
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
４
月
１４
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第
１６
〜

１８
会
議
室　

g
《
お
墓
》
お
墓
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例
。

講
師
は
弁
護
士
の
廣
部
俊
介
さ
ん　

h
無
料　

e
電
話
で
く
ら
し
安
心
課

へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
す
で

に
前
期
分
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方

は
新
た
な
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）

　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
６

□
市
制
60
郷
土
歴
史
講
座

　

「
大
相
模
地
区
西
部
の
歴
史
」

a
①
講
座…

５
月
９
日
㈬
・
１６
日

㈬
、
午
後
２
時
〜
４
時　

②
現
地
研

修…

５
月
２３
日
㈬
ま
た
は
３０
日
㈬
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）
。

雨
天
決
行　

d
①
市
立
図
書
館　

②

大
相
模
地
区　

g
講
師
は
越
谷
市
郷

土
研
究
会
顧
問
の
加
藤
幸
一
さ
ん
。

Ａ
コ
ー
ス
は
①
②
の
３
日
間
、
Ｂ
コ

ー
ス
は
①
の
み
。
②
の
み
の
参
加
は

で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
の
乗
降
、
徒
歩

で
の
移
動
が
あ
り
ま
す　

f
①
８０
人

　

②
各
日
２０
人（
抽
選
）　

h
無
料　

e
４
月
２５
日
㈬
ま
で
（
必
着
）
に
、

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
（
Ａ
コ

ー
ス
の
場
合
は
現
地
研
修
の
希
望
日

を
記
入
）
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
・
電
話
番

号
を
記
入
し
左
記
へ　

b
市
立
図
書

館
（
〠
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４
の

９
の
１
）
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
市
民
読
書
会
文
学
散
歩

a
５
月
１９
日
㈯
、
午
前
９
時
３０
分
に

市
立
図
書
館
集
合　

d
高
麗
神
社　

g
高
麗
神
社
に
つ
い
て
。
課
題
図
書

（
『
私
の
少
年
時
代
』
金
達
寿
著
）

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
現
地
を
見
学

＊
課
題
図
書
を
市
立
図
書
館
で
貸
し

出
し
ま
す
の
で
、
当
日
ま
で
に
読

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

f
１０
人
（
抽
選
）　

h
無
料　

e
４

月
２７
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、
往
復

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
・
電
話
番
号

を
記
入
し
左
記
へ　

b
市
立
図
書
館

（
〠
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４
の
９

の
１
）
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
市
制
60
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ま
ち

び
ら
き
10
周
年
記
念
式
典

a
４
月
１５
日
㈰
、
午
後
２
時
か
ら

d
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｋ
ａ
ｚ
ｅ

１
階
光
の
広
場　

g
消
防
音
楽
隊
記

念
演
奏
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
「
今
昔
物

語
」
写
真
展
、
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
紹
介　

b
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ま

ち
び
ら
き
１０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
・
中
村
☎
９
７
２
＝
５
４
３
０

□
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
☆
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

　

Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ

g
a
４
月
１４
日
㈯
。
▽
午
前
の
部

「
入
門
編
（
選
び
方
・
乗
車
体
験
な

ど
）
」…

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０

時
３０
分　

▽
午
後
の
部
「
い
ち
ご
狩

り
に
行
こ
う
！
」…

午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分　

d
水
辺
の
ま
ち
づ
く

り
館　

f
午
前
１０
人
、
午
後
１５
人　

h
各
１
５
０
０
円
（
両
方
参
加
の
場

合
は
２
０
０
０
円
）　

e
４
月
１１
日

㈬
ま
で
に
越
谷
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
性
別
・
電
話
番
号
・
参
加
希

望
（
午
前
・
午
後
・
両
方
）
・
身
長

を
記
入
し
左
記
へ　

b
（
一
社
）
越

谷
市
観
光
協
会
☎
９
７
１
＝
９
０
０

２
、
D
９
７
２
＝
５
２
０
８

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
８
日
〜
６
月
２６
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
（
全
８

回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
器
械
体

操
等
。
昨
年
度
と
講
師
、
内
容
が
異

な
り
ま
す　

f
３
歳
（
平
成
３０
年
４

月
１
日
現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
４０
組　

e
４

月
１７
日
㈫
〜
３０
日
㉁
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込
み
。

春
期
教
室
に
参
加
す
る
方
は
秋
期
教

室
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

＊
対
象
年
齢
未
満
の
お
子
さ
ん
の
臨

時
保
育
あ
り
。
受
け
付
け
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
（
実
費
負
担
）

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
男
性
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

a
５
月
２９
日
〜
６
月
１９
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
（
全

４
回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
等
）　

f
市
内
在
住
の
男
性
１８
人　

h
無
料

　

e
４
月
１８
日
㈬
、
午
前
９
時
か
ら

直
接
左
記
へ　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
市
制
60
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
１８
日
㈮　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
野
田
市
）
。
現
地
集
合　

g
▽
個
人
戦…

１８
ホ
ー
ル
、
新
ペ
リ

ア
方
式　

▽
団
体
戦…

各
地
区
上
位

５
人
の
合
計　

f
市
内
在
住
の
方　

h
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ
か
）
。

プ
レ
ー
費
は
各
自
負
担
（
１
万
２
０

０
０
円
。
飲
食
代
込
み
）　

e
４
月

１９
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
各

地
区
セ
ン
タ
ー
へ　

b
生
涯
学
習
課

☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
弓
道
教
室

a
５
月
１５
日
〜
６
月
８
日
の
毎
週
火

曜
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
（
全
８
回
）　

d
緑
の
森
公

園
越
谷
市
弓
道
場　

f
５
市
１
町

（
越
谷
・
草
加
・
八
潮
・
三
郷
・
吉

川
・
松
伏
）
に
在
住
・
在
勤
で
１８
歳

以
上
の
初
心
者
の
方
２５
人　

h
２
０

０
０
円　

e
４
月
１４
日
㈯
か
ら
越
谷

市
弓
道
場
窓
口
で
受
け
付
け
（
月
曜

日
を
除
く
）　

b
緑
の
森
公
園
越
谷

市
弓
道
場
☎
９
６
６
＝
０
９
１
０

□
５
市
１
町
障
が
い
者
体
育
祭

　

草
加
パ
リ
ポ
リ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
集
い

a
６
月
１０
日
㈰　

d
草
加
市
ス
ポ
ー

ツ
健
康
都
市
記
念
体
育
館
（
草
加
市

瀬
崎
６
の
３１
の
１
）　

f
５
市
１
町

（
越
谷
・
草
加
・
八
潮
・
三
郷
・
吉

川
・
松
伏
）
に
在
住
・
在
勤
で
障
が

い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族　

e
４
月

３０
日
㉁
ま
で
に
左
記
へ　

b
（
公

財
）
草
加
市
体
育
協
会
☎
９
２
８
＝

６
３
６
１
、
D
９
２
２
＝
１
５
１
３

□
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
身
体
）

a
５
月
１２
日
㈯
・
２６
日
㈯
・
６
月
９

日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全

３
回
）　

d
第
１
体
育
館　

g
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど　

f

市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
２０
人　

h
無
料　

e

４
月
１３
日
㈮
、
午
前
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４
、
D
９
６
５
＝
５
９
５
４

□
応
急
手
当
講
習
会（
普
通
救
命
Ⅰ
）

a
４
月
２２
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

d
消
防
本
庁
舎　

g
主
に
成
人
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
）　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
方
３０
人　

h
無
料

　

e
４
月
１４
日
㈯
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
左
記
へ　

b
消
防
署
☎
９

７
４
＝
０
１
３
６

□
日
商
簿
記
検
定
試
験

a
６
月
１０
日
㈰　

d
叡
明
高
校　

h

▽
１
級
７
７
１
０
円　

▽
２
級
４
６

３
０
円　

▽
３
級
２
８
０
０
円　

e

▽
窓
口…

４
月
９
日
㈪
〜
５
月
１１
日

㈮　

▽
郵
送…

４
月
２
日
㈪
〜
５
月

９
日
㈬　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト…

４

月
２
日
㈪
〜
５
月
１２
日
㈯

＊
詳
し
く
は
越
谷
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
越
谷
商
工
会
議
所
☎
９
６
６
＝
６

１
１
１

□
英
語
検
定
・
英
検
勉
強
会

い
ず
れ
も
e
４
月
２１
日
㈯
・
２８
日

㈯
、
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分
に
費
用

を
添
え
て
直
接
中
央
市
民
会
館
４
階

会
議
室
へ

〈
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
〉　

a

６
月
３
日
㈰
。
▽
準
２
級
・
４
級…

午
前
９
時
集
合　

▽
５
級…

午
前
１０

時
３０
分
集
合　

▽
２
級…

午
前
１１
時

集
合　

▽
３
級…

午
後
１
時
集
合　

d
北
部
市
民
会
館　

h
▽
２
級
５
４

０
０
円　

▽
準
２
級
４
８
０
０
円　

▽
３
級
３
４
０
０
円　

▽
４
級
２
１

０
０
円　

▽
５
級
２
０
０
０
円

〈
英
検
勉
強
会
〉　

a
５
月
１３
日

㈰
・
２０
日
㈰
・
２７
日
㈰
、
午
前
９
時

〜
１０
時
３０
分
（
全
３
回
）　

d
中
央

市
民
会
館　

h
２
０
０
０
円　

b
越

谷
英
検
事
務
局
☎
０
７
０
＝
３
３
９

８
＝
７
７
７
８

第６回
越ヶ谷宿の
甲冑めぐり

第32回
わんぱく相撲越谷場所
第32回
わんぱく相撲越谷場所

かっちゅう

　日光街道の宿場町の面影を残す
越ヶ谷宿。子どもたちの健やかで
たくましい成長を願い、越谷伝承
の五月人形等を商店や古民家等に
飾ります。
〈日時〉　５月１日（火）～６日（日）
〈内容〉　越谷駅東口周辺の商店
街（越谷新町商店会、越谷中央
商店会）の店舗や古民家・蔵な
ど約５０軒に五月人形等を展示し
ます。
＊５月１日（火）～１０日（木）にイン
スタグラムを使った「越ヶ谷宿
応援キャラクター御殿くんを探
せ」イベントも開催。甲冑展示
場所にある御殿くんを探して、
ハッシュタグ「＃越ヶ谷宿御殿
くん」を付けて写真を投稿して
ください。賞品あり。詳しくは
下記へ

　例年、たくさんの児童が参加
し、熱い取組が行われています。
　小学生男子４年～６年生の優勝
者は、埼玉県大会への参加資格が
得られます。
〈日時〉　５月１２日（土）、午前９
時から
〈会場〉　西体育館、出羽公園相
撲場
〈対象〉　越谷市・松伏町および
その近隣小学校に通う児童。４
月２８日（土）、午後１時から出
羽公園相撲場（雨天時は出羽地
区センター）で事前練習・説明
会を開催します

B越谷新町商店会（釘清商店）
　☎962－3921

B（一社）越谷青年会議所
　☎９６６－０７８９

昨
年
は
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」

〈内容・日程〉
▷田植え…６月３日（日）（予備日６月１０日（日））
▷稲刈り…９月下旬～１０月初旬
＊稲刈りのみの参加はできません
＊事前説明会を東埼玉資源環境組合で行う予定です
〈会　場〉　東埼玉資源環境組合第一工場の向かいの水田
〈定　員〉　２００人（小学生以下は保護者同伴）
〈費　用〉　６歳以上…２,０００円、４歳～５歳…１,０００円
〈申込み〉　申込書に必要事項を記入し、郵送またはファク
スで下記へ。申込書は越谷市観光協会窓口で配布するほ
か、同協会ホームページから印刷できます

B（一社）越谷市観光協会（〠343-0828レイクタウン4-1-4）
　☎971－9002、D972－5208

　色彩別の稲（古代米）を使って、田んぼに絵を描く田ん
ぼアート。９回目となる今年は「本市出身の阿炎関・彩
関」を描きます。

こしがや田んぼアート２０１８
～田植え＆稲刈り体験者募集～

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園　

み
ど
り

の
日
無
料
開
園

　

園
内
に
は
、
約
３
０
０
種
、
約

１
２
０
０
本
の
樹
木
な
ど
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
入
園
は
４
時
３０
分
ま

で
）　

d
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園

（
緑
の
森
公
園
内
）
。
植
物
園
の

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん　

b
公
園

緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

花
田
苑　

み
ど
り
の
日
無
料
開
園

　

花
田
苑
は
、
回
遊
式
池
泉
庭
園

で
四
季
折
々
の
風
情
が
楽
し
め
る

本
格
的
な
日
本
庭
園
で
す
。

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午

後
７
時
（
入
園
は
６
時
ま
で
）　

d
花
田
苑　

g
ミ
ニ
盆
栽
コ
ー
ナ

ー
、
紙
芝
居
実
演
（
玉
井
政
美
さ

ん
）
、
茶
席
な
ど
（
茶
席
は
３
０

０
円
）　

b
花
田
苑
☎
９
６
２
＝

６
９
９
９

観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や

春
の
伝
統
お
も
し
ろ
散
策　
　

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
９
時
３０
分

に
北
越
谷
駅
西
口
集
合
、
正
午
ご

ろ
越
谷
駅
着
。
荒
天
中
止　

g
逆

川
緑
道
〜
㈲
島
田
達
磨
総
業
（
越

谷
だ
る
ま
見
学
）
〜
久
伊
豆
神
社

（
藤
ま
つ
り
）
〜
越
ヶ
谷
宿
周
辺

（
甲
冑
め
ぐ
り
）
。
徒
歩
約
５
㌔

　

h
３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

　

e
４
月
１４
日
㈯
ま
で
（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
に
開
催
日
・
希

望
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

　

b
（
一
社
）
越
谷
市
観
光
協

会
・
観
光
ぶ
ら
っ
と
係
（
〠
343
＝

０
８
２
８
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１

の
４
）
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２

ラウンジ
タウン情報

～この指とまれ！～
お知らせパック

おいでください

４月１４日（土）、午後４時から
ＮＨＫBSプレミアムで再放送決定!!

埼玉発 地域ドラマ
越谷サイコー

埼
玉
県
立
大
学
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ

　

埼
玉
県
立
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
は
、
学
生
が

高
齢
者
の
生
活
の
手
伝
い
を
し
て

い
る
団
体
で
す
。
依
頼
に
基
づ
き

学
生
が
高
齢
者
の
家
を
訪
問
し
、

買
い
物
や
掃
除
な
ど
を
一
緒
に
行

う
ほ
か
、
料
理
教
室
等
の
交
流
の

場
を
作
り
高
齢
者
ど
う
し
の
つ
な

が
り
の
強
化
と
心
の
健
康
の
維
持

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
団
体
は
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
の
夫
婦
の
み
の
世
帯

が
増
え
て
い
る
中
で
「
一
人
で
食

事
を
す
る
の
が
さ
み
し
い
、
面
倒

く
さ
い
」
な
ど
の
声
を
聴
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
２６
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
頼
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
常
生
活
で
不
便
を
感
じ

て
い
る
日
中
独
居
の
高
齢
者
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
団
体
の
顧
問
を
し
て
い
る

小
川
孔
美
さ
ん
は
「
料
理
教
室
で

は
包
丁
を
初
め
て
持
つ
と
い
う
参

加
者
が
学
生
と
共
に
楽
し
そ
う
に

料
理
を
す
る
姿
を
見
た
り
、
教
室

で
作
っ
た
料
理
を
家
で
も
作
っ
て

み
た
よ
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
し

ま
す
。
生
活
を
豊
か
に
す
る
き
っ

か
け
が
作
れ
る
と
う
れ
し
い
で

す
。
毎
回
来
て
く
れ
る
方
も
い
ま

す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
学

生
か
ら
は
「
高
齢
の
方
が
ど
ん
な

思
い
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
サ

ー
ビ
ス
が
足
り
て
お
ら
ず
ど
ん
な

社
会
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
声
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
小
川

さ
ん
は
「
長
く
、
良
い
活
動
を
継

続
さ
せ
た
い
で
す
。
多
く
の
人
に

こ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

え
い
め
い

き
む
た
る 

す

さ
く
ら 

ま 

は
つ
は
な
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょ
う
じ
ょ
う

あ　び　　　　いろどり

ま　
　
　

 

ご

か　
　
　

ぜ

エ　

ン　

ジ　

ョ　

イ　
　
　

ス　
　

ポ　

ー　

ツ

サ　

イ　

ク　

ル
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□
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー

a
５
月
１７
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

g
就
職
を
取
り
巻
く
現
状
を
知

る
、
自
分
に
合
う
仕
事
は
何
か
な
ど

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
セ
ミ
ナ
ー

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

f
市
内
在
住
で
就
職
活
動

中
の
女
性
２０
人　

h
無
料　

e
４
月

５
日
㈭
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
土
曜
講
座
）

a
g
▽
５
月
５
日
㈷…

魅
力
あ
る
応

募
書
類
の
書
き
方　

▽
５
月
１９
日
㈯

…

好
感
度
ア
ッ
プ
！　

採
用
面
接
の

ポ
イ
ン
ト
。
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

正
午　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

４
階
会
議
室　

f
市
内
在
住
で
就
職

活
動
中
の
６５
歳
未
満
の
方
２０
人　

h

無
料　

e
４
月
５
日
㈭
か
ら
電
話
で

左
記
へ　

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７

＝
４
６
８
０

□
若
年
者
等
就
職
支
援
相
談

a
月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時（
受
け
付
け
は

４
時
３０
分
ま
で
。
月
曜
〜
水
曜
日
は

要
予
約
）　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
３
階
相
談
室　

g
就
職
に
関
す

る
助
言
・
指
導
・
情
報
提
供　

f
市

内
在
住
で
就
職
活
動
中
の
方
、
就
職

の
た
め
の
個
別
指
導
を
希
望
の
方
、

就
職
活
動
に
悩
み
の
あ
る
方　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
創
業
者
支
援
補
助
金

g
事
業
を
営
む
た
め
の
創
業
準
備
金

の
２
分
の
１
以
内
（
女
性
ま
た
は
満

４０
歳
未
満
の
方
は
上
限
３０
万
円
、
そ

の
ほ
か
の
方
は
上
限
２０
万
円
）
を
助

成
。
貸
室
に
係
る
月
額
賃
料
の
２
分

の
１
以
内
（
１
年
間
。
女
性
ま
た
は

満
４０
歳
未
満
の
方
は
上
限
５
万
円
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
上
限
３
万
円
）　

f
平
成
３０
年
度
内
に
創
業
し
よ
う
と

す
る
方
（
一
部
業
種
を
除
く
）　

e

５
月
１４
日
㈪
〜
２５
日
㈮
に
、
要
望
書

を
直
接
産
業
支
援
課
へ
（
抽
選
）
。

要
望
書
は
産
業
支
援
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

で
き
ま
す　

b
産
業
支
援
課
（
産
業

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６

７
＝
４
６
８
０

□
越
谷
市
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

補
助
金

g
経
営
相
談
を
受
け
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
す
る
新
商
品
等
の
開
発
・
販

路
開
拓
、
人
材
育
成
の
新
た
な
事
業

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
。
助

成
金
額
は
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
５０
万
円
）　

f
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
中
小
企
業
者
。
①

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る　

②
市
内

で
１
年
以
上
事
業
を
継
続
し
て
営
む

　

③
市
内
に
お
け
る
事
業
計
画
を
有

す
る　

e
５
月
１４
日
㈪
〜
２５
日
㈮
、

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
に
申
請

書
を
産
業
支
援
課
へ
。
申
請
前
に
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
へ
の

相
談
が
必
要
で
す
。
交
付
対
象
者
は

書
類
審
査
で
決
定
し
ま
す　

b
産
業

支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
分
室

越
谷
相
談
室
を
開
設
し
ま
す

a
４
月
１
日
㈰
か
ら　

d
越
谷
建
築

安
全
セ
ン
タ
ー
２
階
（
越
ヶ
谷
４
の

２
の
８２
埼
玉
県
越
谷
合
同
庁
舎
内
）

　

g
少
年
の
非
行
、
家
出
、
い
じ

め
、
犯
罪
被
害
等
の
相
談
受
け
付
け

（
面
接
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

　

b
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
分

室
越
谷
相
談
室
☎
９
６
３
＝
０
１
０

０
（
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。
４
月
１
日

は
休
日
の
た
め
お
休
み
で
す
）

□
市
立
小
・
中
学
校
に
留
守
番
電
話

応
答
機
能
付
き
電
話
を
導
入
し
ま

す

　

教
職
員
の
負
担
を
軽
減
・
改
善
し

勤
務
時
間
を
適
正
に
管
理
す
る
た

め
、
市
立
小
・
中
学
校
の
電
話
機
に

留
守
番
電
話
応
答
機
能
を
導
入
し
ま

す
。
原
則
、
午
後
６
時
１５
分
か
ら
留

守
番
電
話
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

〈
開
始
日
〉　

４
月
１６
日
㈪
か
ら

b
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
９
１

□
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
、
既
設
単
独
処
理
浄
化
槽

ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
取
り
替
え
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

市
街
化
調
整
区
域
内

の
専
用
住
宅
に
お
住
ま
い
で
、
１０
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
。
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
対
象

外
。
①
建
築
確
認
を
伴
う
新
築
、
増

築
時
に
設
置
す
る　

②
す
で
に
設
置

済
み　

③
設
置
の
届
け
出
の
審
査
を

受
け
ず
に
設
置
す
る　

④
指
定
さ
れ

た
期
間
内
に
設
置
で
き
な
い　

⑤
専

用
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
賃
貸
人

の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い　

⑥
専
用
住

宅
を
転
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
所

有
し
て
い
る　

⑦
設
置
条
件
を
満
た

さ
な
い
浄
化
槽
を
設
置
す
る　

⑧
市

税
な
ど
滞
納
が
あ
る

〈
申
込
み
〉　

申
請
書
を
直
接
環
境

政
策
課
へ
。
予
算
に
達
し
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
８
６

□
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す

　

温
暖
化
対
策
を
目
的
に
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
設
備
〉　

補
助
金
の
交
付
決

定
日
以
降
に
着
工
し
、
新
規
に
設
置

す
る
も
の
で
、
平
成
３１
年
３
月
１５
日

㈮
ま
で
に
電
力
会
社
と
受
給
契
約
を

結
び
、
余
剰
電
力
の
買
い
取
り
契
約

が
結
ば
れ
る
こ
と

〈
補
助
金
の
額
〉　

▽
太
陽
光
発
電

設
備…

最
大
出
力
１
㌔
㍗
当
た
り
２

万
円
。
上
限
は
、
戸
建
て
住
宅
は
８

万
円
（
４
㌔
㍗
）
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

２０
万
円
（
１０
㌔
㍗
）

＊
市
内
に
本
店
を
置
く
市
内
業
者
と

契
約
を
締
結
し
、
領
収
書
の
発
行

を
受
け
る
場
合
は
補
助
の
上
限
は

１０
万
円
（
５
㌔
㍗
）

▽
蓄
電
池…

１
件
に
つ
き
５
万
円

〈
対
象
者
〉　

み
ず
か
ら
居
住
す
る

住
宅
に
設
置
す
る
市
内
在
住
の
方
、

ま
た
は
３１
年
３
月
３１
日
㈰
ま
で
に
市

内
に
居
住
予
定
の
方
お
よ
び
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
管
理
組
合

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と

〈
申
込
み
〉　

▽
前
期…

５
月
７
日

㈪
〜
１８
日
㈮　

▽
後
期…

９
月
２５
日

㈫
〜
１０
月
９
日
㈫
。
右
記
の
受
け
付

け
期
間
、
工
事
開
始
前
に
、
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
環
境
政

策
課
へ
。
申
請
書
は
環
境
政
策
課
で

配
布
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す
。
予
算
を
超
え
る

申
請
が
あ
る
場
合
は
公
開
抽
選

b
環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

　

特
別
支
援
学
級
等
へ
就
学
す
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
特
別
支
援
教
育
の
普

及
・
奨
励
の
た
め
、
就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　

学
用
品
費
、
通
学
用

品
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行

費
、
学
校
給
食
費
、
通
学
費
、
職

場
実
習
交
通
費
、
交
流
学
習
交
通

費
。
通
級
指
導
教
室
に
入
級
さ
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
通
学

費
の
み
対
象
で
す

〈
申
込
み
〉　

４
月
１３
日
㈮
〜
５

月
３１
日
㈭
に
、
保
護
者
が
お
子
さ

ん
の
在
籍
す
る
市
内
各
小
・
中
学

校
に
直
接
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
中

途
転
入
の
方
は
随
時
受
け
付
け
し

ま
す
。
な
お
、
申
請
の
際
は
就
学

援
助
費
の
申
請
も
併
せ
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
認
定
基
準
、
援
助
内

容
が
異
な
り
ま
す
）
。
就
学
援
助

費
の
対
象
者
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
就
学
援
助
費
を
優
先
し
ま

す
。
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方
も
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

いb
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

　

市
で
は
、
雨
水
の
有
効
利
用
を

目
的
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

〈
雨
水
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
〉　

▽

資
源
の
有
効
利
用　

▽
日
常
的
な

散
水
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

水
道
料
金
を
節
約　

▽
雨
水
の
流

出
抑
制
を
図
り
、
河
川
へ
の
負
担

を
軽
減

〈
対
象
施
設
と
金
額
〉　

▽
新
た

に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場
合

…

市
販
の
８０
㍑
以
上
の
雨
水
貯
留

槽
、
工
事
費
用
の
２
分
の
１
以
内

の
額
（
限
度
額
２
万
円
）　

▽
公

共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
不
用
と

な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設

に
転
用
す
る
場
合…

ポ
ン
プ
設
備

を
備
え
た
も
の
、
一
律
３
万
５
０

０
０
円

〈
対
象
者
〉　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
世
帯
（
予
定
世
帯
含
む
）
お

よ
び
自
治
会
ま
た
は
事
業
者

〈
申
込
み
〉　

工
事
（
購
入
）
前

に
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

直
接
環
境
政
策
課
へ
。
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き

ま
す

b
環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

就
学
援
助
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
助
成
金

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、

就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　

学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
新
入
学
準
備
費
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学
校
給
食

費
、
児
童
生
徒
会
費

＊
中
学
校
入
学
に
か
か
る
学
用
品
費

は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
入
学
前
の

小
学
６
年
生
時
に
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
同
じ
目
的
の
費
目
を
受
給

し
て
い
な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
入
学
後
の
中
学
１
年
生
時
に

支
給
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　

４
月
１３
日
㈮
〜
３１
年

１
月
３１
日
㈭
（
４
月
１５
日
㈰
・
５
月

６
日
㈰
の
み
日
曜
日
も
受
け
付
け
）

に
保
護
者
が
直
接
ご
申
請
く
だ
さ

い
。
会
場
は
、
５
月
３１
日
㈭
ま
で
は

市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
会
議
室
Ｃ
、

６
月
１
日
㈮
以
降
は
学
務
課
で
す
。

お
子
さ
ん
の
在
籍
校
で
も
受
け
付
け

ま
す

＊
５
月
３１
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
認
定

さ
れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら
対
象

で
す
。
６
月
以
降
に
申
請
し
認
定

さ
れ
た
場
合
、
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
対
象
で
す
。
前
年
度
認
定
さ

れ
た
方
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

b
学
務
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
３
＝
９
２
８
１

子
育
て

利
利
用
・
活
用
す
る

事
事
業
者
の
方
へ

就
職
・

創
業
支
援

特
別
支
援
教
育

就
学
奨
励
費

申
請
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

の

80ℓ以上
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地域子育て支援センター
いずれも申し込みは受け付け順になります。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
親子でふれあい遊び
「かわいいこいのぼりみ～つけた♪」
～子育て相談～

〈申込み〉　4/9（月）から電話で森のひろばへ（13:00～15:30）

4/23（月）
　10:00～11:00

☆森のひろば（新越谷1-31-18　認定こども園わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

みんなでつくりたい　おへそのひろば
0・1歳児
～ベビーマッサージ、製作活動が楽しめ
ます～

〈申込み〉　4/9（月）から電話でおへその広場へ（9:00～16:30）

4/12（木）
　10:00～11:00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

0歳～1歳のお子さんと
保護者12組

日程 講座名（内容） 対象 費用

440円さくらレストラン
～保育園の給食を楽しもう～

〈申込み〉　4/9（月）から電話でげんきへ（13:00～17:00）

4/26（木）
　11:00～12:00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

1歳～就学前のお子さんと
保護者5組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
「みんな集まれ!!　お友達をたくさん
作りましょう!」
～親子ふれあい遊び、人形劇～

〈申込み〉　4/9（月）まで（消印有効）に、往復はがきに住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・
電話番号・希望講座名を記入し、たけのこ（〠343-0034大竹815-1）へ

4/26（木）
　10:00～11:00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円つくるーむ｢こいのぼりを作ろう｣
すてきなこいのぼりの飾りを作りましょう

〈申込み〉　4/13（金）から電話ですくすくへ（13:00～16:30）

4/17（火）
　10:00～11:00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

1歳のお子さんと保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

参加費
100円自然食堂「子どもの日おやつ」

〈申込み〉　当日会場へ

4/25（水）
　10:30～11:30

☆ちきんえっぐ（平方3207-1　越谷どろんこ保育園内）　☎970－2280

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
家庭でできる英語遊び
講師は元英会話教室講師の
会沢友紀子さん

〈申込み〉　4/9（月）から電話でこあら教室へ（10:00～16:00）

4/25（水）
　10:00～11:00

☆こあら教室（大間野町5-147-1　認定こども園小牧内）　☎985－4890

2歳～就園前のお子さんと
保護者8組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料出前保育in大袋地区センター
（親子わらべうた遊び＆おたのしみシアター）

〈申込み〉　当日会場へ。月曜～土曜日の9:00～16:00に園庭開放、毎週水曜日の11:30～12:30のランチ
タイムに室内開放しています

4/24（火）
　10:00～11:30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前の
お子さんと保護者

子育てサロン

〈申込み〉　4/15（日）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火・木・土、10：00～16：00）、またはメー
ルに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座申込み」と記入し、申
込専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申し込みできます。市内在住の方。応募多
数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

④5/22（火） 5月生まれのお誕生会 就学前で5月生まれのお子さんと
保護者10組

⑤5/29（火）

③5/18（金）

ふぇりーちぇらんど1才後半

おしゃべりサロン
「転入者さん♪ようこそ越谷へ」

1歳7カ月～1歳11カ月のお子さんと
保護者10組

越谷に転入しておおむね1年以内の
お子さんと保護者10組

②5/15（火） 家庭で伝えるいのちのはなし 就学前のお子さんと保護者10組

①5/3（祝） ファミリーデー
～家族手形こいのぼりを作ろう～ 就学前のお子さんと保護者10組

無料

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…①②④⑤コープ北越谷コープルーム2階、③男女共同参画支援センター「ほっと越谷」
時間…いずれも10：30～11：30

〈申込み〉　4/14（土）まで（消印有効）に、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お
子さんの年齢（講座受講時）・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァ
リエ1階）へ。応募は1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

50円

5/10（木） 3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

ベビーのためのエクササイズとマッサージ
持ち物：赤ちゃんの水分補給用の飲み物、
バスタオル

5/17（木）

6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんと英語であそぼう
持ち物：フェイスタオル1枚

親子遊び・からだ遊び 1歳のお子さんと保護者10組

5/24（木）

5/26（土） 就学前のお子さんと保護者10組
保育園の先生の子育て講座
「わくわくひろば」
持ち物：汚れてもよい服装

□子育てサロン ☎961－3623
会場…子育てサロン（南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）
時間…いずれも10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/9（月）から電話で北越谷保育ステーションへ（10：30～16：00）

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

4/19（木）
　10：00～11：00

無料
親子講座「0歳児クラブ」
初めましてこんにちは!　お友達と遊ぼう!

親子講座「お誕生日会をしましょう」
4月生まれのお友達集まれ

4/24（火）
　13：30～14：30

平成29年4月2日～30年4月
1日生まれのお子さんと
保護者15組

1歳～就学前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 費用

〈申込み〉　いずれも4/9（月）から電話で南越谷保育ステーションへ（8：30～16：30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

無料

材料費
250円

絵本フェスタ2018!
～親子で遊べる乗り物コーナー、絵本
読み聞かせコーナー、絵本つくりなど～
＊絵本専門店「トロル」の方による絵本
　の紹介もあります

4/28（土）
　10：00～11：30

子育てハンドメイド
「藍染めを楽しもう」
オリジナルの染め物を作りましょう
講師はkippis代表の飯島裕子さん

4/24（火）
　10：00～11：30

保護者の方20人
＊有料保育あり

対象

上記のほか、
☆おひさまの子（東越谷8-180　増林保育所内）  ☎960－5800
☆にこにこ（北川崎729-1　新方保育所内）  ☎970－5611
☆ぽかぽか（南荻島330-1　荻島保育所内）  ☎971－8115
でも子育て講座を開催しています。詳しくは「こしがや子育てネット」をご覧ください
（こしがや子育てネットのURL・二次元コードはこのページの右上に記載しています）。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　4/9（月）から電話でのびるば広場へ（8:30～16:30）

4/17（火）
　15:00～15:45

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

みんなのあそび場
「みんなで出会って楽しもう」
～親子でピアノリズム・こいのぼり制作・
パネルシアターなど～

〈申込み〉　4/14（土）まで（消印有効）に、はぐはぐホームページから申し込みフォームで、または往復はが
きに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐ
はぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき
1講座の申し込み。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

各回
300円

300円

500円

手作り会（取り分け離乳食）
持ち物：筆記用具
＊お子さんは別室託児となります

就園前のお子さんと保護者10組③5/18（金）

ベビーリトミック
持ち物：水分補給用の飲み物 歩く前のお子さんと保護者10組④5/21（月）

なかまほいく越谷
（全10回の預けあいサークル）
持ち物：お子さんの飲み物、着替え等

就園前のお子さんと保護者14組②5/17～7/19
（毎週木曜日）

キッズリトミック
持ち物：水分補給用の飲み物

歩きはじめ～就園前のお子さんと
保護者10組⑤5/21（月）

歩く前のお子さんと保護者10組ベビーリトミック（1）（2）
持ち物：水分補給用の飲み物⑥5/28（月）

3カ月～10カ月のお子さんと
保護者10組

赤ちゃん広場（赤ちゃん体操等）
持ち物：バスタオル⑦5/29（火）

就園前のお子さんと保護者10組出張ひろばのかるがも広場
（わらべ唄と手遊び等）①5/9（水）

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com/〉
会場…①宮本町2丁目第一自治会館（宮本町2-150-3）
　　　②～⑦つどいの広場はぐはぐ（東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）
時間…②10：00～12：00、④、⑤11：15～12：00、⑥⑴10：10～10：50、⑥⑵11：20～12：00、
　　　それ以外10：30～11：30

広報こしがやお知らせ版　平成30年（2018年）4月号

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

子育て講座
「スムーズに進めたいトイレの習慣」
相談コーナー
「困っていることはありませんか？」

〈申込み〉　4/9（月）から電話できらきらへ（13:00～15:00）

4/19（木）
　9:50～10:50

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

2歳～就学前のお子さんと
保護者10組

下記以外の子育て講座の情報は「こしがや子育てネット」
（http://koshigaya-kosodate.net/）をご覧ください。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　当日会場へ

4/6（金）
4/13（金）
4/20（金）
4/27（金）
　10:00～12:00

☆あおいとり（川柳町1-582-1　埼玉東萌保育園内）　☎973－7463

0歳～就学前のお子さんと
保護者

園庭開放
～保育園の園庭で、身体をたくさん
動かして遊びましょう～
＊ボールやシャボン玉、紙皿ＵＦＯが
あります

0歳～就学前のお子さんと
保護者
＊小学生のきょうだいや祖
　父母の方も参加できます
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特に記載がない場合の問合せは保健センター☎978-3511へA…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ

◎
基
礎
か
ら
学
ぶ
男
の
料
理
教
室　

　

「
肉
じ
ゃ
が
を
作
る
」

a
４
月
１９
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
１０
日
㈫

か
ら

◎
コ
バ
ト
ン
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

「
春
で
す
、
健
康
ラ
ン
チ
に
挑

戦
」

a
４
月
２７
日
㈮
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
１１
日
㈬

か
ら

◎
コ
バ
ト
ン
ロ
コ
モ
予
防
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
教
室

d
a
①
保
健
セ
ン
タ
ー
…
５
月
１４
日

㈪
・
６
月
４
日
㈪
・
７
月
９
日
㈪　

②
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月
２１
日

㈪
・
６
月
１８
日
㈪
・
７
月
３０
日
㈪　

③
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月
２９
日

㈫
・
６
月
２６
日
㈫
・
７
月
２４
日
㈫
。

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
１０
時
〜
正
午

（
全
３
回
）　

g
講
義
、
ロ
コ
モ
予

防
体
操
、
ミ
ニ
体
力
測
定　

f
市
内

在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
、
各
会
場
２０

人
。
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー
は
１５
人　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
電
卓
、

タ
オ
ル　

e
①
は
４
月
１０
日
㈫
か
ら

　

②
は
４
月
１２
日
㈭
か
ら　

③
は
４

月
１７
日
㈫
か
ら
。
い
ず
れ
も
電
話
で

申
し
込
み

＊
各
会
場
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん

□
コ
バ
ト
ン
健
康
体
操
教
室

a
d
表
１
の
と
お
り　

g
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
講
話
、
体
操
、
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ

ん
体
操　

f
市
内
在
住
で
運
動
制
限

が
な
く
、
毎
回
出
席
で
き
る
お
お
む

ね
４０
歳
以
上
の
方　

c
飲
み
物
、
タ

オ
ル
（
総
合
体
育
館
は
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
）　

e
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
で
受
け
付
け
（
抽

選
）
。
複
数
会
場
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
電
話

で
追
加
募
集
し
ま
す　

b
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

◎
コ
バ
ト
ン
「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
３

　

キ
ロ
」
in
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー

a
g
表
２
の
と
お
り　

d
大
相
模
地

区
セ
ン
タ
ー　

f
市
内
在
住
で
腹
囲

（
へ
そ
周
囲
径
）
が

８５
㌢
以
上
ま
た
は
Ｂ

Ｍ
Ｉ
﹇
体
重
（
㌔
）

÷
身
長
（
㍍
）
÷
身

長
（
㍍
）
﹈
が
２５
以

上
の
２０
歳
〜
７４
歳
の

方
４０
人
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
し
た

い
方
は
申
し
込
み
時

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
保
育
ス
タ
ッ
フ
は

い
ま
せ
ん
）　

e
４
月
９
日
㈪
か
ら

電
話
で
申
し
込
み
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す＊
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
予
約

で
き
ま
せ
ん

□
ろ
っ
骨
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
Ｋ
ａ
Ｑ
ｉ

　

Ｌ
ａ
で
脂
肪
燃
焼
！

a
６
月
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時

〜
８
時
３０
分
（
全
５
回
）　

d
中
央

市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル　

f
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
４０
人　

h
無
料　

c

タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ　

e
４

月
２７
日
㈮
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２

８
４

　

対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特
に

記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問
い
合

わ
せ
は
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
、
費
用
は
無
料
。
◎
は
事
前

に
市
民
健
康
課
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
（
電
話
可
。
申
し
込
み
順
）
。

電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

コ
バ
ト
ン
は
、
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象

事
業
で
す
。

もしものときは！

東越谷10-81　☎960-1000
【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
＊薬の処方は、原則1日分となります。
　翌日は、かかりつけ医をご受診ください

〈急病に関する相談・緊急に受診できる医
療機関の案内〉
●埼玉県救急電話相談
＃7119または☎048-824-4199
急な病気やけがに関して、看護師の相
談員が受診すべきかどうかなどをアドバイ
スします。また、緊急に受診できる医療機
関（歯科・口腔外科・精神科を除く）もご
案内します。24時間365日実施

＊平成29年9月までは、埼玉県小児救急
電話相談（#8000）、埼玉県大人の救
急電話相談（#7000）として時間帯を限
定して実施していましたが、29年10月か
ら埼玉県救急電話相談（＃7119）とし
て24時間365日実施しています

〈緊急的な精神医療相談〉
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
　休日や夜間の緊急的な精神医療相談。
　月曜～金曜日は午後5時～翌朝8時30
　分、土曜･日曜日、祝日、年末年始は午
　前8時30分～翌朝8時30分

　急患診療所などの救急医療は、急患
（急性の病気）の診療が対象です。また、
医療費が通常と異なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医療
機関は、市ホームページや、公共施設で
配布している「越谷市の休日診療・救急
医療のご案内」をご覧ください。
〈ゴールデンウィークの診療〉
　4/26㈭～5/7㈪に診療を行っている
医療機関は、4月中旬に市ホームページに
掲載します。受診する際には、事前に各
医療機関に電話でご連絡ください。

　診療時間は医療機関や診療内容によ
って異なります。事前に各医療機関に
電話連絡のうえ、ご受診ください。
４月３０日（休）
▷新越谷アイクリニック　☎988-8686
　南越谷1-11-4　東武新越谷駅ビルプ
　ラザ館２Ｆ／眼
▷まごころクリニック　☎990-5777　
　蒲生旭町13-5／内・消
▶松田歯科医院　☎988-7210
　蒲生旭町11-1／歯・矯歯・小歯
５月３日（祝）
▷江川整形外科医院　☎985-7166
　登戸町16-26／整外
▷吉村胃腸科クリニック　☎963-2100
　越ヶ谷1-10-19ジーエスハイム越谷
　１Ｆ／内・消・外
▶大袋歯科医院　☎975-0352
　袋山1503-30／歯・小歯・歯外
５月４日（祝）
▷一番ヶ瀬医院　☎976-8111
　平方1973-1／小・内
▷埼友クリニック　☎961-7700
　相模町3-217-1／内
▶高橋歯科医院　☎965-4184
　弥生町3-25／歯・矯歯・小歯
５月５日（祝）
▷青木耳鼻咽喉科　☎971-4933
　北越谷2-19-5／耳　
▷南越谷病院　☎987-2811　南越谷
　1-4-63／整外・皮・内・外・リハ
▶浅香歯科口腔外科医院　☎985-5819
　蒲生茜町14-11／歯・小歯・歯外

探す相談する

夜間急患診療所

か
　
　
　
き
　

　
ら

講

講
座
・
教
室

健
康
情
報
コ
ラ
ム

痛
く
て
も
我
慢
し
て
動
か
す
？

四
十
肩
・
五
十
肩

国
分
　
貴
徳

　

埼
玉
県
立
大
学
　
理
学
療
法
学
科
助
教

　

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
よ

く
聞
く
よ
う
に
な
る
肩
の
痛
み
。

一
般
に
四
十
肩
・
五
十
肩
な
ど
と

呼
ば
れ
、
誘
因
も
な
く
突
然
現
れ

痛
み
と
関
節
の
動
作
に
制
限
が
生

じ
ま
す
。
病
院
を
受
診
す
る
と
多

く
の
場
合
、
〝
肩
関
節
周
囲
炎
〞

と
い
う
医
学
的
診
断
名
が
付
き
ま

す
が
、
実
は
こ
れ
、
正
式
な
病
名

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
名
の
と

お
り
、
肩
関
節
の
周
り
の
〝
何

か
〞
に
炎
症
が
あ
る
状
態
を
指
し

て
お
り
、
実
際
に
は
こ
の
診
断
名

の
中
に
多
く
の
病
名
が
混
在
し
て

い
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
い
ま
せ
ん

か
？　

肩
の
痛
み
を
経
験
し
た

が
、
痛
く
な
っ
て
も
我
慢
し
て
動

か
し
続
け
た
結
果
、
気
付
い
た
ら

よ
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
方
。

「
動
か
し
て
お
け
ば
治
る
よ
」
、

「
痛
く
て
も
動
か
さ
な
い
と
固
ま

る
よ
！
」
、
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

で
す
が
、
我
慢
し
て
動
か
し
続

け
た
ら
良
く
な
っ
た
と
い
う
の
は

本
当
に
た
だ
の
偶
然
で
す
。
先
ほ

ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
こ
の
〝
肩

関
節
周
囲
炎
〞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

病
名
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
で
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
病
院
で

出
会
う
患
者
さ
ん
に
は
、
そ
う

い
っ
た
経
験
談
を
信
じ
て
我
慢
し

て
動
か
し
続
け
た
結
果
、
悪
化
し

て
し
ま
い
手
が
全
く
上
げ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
や
痛
く
て

夜
寝
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
方
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
ん

な
方
々
の
治
療
を
す
る
と
き
、
最

初
に
お
伝
え
す
る
の
は
「
痛
い
こ

と
は
絶
対
に
や
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
」
で
す
。

　

肩
関
節
周
囲
炎
に
含
ま
れ
る
疾

患
の
中
に
は
、
ご
く
軽
微
な
炎
症

な
ど
で
確
か
に
動
か
し
て
お
け
ば

治
る
疾
患
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
終
的
に
重
大
な
機
能

障
害
を
引
き
起
こ
す
疾
患
で
あ
る

場
合
も
大
い
に
あ
り
う
る
の
で

す
。
本
当
に
動
か
し
て
お
け
ば
治

る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
早

め
に
近
く
の
医
療
機
関
を
受
診

し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
、
専
門
的

に
判
断
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
膝
が
痛
い
患
者
さ
ん
は
比
較

的
早
い
段
階
で
受
診
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
肩
が
痛
い
患
者

さ
ん
は
痛
み
を
感
じ
て
か
ら
受
診

す
る
ま
で
が
長
く
な
り
が
ち
で

す
。

　

肩
に
限
ら
ず
、
身
体
に
痛
み
を

感
じ
た
ら
周
囲
の
情
報
や
ネ
ッ
ト

の
情
報
で
自
己
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が

早
め
の
回
復
へ
の
近
道
で
す
。

　　

越谷市薬剤師会
薬の相談日（要予約）

4/10（火）・24（火）
5/8（火）

午後1時～3時、越谷市薬剤師会
事務局（中町6-6）☎960ー4100
＊相談日の1週間前までに電話で
　ご予約ください

初日

体力測定

講習

（自由参加）

体力測定

最終日

表２　チームマイナス３キロ日程表

＊初日、体力測定、最終日は参加必須

4/26（木）、9:30～12:00
宣言式・計測・参加者の体験談等

5/10（木）、9:30～12:00

5月～7月の平日、１時間30分程度
健康的に減量するためのコツ、運動・
栄養の講義、調理実習、運動実技、
計測・情報交換会等

7/27（金）、9:30～12:00

8/2（木）、10:00～12:00
報告会・計測等

日　時会場
（定員）

申し込み期間
（追加募集は土曜・
日曜日、祝日を除く。）

総合
体育館
（70人）

桜井地区
センター
（45人）

大相模地区
センター
（45人）

〈電子申請〉
4/10㈫～23㈪
〈追加募集〉
4/24㈫～5/2㈬

〈電子申請〉
4/9㈪～20㈮
〈追加募集〉
4/23㈪～5/10㈭

〈電子申請〉
4/11㈬～24㈫
〈追加募集〉
4/25㈬～5/14㈪

5/8～7/17の毎週火曜
日（5/29・6/26・7/3を除く）
全8回、9:15～10:45
＊初回は9：15～11：15

5/14～7/9の毎週月曜
日（6/11を除く）
全8回、13：30～15：00
＊初回は13：30～15：30

5/16～7/11の毎週水曜
日（5/30を除く）
全8回、13：30～15：00
＊初回は13：30～15：30

表１　健康体操教室日程表

　子育て世代包括支援センターを
市民健康課と子育て支援課に開設
しました。
　今後、妊娠の届け出および母子
健康手帳の交付は、市民健康課と
子育て支援課の２カ所で受け付け
ます。市民課、北部・南部出張所
では母子健康手帳を交付できなく
なりましたので、ご注意くださ
い。詳しくは市ホームページをご
覧ください。

B子育て世代包括支援センター▷
市民健康課（保健センター）…☎
978－3511、▷子育て支援課（第
二庁舎２階）…☎９６３－９１７９

母子健康手帳の
交付窓口が変わります

子育て世代包括支援センターからのお知らせ
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特に記載がない場合の会場・問合せ先は保健センター☎978-3511です。◎は事前に保健センターへの申込みが必要です（電話可。申込み順）。

●
平
成
30
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

　

防
接
種

a
４
月
１
日
〜
平
成
３１
年
３
月
３１
日

　

d
市
内
実
施
医
療
機
関　

f
市
内

在
住
で
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

し
、
初
め
て
接
種
す
る
方
。
①
下
表

に
該
当
す
る
（
４
月
上
旬
に
通
知
と

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
通
知
が
届

い
た
方
で
も
、
３
月
３１
日
以
前
に
接

種
し
た
場
合
は
対
象
外
（
全
額
自
費

で
接
種
し
た
方
も
含
む
）
）　

②
接

種
日
に
６０
歳
〜
６４
歳
で
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
障
が
い
が
あ
り
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
そ

れ
と
同
等
の
障
が
い
が
あ
り
医
師
の

診
断
書
が
あ
る
方
。
②
に
該
当
し
受

診
券
が
な
い
場
合
は
、
事
前
に
市
民

健
康
課
へ
受
診
券
発
行
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い　

h
３
０
０
０
円
（
費

用
が
無
料
に
な
る
方
が
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
民
健
康
課
へ
）　

e
市
内

実
施
医
療
機
関
へ
事
前
に
予
約

＊
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
の
も
の

　

を
ご
使
用
く
だ
さ
い

●
不
育
症
検
査
費
を
助
成
し
ま
す

　

不
育
症
検
査
を
受
け
る
際
の
妻
の

検
査
開
始
時
の
年
齢
が
４３
歳
未
満
の

方
を
対
象
に
不
育
症
検
査
費
を
助
成

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
早
期
に
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

　

方
の
助
成
額
を
上
乗
せ
し
ま
す

　

初
め
て
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
る

際
の
妻
の
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
３５

歳
未
満
の
場
合
、
初
回
の
助
成
額
を

上
乗
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
で
表
彰

　

６
５
２
８
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

f
市
内
在
住
で
次
の
①
〜
⑥
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
６５
歳
〜
７０
歳
（
４

月
１
日
現
在
）
の
方
。
①
２８
本
以
上

自
分
の
歯
が
あ
る　

②
処
置
歯
が
４

本
以
内　

③
未
処
置
歯
が
な
い　

④

過
去
に
表
彰
さ
れ
て
い
な
い　

⑤
審

査
日
（
４
月
２５
日
㈬
）
に
受
診
で
き

る　

⑥
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
で
の
表
彰

式
に
出
席
で
き
る　

e
４
月
２４
日
㈫

ま
で
。
該
当
者
多
数
の
場
合
は
選

考
。
結
果
は
個
別
に
通
知
し
ま
す

●
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

　

ジ
の
新
規
参
加
者
募
集
中

　

す
で
に
参
加
中
の
方
は
、
そ
の
ま

ま
継
続
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

g
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
専
用
の
歩
数

計
で
「
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
に
参
加
す
る
と
、
県
と
市

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り

ま
す　

f
市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の

方　

h
歩
数
計
で
参
加
す
る
場
合
、

歩
数
計
の
送
料
４
９
４
円　

e
埼
玉

県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
務

局
で
受
付
中
。
申
込
書
は
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す

（
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
で
き
ま
す
）

□
人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
の
一
部
を
助

　

成
し
ま
す

　

平
成
３０
年
度
に
受
診
し
た
人
間

ド
ッ
ク
の
検
診
料
を
１
人
に
つ
き
１

年
度
に
１
回
、
１
万
円
を
限
度
に
助

成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

f
越
谷
市
国
民
健
康
保
険（
年
度
年

齢
４０
歳
以
上
）・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方　

b
国
民
健
康
保
険

課（
第
二
庁
舎
１
階
）▽
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方
…
☎
９
６
３
＝
９
１

５
４
、
▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
方
…
☎
９
６
３
＝
９
１
７
０

◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談　

a
４
月
１７
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
予
約
制
）　

g
リ
ハ
ビ
リ
（
機
能

の
訓
練
の
方
法
・
腰
痛
予
防
・
筋
力

向
上
な
ど
）
に
つ
い
て
理
学
療
法
士

や
作
業
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談　

e
受
付
中

◎
食
生
活
な
ん
で
も
相
談

a
４
月
１０
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
１１
時

　

g
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
等
の
個
別
相
談　

f
３
人　

e
受

付
中
。
こ
の
ほ
か
事
前
予
約
制
で
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

◎
歯
科
健
診
・
相
談
〜
あ
な
た
の
歯

　

一
生
使
う
宝
物
〜

a
４
月
２５
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

g
歯
科
健
診
・
相
談
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。
治
療
は
行
い
ま

せ
ん　

f
２０
人　

e
受
付
中

予

予
防
接
種

ふじもと

糖
尿
病
と
と
も
に
生
き
る

　

も
し
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た
ら
。

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
採
血
結
果
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
、
日
本
に
は
１
千
万
人
の
糖

尿
病
患
者
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
は
、
血
糖
値
が
高
く

な
る
こ
と
で
、
全
身
の
血
管
を
傷
つ

け
、
臓
器
を
傷
め
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
進
行
し
て
し
ま
う
と
、
失

明
、
腎
不
全
に
よ
る
透
析
導
入
、
神

経
障
害
性
疼
痛
に
よ
る
苦
痛
、
え

そ
に
よ
る
足
切
断
、
脳
梗
塞
に
よ
る

麻
痺
、
心
筋
梗
塞
に
よ
る
心
不
全

等
で
、
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
寿
命
に
影
響
し
た
り
す

る
大
変
な
病
気
で
す
。
が
ん
や
認

知
症
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

リ
ス
ク
も
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
逆
に
考
え
れ
ば
血
糖

値
が
高
い
だ
け
で
は
検
査
を
受
け

る
ま
で
気
付
か
な
い
く
ら
い
痛
く

も
か
ゆ
く
も
な
く
、
元
気
な
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
糖
尿
病
と
診
断

さ
れ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
全
身
の
臓
器

が
高
血
糖
に
よ
っ
て
受
け
る
ダ

メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

す
ぐ
に
治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
治
療
の
３
本
柱
は
食
事
・

運
動
・
薬
物
療
法
で
す
。
食
事
は
適

切
な
カ
ロ
リ
ー
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

３
食
に
分
け
て
食
べ
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
運
動
は
１
日
８
千
歩
が

目
安
で
す
が
、
こ
れ
は
１
日
１
回
の

外
出
と
、
１０
分
の
歩
行
が
あ
れ
ば
、

あ
と
は
日
常
生
活
で
お
お
む
ね
達

成
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
治
療
薬
は
、
約
１
０
０

年
前
に
イ
ン
ス
リ
ン
（
血
糖
を
下
げ

る
ホ
ル
モ
ン
）
注
射
が
開
発
さ
れ
て

か
ら
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
特
に
最
近
は
イ
ン
ス
リ
ン

の
出
に
く
い
日
本
人
の
糖
尿
病
に

適
し
た
Ｄ
Ｐ
Ｐ
４
阻
害
薬
や
、
肥
満

対
策
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻

害
薬
な
ど
、
低
血
糖
を
起
こ
し
に
く

い
薬
が
相
次
い
で
発
売
さ
れ
、
新
薬

の
研
究
も
続
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
、
生

活
習
慣
に
気
を
付
け
、
上
手
に
薬

を
使
え
ば
、
健
康
な
人
と
変
わ
ら

ず
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

今
年
は
必
ず
受
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
注
意
マ
ー
ク
が
つ
い
た
ら
、
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
正
し
く
怖
が

り
、
正
し
く
向
き
合
っ
て
、
糖
尿
病

と
と
も
に
生
き
る
「
幸
せ
な
人
生
」

を
全
う
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
医

療
者
は
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

越谷市医師会
越谷レイクタウン内科
☎９67－5012
藤本　まどか

557
　

骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
を
実
施

し
ま
す

骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
を
実
施

し
ま
す

平成30年度

年齢 対象生年月日
昭和28年 4月 2日～29年 4月 1日
昭和23年 4月 2日～24年 4月 1日
昭和18年 4月 2日～19年 4月 1日
昭和13年 4月 2日～14年 4月 1日
昭和  8年 4月 2日～ 9年 4月 1日
昭和  3年 4月 2日～ 4年 4月 1日
大正12年 4月 2日～13年 4月 1日
大正  7年 4月 2日～  8年 4月 1日

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

＊対象者には、４月上旬に受診券を送付しています
平成30年度高齢者肺炎球菌予防接種対象者

も　

り　

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー

ム
（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
１
階
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７

＝
３
７
９
）
で
献
血
が
で
き
ま

す
。
献
血
で
き
る
場
所
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検

索
で
き
ま
す
。

◆
新
社
会
人
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
埼
玉
県
で
は
６
月
ま
で
「
新
社

会
人
応
援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
献

血
し
た
新
社
会
人
に
衣
類
用
染
み

取
り
ペ
ン
を
差
し
上
げ
ま
す
。　

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５

３
０

d
a
左
表
の
と
お
り　

g
か
か
と

の
骨
の
超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測

定　

f
２０
歳
以
上
の
女
性　

c
タ

オ
ル
・
保
険
証　

h
１
０
０
０
円

（
費
用
が
無
料
に
な
る
方
が
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
民
健
康
課
へ
）

　

e
４
月
２７
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
に
記
入
例
の
と

お
り
記
入
し
市
民
健
康
課
へ
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

も
受
け
付
け
ま
す
（
左
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
）
。
応
募
は
１
人
１
回
ま
で

（
抽
選
）
。
結
果
は
、
往
復
は
が

き
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
返
信

は
が
き
で
、
電
子
申
請
で
の
申
し

込
み
の
場
合
は
メ
ー
ル
で
、
５
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す

＊
申
し
込
み
が
定
員
に
満
た
な
い

場
合
、
電
話
で
追
加
募
集
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す

b
市
民
健
康
課
☎
９
７
８
＝
３
５

１
１

健

健（
検
）診
・

相
談

知

お
知
ら
せ

保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

発
行
し
ま
し
た

平成
30年度

　
予
防
接
種
や
健(

検)

診
を
行
っ
て
い
る
実
施
医

療
機
関
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

343－002262円 62円

（往信の表面）　

往復はがき記入例　　＊文字が消せるボールペンの使用はお控えください

（返信の裏面） 　

＊返信の裏面には、何も
　記入しないでください

（返信の表面） （往信の裏面）

往信

越谷市東大沢
　　１－１２－１
　（保健センター内）

　　　市民健康課行

343－◯◯◯◯

返信

越谷市○○○○○○○
（氏名）　○○　○○様

＊自分の住所・氏名を記入
＊氏名は○○「様」とご記入
　ください

①郵便番号
②住 所
③氏 名
④生年月日
⑤電話番号
（日中連絡のとれる番号）
⑥骨粗しょう症検診希望日
（第３希望まで）
第１希望　○月○日
第２希望　○月○日
第３希望　○月○日
＊時間の指定はできません

会場・定員 実施日（※は午前のみ）
6/15（金）、6/17（日）※、
6/18（月）、6/19（火）※、
7/3（火）、7/4（水）、
7/5（木）、7/6（金）※、
7/7（土）※

6/20（水）、6/21（木）、
6/22（金）

7/10（火）、7/11（水）、
7/12（木）、7/13（金）

8/1（水）、8/2（木）、
8/3（金）

保健センター
（平日：各日108人、
土曜・日曜日：各日
60人）

蒲生地区センター
（各日92人）

中央市民会館
（各日92人）

桜井地区センター
（各日92人）

骨粗しょう症検診日程表
〈受付時間〉
▷保健センター
　平日…9：00～11：30、13：00～15：30
　土曜・日曜日…9：00～11：30
▷各地区センター、中央市民会館
　9：30～11：30、13：00～15：30

＊時間の指定、会場の変更等はでき
　ません

携帯用

スマホ・ＰＣ用
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越谷の名物とマラソンのコラボレーション
　

３
月
１１
日
、
越
谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
で
「
越
谷
い
ち
ご
ラ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
越
谷
い
ち
ご
ラ
ン
実
行
委

員
会
（
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
事
務

局
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
越

谷
の
名
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ
と
マ

ラ
ソ
ン
を
同
時
に
楽
し
め
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
１
０
４
４
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
、
２
㌔

〜
４２
・
１
９
５
㌔
の
３

種
目
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
挑
戦
。

温
か
い
声
援
の
中
楽
し

く
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
参

加
賞
と
し
て
、
市
内
の

イ
チ
ゴ
観
光
農
園
で
採

れ
た
イ
チ
ゴ
と
イ
チ
ゴ

の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、

イ
チ
ゴ
の
プ
リ
ン
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

仮装して走るランナーの姿もありました

越
谷
い
ち
ご
ラ
ン
に
１
０
４
４
人
が
出
場

公共交通が使えない帰宅困難時の対処を学ぶ
　

２
月
２４
日
、
越
谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
駅
周
辺
で
帰
宅
困
難
者
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
、
未
就
学
児

を
含
む
１
１
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

し
ゃ
が
ん
で
身
の
安
全
を
確

保
す
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
行
っ
た
参
加
者
は
、
駅
員
に

よ
る
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
を

見
学
。
そ
の
後
、
災
害
に
よ
り

携
帯
電
話
等
が
使
え
な

く
な
っ
た
と
い
う
想
定

で
、
紙
の
地
図
を
頼
り

に
徒
歩
で
一
時
滞
在
施

設
の
水
辺
の
ま
ち
づ
く

り
館
に
移
動
し
ま
し

た
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
災

害
時
用
簡
易
ト
イ
レ
の

使
い
方
な
ど
を
学
ん
だ

参
加
者
は
「
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
い
い
体

験
が
で
き
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

車いす避難体験などを行い、支え合う重要性も学びました

第
29
期
埼
玉
女
流
ア
マ
囲
碁
名
人
戦
（
埼
玉
新

聞
社
主
催
）
準
優
勝
、
第
60
回
全
日
本
女
流
ア

マ
囲
碁
選
手
権
大
会
埼
玉
県
代
表
。
ア
マ
六
段

　

幼
稚
園
の
こ
ろ
、
囲
碁
を
題
材
に

し
た
ア
ニ
メ
を
見
て
興
味
が
わ
い

た
。
６
歳
で
中
央
市
民
会
館
の
子
ど

も
囲
碁
教
室
に
通
い
始
め
、
除
々
に

頭
角
を
現
し
た
。

　

「
ル
ー
ル
は
す
ぐ
に
覚
え
ま
し

た
。
小
学
２
年
生
の
と
き
、
囲
碁
の

先
生
に
そ
ろ
そ
ろ
進
路
を
考
え
た
方

が
い
い
と
言
わ
れ
、
プ
ロ
棋
士
の
道

場
に
移
り
、
４
年
生
ま
で
勉
強
し
ま

し
た
」
。

　

現
在
は
、
土
曜
・
日
曜
日
に
２
つ

の
碁
会
所
に
通
い
、
平
日
の
夜
は
囲

碁
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
局
で
腕
を

磨
い
て
い
る
と
い
う
。
「
対
局
の
勝

敗
は
、
日
々
の
研
究
が
何
よ
り
も
の

を
い
う
世
界
。
風
邪
で
３
日
打
た
な

か
っ
た
だ
け
で
感
覚
が
鈍
る
の
で
、

毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
」
。

　

将
来
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
囲
碁

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
局
の
人
工
知

能
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
技
術
を
開
発

し
た
い
」
と
、
研
究
熱
心
な
岩
月
さ

ん
ら
し
い
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
　
　
岩
月
　
祐
子
さ
ん

（
東
中
学
校
3
年
）

い
わ
つ
き
　
　
ゆ
う

こ

あ　　び　　　まさ　とら

こ
ざ
ね

か
っ
ち
ゅ
う

日頃の練習の成果を発揮
　

３
月
４
日
、
サ
ン
シ
テ
ィ
で

市
制
６０
周
年
記
念
第
３４
回
越
谷

市
郷
土
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
越
谷
に
伝
わ
る

祭
礼
や
行
事
な
ど
で
行
わ
れ
る

芸
能
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
郷

土
芸
能
を
普
及
し
、
継
承
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
越
谷
市
郷
土
芸
能

保
存
協
会
の
所
属
団
体

や
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
小

学
校
の
ク
ラ
ブ
な
ど
が

能
や
木
遣
り
、
囃
子
、

神
楽
な
ど
を
披
露
。
ま

た
下
間
久
里
の
獅
子
舞

や
南
越
谷
阿
波
踊
り
、

越
谷
の
民
謡
や
和
太
鼓

の
発
表
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
会
場
か
ら
は
唄

に
合
わ
せ
て
手
拍
子
が

起
こ
る
な
ど
、
来
場
者

も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

越谷市木遣保存会と越ヶ谷小学校木遣保存会が合同で披露

人形のまち越谷をＰＲ
　

３
月
３
日
・
４
日
、
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
で
縅
づ
く
り

が
実
演
さ
れ
ま
し
た
。
縅
と
は

鎧
の
小
札
板
を
革
や
糸
で
結
び

合
わ
せ
る
甲
冑
の
伝
統
的
製
造

技
術
の
こ
と
。
市
内
で
甲
冑
作

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
越
谷
ひ
な

人
形
組
合
と
（
一
社
）
越
谷
市

観
光
協
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
人

が
縅
作
り
の
緻
密
な
作

業
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
甲
冑
が
好
き
だ
と

い
う
田
中
雅
弘
さ
ん

（
６０
代
）
は
「
越
谷
で

甲
冑
が
作
ら
れ
て
い
る

と
知
ら
な
か
っ
た
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

＊
甲
冑
め
ぐ
り
は
５
月

１
日
㈫
〜
６
日
㈰
に

越
谷
駅
東
口
周
辺
の

商
店
街
で
行
わ
れ
ま

す
（
８
面
参
照
）

　

間近で見る職人技に感嘆の声

帰
宅
困
難
者
対
策
訓
練
で
災
害
に
備
え
る

伝
統
的
技
術
を
披
露　

縅
づ
く
り
の
実
演

郷
土
芸
能
の
伝
承　

第
34
回
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

市
政
・
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

越
谷
c
i
t
y
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

お
ど
し

仲人おばさんと

　“ 婚活 ”しませんか！

　ベルミー越谷店　越谷市下間久里 755-4（要予約）

　地元で愛され19 年　090-3045-8525又は979-9300

●真剣にお考えの20代～50代の方
●会員10万人以上からお相手探し
●毎月1回のカウンセリングと随時のフォロー
●お見合い・交際・デート・プロポーズのアドバイス

不動産に関する無料相談!!
【日時】　平成30年4月20日（金）、１０：００～１５：００
【場所】　越谷市越ヶ谷２－８－２３　３階（越谷市役所前）

　問合先　TEL 048-964-7611　お気軽にご相談ください。

★弁護士・宅地建物取引士による

不動産無料相談所
(公社)埼玉県宅地建物取引業協会越谷支部

阿炎　政虎　関

初場所に続く快挙！

　本市出身の大相撲幕内力士
阿炎関は、東前頭７枚目で迎えた大相撲春場
所（エディオンアリーナ大阪、３月２５日千秋
楽）を１０勝５敗の好成績で終えました。敢闘
賞を受賞した１月の初場所に続き、２場所連
続の２桁勝利となります。
　４月２７日（金）には、総合体育館で阿炎関
も出場する越谷市制６０周年記念大相撲越谷
場所が開催されます。ぜひご来場ください。

阿炎関、大相撲春場所で
１０勝の好成績！



各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です

広報こしがやお知らせ版　平成30年（2018年）4月号15

●市民相談
〈一般（相続、離婚、賠償などの民事関係）〉
　A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後
4時30分(正午～午後1時を除く)
〈交通事故相談〉　A毎週月曜・木曜日、
毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時
30分(正午～午後1時を除く。要事前連
絡）
いずれもD中央市民会館4階第1相談室
　Bくらし安心課☎９６３－９１５６
●弁護士による法律相談(予約制)
A毎週水曜日、毎月第1～4金曜日、午
後1時20分～4時20分（第2金曜日は午
後4時～7時）。相談日の前日午後1時か
ら電話のみで予約受け付け。定員6人　
D中央市民会館4階第4相談室　G日
常生活の法律上の諸問題、交通事故に
よる補償問題、手続きなど　Bくらし安
心課☎９６３－９１５６
●司法書士法律相談(予約制)
A毎週火曜・水曜・金曜日、午後1時～4
時。毎週土曜日、午前10時～午後1時
(予約は平日午前10時～午後4時)　G
裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年
後見・家事事件、クレジット・サラ金、多重
債務　DB埼玉司法書士会越谷総合相
談センター(越ヶ谷2－8－22エースビル
越ヶ谷2階)☎０４８－８３８－７４７２
●税務相談
〈税理士〉　A毎月第1月曜日、午前10
時～午後3時(正午～午後1時を除く)　
D中央市民会館4階第2相談室　Bくら
し安心課☎963－9156
〈税理士会越谷支部税務相談所〉　A毎
週月曜・木曜日、午後1時～4時。要事前
連絡　D税理士会越谷支部税務相談所
(赤山町3－3－4草島商店3階、越谷税務
署前)　B関東信越税理士会越谷支部 
☎962－6131
●登記相談(司法書士・土地家屋調査士)
A毎月第1水曜日、午前9時～正午　D
中央市民会館4階第2相談室　Bくらし
安心課☎963－9156
●行政相談
A毎月第2金曜日、午前10時～午後3時
(正午～午後1時を除く)　D中央市民会

館4階第2相談室　G行政上の諸問題
関係　Bくらし安心課☎963－9156
●行政書士相談(埼玉県行政書士会越谷支部)
A毎月第1金曜日、午前10時～午後3時
（正午～午後1時を除く）　D中央市民会
館4階第2相談室　G相続、遺言、金銭
貸借等の書類の作成など　Bくらし安
心課☎963－9156
●消費生活相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時30分～
午後3時30分(正午～午後1時を除く）　
G商品やサービスの疑問や不審、訪問
販売のトラブル、多重債務など　DB消
費生活センター（中央市民会館4階）☎
965－8886

●内職相談
A毎週火曜・木曜日、午前10時～午後3
時30分(正午～午後1時を除く。受け付
けは午前10時～11時30分、午後1時～
3時)　D産業雇用支援センター3階相
談室　B産業支援課☎967－4680
●早期就職(キャリアコンサルタント)
A毎週月曜～金曜日(月曜～水曜日は要
予約)、午前9時～午後5時(正午～午後
1時を除く。受け付けは午後4時30分ま
で)　D産業雇用支援センター3階相談
室　B産業支援課☎967－4680
●労働相談(社会保険労務士)
A毎週金曜日、午後1時～4時(受け付け
は午後3時30分まで)　D産業雇用支援
センター3階相談室　B産業支援課☎
967－4680
●経営相談 
A毎週月曜～水曜・金曜日、午前9時～
午後4時(正午～午後1時を除く。要予
約)。出張相談にも応じます　G経営や
創業に関する相談　DB産業雇用支援
センター二番館☎967－2424
●職業相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分(火曜・木曜日は午後7時ま
で)。毎月第1・3土曜日、午前10時～午
後5時　DBハローワーク越谷☎969－
8609
●事業所の求人相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～

午後5時15分　DBハローワーク越谷
☎969－8609

●DV相談
①A毎週月曜～金曜日、午前10時～午
後4時（正午～午後1時を除く）　DB女
性・DV相談支援センター☎963－9176
　②A毎週水曜・金曜日、午後5時～8時
(電話相談のみ)　B女性・DV相談支援
センター☎970－7415
●女性相談
G生き方やパートナーについての相談
　①A毎週月曜～金曜日、午前10時～
午後4時（正午～午後1時を除く）　DB
女性・DV相談支援センター☎963－
9176　②A毎週水曜・金曜日、午後5時
～8時(電話相談のみ)　B女性・DV相
談支援センター☎970－7415　③A毎
週土曜日、午前10時～午後4時（正午～
午後1時を除く）　D男女共同参画支援
センター　B女性・DV相談支援センター
☎963－9176（毎週月曜～金曜日、午前
10時～午後4時（正午～午後1時を除く））
●人権相談（人権擁護委員）
①A毎月第1・3木曜日、午後1時～4時
　D中央市民会館4階第4相談室　B
人権・男女共同参画推進課☎963－
9119　②A毎週月曜日、午前9時～午
後4時　DBさいたま地方法務局越谷
支局☎966－1321

●青少年相談
A毎週火曜・水曜・金曜日、午前9時～午
後4時　DB青少年相談室(越谷市教育
センター内)☎964－0272　
●家庭児童相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4
時(正午～午後1時を除く)。来所の場合
は事前に電話でお問い合わせください
　D中央市民会館4階第6相談室　B
家庭児童相談室(子育て支援課)☎963
－9172
●教育相談
A毎週月曜～土曜日、午前9時30分～
午後4時45分(電話相談の受け付けは
午前9時～午後8時30分)、メール相談

は市ホームページで「教育相談」を検索
　DB越谷市教育センター(増林3－4－
1)☎962－9300、962－8601、ハート
コール（子ども専用電話相談）☎962－
8500

●福祉なんでも相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分。直接窓口へお越しくださ
い　DB福祉なんでも相談窓口(市役所
本庁舎1階総合受付隣) ☎963－9150
●介護相談（予約制）
A4月は10日(火)、午後7時～9時　D
中央市民会館4階第4相談室　B介護
保険課☎９６３－９３０５
●生活自立相談「よりそい」
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後5
時　D市役所第三庁舎2階生活福祉課
　G生活にお困りの方の相談　B生活
自立相談「よりそい」☎963－9212
●成年後見相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時　D中央市民会館1階越谷市
社会福祉協議会　B成年後見センター
こしがや☎966－2281

●不動産相談
A毎月20日、午前10時～午後3時(正午
～午後1時を除く)　DB埼玉県宅建協
会越谷支部(市役所南側駐車場向かい)
☎964－7611
●住宅リフォーム・耐震相談
A毎月第3火曜日、午前9時30分～11
時30分(第2火曜日までに要予約)　D
中央市民会館4階第4相談室　B建築
住宅課☎963－9205
●マンション管理相談
A毎月第3火曜日、午後1時30分～4時
30分(第2火曜日までに要予約)　D中
央市民会館4階第4相談室　B建築住
宅課☎963－9205
●空き家・空き室・空き地相談
A毎月第1・3木曜日、午後1時30分～3
時30分　D市役所本庁舎1階ロビー　
B越谷市住まい・まちづくり協議会☎
977－8889

市　民　相　談

福　祉　相　談

女性・人権相談

子ども・教育相談

仕事・経営相談

住 ま い 相 談

相談料
●借金・交通事故被害は無料
●法テラス無料相談取扱あり
●その他初回相談料 30分3,000円（税込）

地元職人の確かな技術！内容に自信！

①　4月22日（日）相続対策　14：00－16：00

②　5月13日（日）資産管理　14：00－16：00

③　6月24日（日）相続対策　14：00－16：00
〈場所〉
　　　越谷市民活動支援センター（越谷ツインシティB棟5階）

相続対策　資産活用　個別相談

愛情相続勉強会愛情相続勉強会 TEL 048-978-1121TEL 048-978-1121
〒343-0025
越谷市大沢3－19－11
〒343-0025
越谷市大沢3－19－11

お気軽にご相談ください。
講師
小　山
下　田

↓↓セミナー風景動画が見られます。↓↓

埼玉相続サポートセンターマルヨシ 検 索

無料セミナー開催中！！



平成30年3月1日現在
人口　34万844人　（前月比89人減）
世帯　15万660世帯　（前月比72世帯増）

男　16万9,619人　（前月比56人減）
女　17万1,225人　（前月比33人減）

＊2月の交通事故512件　死者0　負傷者80人
＊2月の火災7件　救急出動回数1,293件
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越
谷
市
、
市
制
60
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

私
は
１
歳
か
ら
ず
っ
と
越
谷
に
住

ん
で
い
ま
す
。
私
に
は
子
ど
も
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
が

小
中
学
生
の
と
き
に
学
区
が
変
更
さ

れ
、
他
の
小
中
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
子
ど
も
が
違

う
学
校
に
通
う
経
験
を
し
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
よ
い
思
い
出
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

越
谷
に
は
少
年
野
球
の
チ
ー
ム
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
現
在
、
私

は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
審
判
員
と
し
て
野
球
の
仕

事
に
携
わ
る
傍
ら
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

な
ど
の
休
日
に
、
少
年
野
球
や
高
校

野
球
を
見
に
行
き
ま
す
。
つ
い
職
業

柄
、
審
判
ば
か
り
見
が
ち
な
の
で
す

が
、
野
球
観
戦
は
楽
し
く
、
夢
中
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
越
谷
の
お
気
に
入
り
の
場
所

は
、
綾
瀬
川
の
桜
並
木
で
す
。
越
谷

側
か
ら
見
る
と
と
て
も
き
れ
い
な
ん

で
す
よ
！

　

越
谷
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
自
然
が

豊
か
で
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
越

谷
を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　越谷地域には明治１９年までに現在ま
で続いている小学校が１０校設けられて
いた。第二次世界大戦後の昭和２２年３
月、学校教育法が発布され、六・三制の
学制改革が行われた。市では３７年の東
武鉄道と地下鉄日比谷線の相互乗り入
れなどを契機に人口が急増し、４２年１０
月には１０万人を突破。４３年から次々と
小学校が新設されていった。
　昭和４２年に川柳小学校（３０年から草
加と越谷の組合立で運営されていた川
柳小学校は４０年に廃校となり、草加市
立川柳小学校と改められる。４２年に越
谷市川柳に新校舎が落成し、越谷市立川
柳小学校として開校した）、４３年に南
越谷小学校、４４年に蒲生第二小学校、
４５年に東越谷小学校、４６年に大沢北小
学校、４７年に大袋北小学校、４８年に蒲
生南小学校・北越谷小学校、４９年に大
袋東小学校が相次いで開校。５０年には
平方小学校・弥栄小学校・大間野小学校
の３校が開校した。さらに、５１年に宮
本小学校・西方小学校、５３年に鷺後小
学校、５４年に明正小学校、５６年に千間
台小学校・桜井南小学校が開校。３３年
の市制施行から２５年間に１８校もの小学
校が新設された。児童数も４３年の１万
人弱から、５３年の２万５,０００人超と、約
２.５倍に増えた。その後、平成２年に花
田小学校、１９年に３０校目となる城ノ上
小学校が開校し、現在に至る。
　写真の平方小学校は越谷市の２０校目
の小学校として開校。雨が降ると泥だら
けの状態だった校庭は、開校当時に教師
や児童、ＰＴＡの協力で整備した。開校
４３年を迎える同校には、平成２９年５月
１日現在４５５人の児童が在籍している。
（参考：越谷市史二、越谷市二十五年の
歩み、平成２９年度学校要覧）

　　　　　笠原　昌春さん

▶
現
在
の
平
方
小
学
校

▲
建
築
中
の
平
方
小
学
校
。
4
月
の
開

校
を
目
前
に
建
設
工
事
が
急
い
で
進

め
ら
れ
た
＝
昭
和
50
年
１
月
６
日
撮

影
。
越
谷
市
所
蔵

■プロ野球（ＮＰＢ／日本野球機構）審判員。
1965年3月1日生まれ。大間野小学校、武蔵野中
学校、東京電機大学高校、東京電機大学卒業。
2017年ＮＰＢ最優秀審判員賞受賞。2,383試合
出場（2017年度シーズン終了時点）

第
六
話
　
越
谷
の
小
学
校
②

越
谷
今
昔
物
語

第6回わたしと越谷市

越谷 軌跡の

昭和48年4月
JR武蔵野線（新松戸～府中本町）が開通し南越谷駅が開業
昭和49年5月
北越谷地区が行政区域となる
昭和49年7月
新越谷駅が開業
昭和50年11月
第三セクターによる越谷コミュニティプラザ（株）が設立される
昭和51年1月
市立病院が開院
昭和52年4月
国道４号（草加バイパス（越谷～春日部））が開通

このころ、越谷では…
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平
成
３０
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
が
２
年
目
を
迎
え
、
病
児
保
育
事
業
の

開
始
、
観
光
物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
の
蔵
屋
敷
」
の
開
設
、
越
谷
市
消
防
署
谷

中
分
署
の
建
て
替
え
・
移
転
、
全
小
中
学
校

の
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な
ど
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」
と
い
う
本
市
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
所
信
表
明
事
項
に

掲
げ
る
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
３０
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
９７
兆
７
１
２
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
８
９
５
８
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３

年
ご
と
の
評
価
替
え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の

確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３０
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
３０
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
２
％
増
の
９
１
５
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
３
・
３

％
減
の
１
６
８
４
億
８
２
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の

大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や

地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実
を

図
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
健
全

な
育
成
と
円
滑
な
運
営
を
図
る
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
積

極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
市
民
活
動
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
活
動

団
体
、
企
業
、
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
各
種
事
業
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
図

る
と
と
も
に
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
、

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
も
踏
ま
え
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
支
え
合
い
、
自
分
ら
し

さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０

年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
四
期
実
施
計
画
の

着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交

流
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的

な
執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行

政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度

か
ら
３
年
間
の
短
期
的
計
画
と
し
て
越
谷
市

情
報
化
推
進
計
画
の
第
５
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
全
体
最

適
化
と
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ

の
円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体

の
構
築
に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
新

庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
現
在
の
本
庁
舎
の

南
側
低
層
部
分
の
解
体
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
基
づ

き
、
建
設
の
実
施
に
必
要
な
詳
細
を
定
め
る

た
め
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混

雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
の
自

動
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
に
つ
い
て
も
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適

正
化
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
を
適
正
に
管

理
保
全
す
る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め

な
い
財
産
の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
を
図

る
た
め
、
施
設
の
将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療

体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等

を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医

療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急

医
療
の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を

運
営
す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次

救
急
医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・

協
力
し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強

化
な
ど
地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る

た
め
、
新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
構
造

の
変
化
は
、
医
療
需
要
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
、
国
で
は
地
域
に
お
け
る
医
療
機
能

の
分
化
と
連
携
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
効
率
的
に

活
用
し
、
引
き
続
き
、
よ
り
質
の
高
い
医
療

の
提
供
に
努
め
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
医

療
を
提
供
す
る
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各

種
が
ん
検
診
を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
口
腔
疾
患
の
予
防
や

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

た
め
、
歯
周
病
検
診
の
対
象
年
齢
の
下
限
を

４０
歳
か
ら
３５
歳
に
引
き
下
げ
て
実
施
し
、
健

康
の
保
持
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
行

う
た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児

の
健
康
診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産

後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指

導
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な
医
療
の
提
供
や

接
触
者
健
康
診
断
等
を
行
う
と
と
も
に
、
感

染
症
の
発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
自
殺
対
策
や
精
神

保
健
相
談
、
精
神
保
健
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
、
保
健
衛
生
業
務
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
う
ほ
か
、
衛
生
害
虫
・
狂
犬

病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
及
び
動
物
の

愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努
め
る
な
ど
、

生
活
衛
生
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
市
場
の
流
通
食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の

迅
速
か
つ
正
確
な
検
査
に
努
め
る
な
ど
、
衛

生
検
査
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
「（
仮
称
）
越
谷
市
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
貧

困
の
実
態
に
つ
い
て
、
調
査
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、

総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

　

過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
高
橋
市
長
が
新
年

度
の
施
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い

て
、
吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
（
全
文
）

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
地
域

型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
保
育
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
公
立
保
育
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
民
間
施
設
に
お

け
る
特
別
支
援
保
育
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
３０
年
４
月

か
ら
は
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
近
傍
に
、

３
か
所
目
と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新

た
に
開
設
す
る
な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
花
田
学
童
保

育
室
の
増
築
工
事
を
行
う
な
ど
、
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放

課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
及
び
児
童
相
談

所
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的

自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

及
び
地
域
適
応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
手
当
に
つ
き
ま
し
て

は
、
支
給
対
象
者
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
所
持
者
を
追
加
し
、
障
が
い
者
の

生
活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
や

個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の

養
成
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
図
り
、「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が

や
」
の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
の
中
核
的
機
関

で
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体

制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
と
介
護
の

連
携
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
施
策

な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や

多
様
な
社
会
参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
東
西
南
北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
適
切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ
る

提
供
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
あ
う
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年

度
が
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

り
、
制
度
改
正
や
保
険
料
の
改
定
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
や

関
係
事
業
所
等
に
周
知
啓
発
を
行
い
、
本
市

に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
が
適
正
に
運
用
さ

れ
、
さ
ら
に
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
適
正
な
認
定
審
査

業
務
や
介
護
保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護
給

付
の
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
離
職
の
防
止
に
も
つ
な

が
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
保

険
施
設
の
整
備
に
向
け
た
公
募
及
び
選
考
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
障
が
い
・
高
齢
介
護
に
お

け
る
福
祉
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
の
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
市
所
管
の
社
会
福
祉
法
人

の
適
切
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
雇
用
環

境
の
変
化
や
高
齢
社
会
到
来
等
の
影
響
を
受

け
、
本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
依
然
と
し

て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
支

え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し
て
、
生
活
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の

方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
単

位
化
さ
れ
る
新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の

下
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上
に
努

め
、
引
き
続
き
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
、
そ
し
て
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
、
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け

た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
越
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
及
び
市
が
相

互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
の
換
地
処
分
や
七
左
第
一
地
区
の
換

地
処
分
に
伴
う
清
算
事
務
を
進
め
る
と
と
も

に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら
な
る
事
業
進
捗
を

図
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地

の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
及
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋

外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
図
り
、
越

谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上
の
た
め
ゾ
ー

ン
３０
の
継
続
、
さ
ら
に
は
維
持
管
理
経
費
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
緊
急

輸
送
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路
面
下
空

洞
調
査
を
平
成
３０
年
度
か
ら
行
い
、
道
路
の

良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
越
谷
吉
川
線
及
び
川

柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
健
康
福
祉
村
大
袋
線
の
延
伸
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え

る
な
ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整

備
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
及
び
延
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大
な
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行
を
確

保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
・
公

共
交
通
事
業
者
・
市
の
役
割
分
担
や
連
携
に

よ
り
、
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び
新
越
谷
駅
の
ホ

ー
ム
ド
ア
整
備
に
対
し
、
国
・
県
と
連
携
し

鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

及
び
地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、

綾
瀬
川
緑
道
の
ほ
か
、
元
荒
川
及
び
新
方
川

の
緑
道
整
備
を
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公

園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除
の
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や
公
共
下
水
道

雨
水
幹
線
な
ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
計
画
的
な
長
寿
命
化
を
進
め
、
効
率
的
に

維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
平
成
３２
年
４
月

の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
既

存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
県
指
定
の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築

物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
耐
震
相
談
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

を
実
施
す
る
ほ
か
、
制
度
の
周
知
に
努
め
、

利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の

保
全
及
び
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は
、

現
代
を
生
き
る
世
代
が
果
た
す
べ
き
責
任
で

あ
り
、
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た

ち
の
義
務
で
あ
り
ま
す
。
国
民
運
動

「COOL CHOICE

」
へ
の
参
加
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
シ
ガ
ヤ

ホ
シ
ク
サ
等
の
希
少
な
動
植
物
の
保
護
を
は

じ
め
と
し
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・
向
上

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
気
や
水
質
等
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
継
続
や
、
外
来
生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
排
出

抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の
市
町
と
連

携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

や
食
べ
残
し
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ

ス
」
の
削
減
に
つ
い
て
の
啓
発
を
一
般
家
庭

に
行
う
ほ
か
、
市
内
の
事
業
者
へ
も
協
力
要

請
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
使

用
済
小
型
家
電
の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を

図
り
、
ご
み
の
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据

え
、
ふ
れ
あ
い
収
集
制
度
の
条
件
緩
和
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の

不
適
正
処
理
事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早

期
発
見
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
情
報
伝
達
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
固
定
系
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要
支
援
者

対
策
の
充
実
な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
み
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
前
交
番

が
新
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

大
相
模
交
番
の
跡
地
に
「
大
相
模
安
全
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備
し
、
越
谷
警
察
署

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
防
犯
力
を

高
め
、
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
高
校
生

な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ

り
法
令
違
反
の
是
正
を
促
進
し
、
防
火
管
理

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
、
越
谷
市
消
防
署
谷
中
分
署
に
自
家

用
給
油
取
扱
所
を
整
備
し
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
燃
料
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
防
車
両
及
び
資
機
材
の
更
新
や
、
耐

震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
や
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に
設
置

す
る
な
ど
、
２４
時
間
使
用
で
き
る
よ
う
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の
装
備
の

充
実
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災

害
時
に
後
方
支
援
活
動
等
を
行
う
機
能
別
消

防
団
を
新
た
に
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
あ
っ
て
も
、
地

域
社
会
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に

発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
産
業
を
育
成
・

活
性
化
し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も

た
ら
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
図
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的
発

展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や
金

融
機
関
等
と
連
携
し
経
営
・
創
業
相
談
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝
統
的
地
場

産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
伝

統
的
手
工
芸
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
す

る
ほ
か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限

度
額
の
引
き
上
げ
期
間
の
延
長
や
、
こ
し
が

や
産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
に
よ
り
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な

産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
、
県
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た

空
き
店
舗
解
消
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
、
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

関
東
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
及
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺

を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、「
こ
し
が
や
愛
さ
れ
グ
ル
メ
発

信
事
業
」
を
実
施
し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
都
市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
」
を
新
た
に
立

ち
上
げ
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
多

彩
な
魅
力
を
編
集
・
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ

イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
し
た
観
光

物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋

敷
」
に
お
い
て
、
本
市
及
び
東
武
鉄
道
沿
線

自
治
体
等
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
市
並
び
に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
及
び

名
取
市
の
東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交

流
を
実
施
し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
、
集

客
・
送
客
・
交
流
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事
業
者
の
取
引
機
会
の

拡
大
に
取
り
組
む
ほ
か
、
企
業
誘
致
を
視
野

に
入
れ
た
新
た
な
産
業
用
地
創
出
に
向
け
て

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
に

対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産
物

の
消
費
拡
大
や
食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
土
地

改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効
果

的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
伴
い
、
県
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
出
羽
堀
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
、
農
業

用
水
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」
を
生

産
す
る
担
い
手
の
育
成
や
、
農
産
物
の
栽
培

技
術
及
び
農
業
経
営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規

模
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備

し
、
新
規
就
農
・
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
引
き

続
き
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
新
入
学
生
徒
が
中
学
校
入
学

前
に
必
要
と
す
る
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
学
級
の
計
画
的
な
設
置

と
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
及
び
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
校
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在
校
時
間

の
適
正
な
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内

の
児
童
数
の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
と
の

協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
各
種

大
会
、
講
座
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快

適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設
備
等
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修

を
行
う
な
ど
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
・
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
越
谷
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制
施

行
６０
周
年
を
迎
え
、
１１
月
３
日
に
記
念
式
典

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
節
目
を
祝
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
６０
周
年
を
ひ
と
つ
の
契
機
と

し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
塚

商
会
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
を
母
体
と
す
る
Ｂ
リ
ー

グ
ク
ラ
ブ
発
足
に
向
け
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
と
な
る
よ
う
、
魅
力
発
信
・
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
支
援
や
、
交
流
・
連
携
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
「
安
心
度

埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
の
２
つ
の
基
本
理
念
に
、
持
続
可
能
で

元
気
な
越
谷
を
創
造
す
る
た
め
、
新
た
に

「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越
谷
」
を
加
え
た

３
つ
を
基
本
理
念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の

た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有
し
、

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
市
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て越谷市版図柄入りナンバープレート

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
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平
成
３０
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
が
２
年
目
を
迎
え
、
病
児
保
育
事
業
の

開
始
、
観
光
物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
の
蔵
屋
敷
」
の
開
設
、
越
谷
市
消
防
署
谷

中
分
署
の
建
て
替
え
・
移
転
、
全
小
中
学
校

の
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な
ど
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」
と
い
う
本
市
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
所
信
表
明
事
項
に

掲
げ
る
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
３０
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
９７
兆
７
１
２
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
８
９
５
８
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３

年
ご
と
の
評
価
替
え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の

確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３０
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
３０
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
２
％
増
の
９
１
５
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
３
・
３

％
減
の
１
６
８
４
億
８
２
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の

大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や

地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実
を

図
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
健
全

な
育
成
と
円
滑
な
運
営
を
図
る
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
積

極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
市
民
活
動
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
活
動

団
体
、
企
業
、
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
各
種
事
業
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
図

る
と
と
も
に
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
、

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
も
踏
ま
え
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
支
え
合
い
、
自
分
ら
し

さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０

年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
四
期
実
施
計
画
の

着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交

流
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的

な
執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行

政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度

か
ら
３
年
間
の
短
期
的
計
画
と
し
て
越
谷
市

情
報
化
推
進
計
画
の
第
５
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
全
体
最

適
化
と
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ

の
円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体

の
構
築
に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
新

庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
現
在
の
本
庁
舎
の

南
側
低
層
部
分
の
解
体
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
基
づ

き
、
建
設
の
実
施
に
必
要
な
詳
細
を
定
め
る

た
め
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混

雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
の
自

動
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
に
つ
い
て
も
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適

正
化
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
を
適
正
に
管

理
保
全
す
る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め

な
い
財
産
の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
を
図

る
た
め
、
施
設
の
将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療

体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等

を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医

療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急

医
療
の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を

運
営
す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次

救
急
医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・

協
力
し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強

化
な
ど
地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る

た
め
、
新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
構
造

の
変
化
は
、
医
療
需
要
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
、
国
で
は
地
域
に
お
け
る
医
療
機
能

の
分
化
と
連
携
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
効
率
的
に

活
用
し
、
引
き
続
き
、
よ
り
質
の
高
い
医
療

の
提
供
に
努
め
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
医

療
を
提
供
す
る
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各

種
が
ん
検
診
を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
口
腔
疾
患
の
予
防
や

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

た
め
、
歯
周
病
検
診
の
対
象
年
齢
の
下
限
を

４０
歳
か
ら
３５
歳
に
引
き
下
げ
て
実
施
し
、
健

康
の
保
持
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
行

う
た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児

の
健
康
診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産

後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指

導
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な
医
療
の
提
供
や

接
触
者
健
康
診
断
等
を
行
う
と
と
も
に
、
感

染
症
の
発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
自
殺
対
策
や
精
神

保
健
相
談
、
精
神
保
健
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
、
保
健
衛
生
業
務
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
う
ほ
か
、
衛
生
害
虫
・
狂
犬

病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
及
び
動
物
の

愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努
め
る
な
ど
、

生
活
衛
生
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
市
場
の
流
通
食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の

迅
速
か
つ
正
確
な
検
査
に
努
め
る
な
ど
、
衛

生
検
査
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
「（
仮
称
）
越
谷
市
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
貧

困
の
実
態
に
つ
い
て
、
調
査
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、

総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
地
域

型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
保
育
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
公
立
保
育
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
民
間
施
設
に
お

け
る
特
別
支
援
保
育
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
３０
年
４
月

か
ら
は
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
近
傍
に
、

３
か
所
目
と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新

た
に
開
設
す
る
な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
花
田
学
童
保

育
室
の
増
築
工
事
を
行
う
な
ど
、
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放

課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
及
び
児
童
相
談

所
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的

自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

及
び
地
域
適
応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
手
当
に
つ
き
ま
し
て

は
、
支
給
対
象
者
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
所
持
者
を
追
加
し
、
障
が
い
者
の

生
活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
や

個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の

養
成
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
図
り
、「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が

や
」
の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
の
中
核
的
機
関

で
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体

制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
と
介
護
の

連
携
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
施
策

な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や

多
様
な
社
会
参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
東
西
南
北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
適
切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ
る

提
供
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
あ
う
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年

度
が
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

り
、
制
度
改
正
や
保
険
料
の
改
定
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
や

関
係
事
業
所
等
に
周
知
啓
発
を
行
い
、
本
市

に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
が
適
正
に
運
用
さ

れ
、
さ
ら
に
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
適
正
な
認
定
審
査

業
務
や
介
護
保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護
給

付
の
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
離
職
の
防
止
に
も
つ
な

が
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
保

険
施
設
の
整
備
に
向
け
た
公
募
及
び
選
考
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
障
が
い
・
高
齢
介
護
に
お

け
る
福
祉
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
の
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
市
所
管
の
社
会
福
祉
法
人

の
適
切
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
雇
用
環

境
の
変
化
や
高
齢
社
会
到
来
等
の
影
響
を
受

け
、
本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
依
然
と
し

て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
支

え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し
て
、
生
活
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の

方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
単

位
化
さ
れ
る
新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の

下
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上
に
努

め
、
引
き
続
き
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
、
そ
し
て
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
、
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け

た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
越
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
及
び
市
が
相

互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
の
換
地
処
分
や
七
左
第
一
地
区
の
換

地
処
分
に
伴
う
清
算
事
務
を
進
め
る
と
と
も

に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら
な
る
事
業
進
捗
を

図
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地

の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
及
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋

外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
図
り
、
越

谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上
の
た
め
ゾ
ー

ン
３０
の
継
続
、
さ
ら
に
は
維
持
管
理
経
費
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
緊
急

輸
送
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路
面
下
空

洞
調
査
を
平
成
３０
年
度
か
ら
行
い
、
道
路
の

良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
越
谷
吉
川
線
及
び
川

柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
健
康
福
祉
村
大
袋
線
の
延
伸
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え

る
な
ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整

備
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
及
び
延
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大
な
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行
を
確

保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
・
公

共
交
通
事
業
者
・
市
の
役
割
分
担
や
連
携
に

よ
り
、
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び
新
越
谷
駅
の
ホ

ー
ム
ド
ア
整
備
に
対
し
、
国
・
県
と
連
携
し

鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

及
び
地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、

綾
瀬
川
緑
道
の
ほ
か
、
元
荒
川
及
び
新
方
川

の
緑
道
整
備
を
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公

園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除
の
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や
公
共
下
水
道

雨
水
幹
線
な
ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
計
画
的
な
長
寿
命
化
を
進
め
、
効
率
的
に

維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
平
成
３２
年
４
月

の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
既

存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
県
指
定
の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築

物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
耐
震
相
談
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

を
実
施
す
る
ほ
か
、
制
度
の
周
知
に
努
め
、

利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の

保
全
及
び
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は
、

現
代
を
生
き
る
世
代
が
果
た
す
べ
き
責
任
で

あ
り
、
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た

ち
の
義
務
で
あ
り
ま
す
。
国
民
運
動

「COOL CHOICE

」
へ
の
参
加
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
シ
ガ
ヤ

ホ
シ
ク
サ
等
の
希
少
な
動
植
物
の
保
護
を
は

じ
め
と
し
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・
向
上

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
気
や
水
質
等
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
継
続
や
、
外
来
生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
排
出

抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の
市
町
と
連

携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

や
食
べ
残
し
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ

ス
」
の
削
減
に
つ
い
て
の
啓
発
を
一
般
家
庭

に
行
う
ほ
か
、
市
内
の
事
業
者
へ
も
協
力
要

請
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
使

用
済
小
型
家
電
の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を

図
り
、
ご
み
の
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据

え
、
ふ
れ
あ
い
収
集
制
度
の
条
件
緩
和
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の

不
適
正
処
理
事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早

期
発
見
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
情
報
伝
達
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
固
定
系
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要
支
援
者

対
策
の
充
実
な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
み
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
前
交
番

が
新
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

大
相
模
交
番
の
跡
地
に
「
大
相
模
安
全
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備
し
、
越
谷
警
察
署

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
防
犯
力
を

高
め
、
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
高
校
生

な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ

り
法
令
違
反
の
是
正
を
促
進
し
、
防
火
管
理

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
、
越
谷
市
消
防
署
谷
中
分
署
に
自
家

用
給
油
取
扱
所
を
整
備
し
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
燃
料
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
防
車
両
及
び
資
機
材
の
更
新
や
、
耐

震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
や
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に
設
置

す
る
な
ど
、
２４
時
間
使
用
で
き
る
よ
う
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の
装
備
の

充
実
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災

害
時
に
後
方
支
援
活
動
等
を
行
う
機
能
別
消

防
団
を
新
た
に
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
あ
っ
て
も
、
地

域
社
会
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に

発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
産
業
を
育
成
・

活
性
化
し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も

た
ら
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
図
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的
発

展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や
金

融
機
関
等
と
連
携
し
経
営
・
創
業
相
談
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝
統
的
地
場

産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
伝

統
的
手
工
芸
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
す

る
ほ
か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限

度
額
の
引
き
上
げ
期
間
の
延
長
や
、
こ
し
が

や
産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
に
よ
り
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な

産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
、
県
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た

空
き
店
舗
解
消
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
、
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

関
東
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
及
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺

を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、「
こ
し
が
や
愛
さ
れ
グ
ル
メ
発

信
事
業
」
を
実
施
し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
都
市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
」
を
新
た
に
立

ち
上
げ
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
多

彩
な
魅
力
を
編
集
・
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ

イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
し
た
観
光

物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋

敷
」
に
お
い
て
、
本
市
及
び
東
武
鉄
道
沿
線

自
治
体
等
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
市
並
び
に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
及
び

名
取
市
の
東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交

流
を
実
施
し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
、
集

客
・
送
客
・
交
流
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事
業
者
の
取
引
機
会
の

拡
大
に
取
り
組
む
ほ
か
、
企
業
誘
致
を
視
野

に
入
れ
た
新
た
な
産
業
用
地
創
出
に
向
け
て

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
に

対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産
物

の
消
費
拡
大
や
食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
土
地

改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効
果

的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
伴
い
、
県
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
出
羽
堀
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
、
農
業

用
水
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」
を
生

産
す
る
担
い
手
の
育
成
や
、
農
産
物
の
栽
培

技
術
及
び
農
業
経
営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規

模
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備

し
、
新
規
就
農
・
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
引
き

続
き
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
新
入
学
生
徒
が
中
学
校
入
学

前
に
必
要
と
す
る
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
学
級
の
計
画
的
な
設
置

と
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
及
び
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
校
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在
校
時
間

の
適
正
な
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内

の
児
童
数
の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
と
の

協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
各
種

大
会
、
講
座
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快

適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設
備
等
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修

を
行
う
な
ど
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
・
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
越
谷
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制
施

行
６０
周
年
を
迎
え
、
１１
月
３
日
に
記
念
式
典

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
節
目
を
祝
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
６０
周
年
を
ひ
と
つ
の
契
機
と

し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
塚

商
会
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
を
母
体
と
す
る
Ｂ
リ
ー

グ
ク
ラ
ブ
発
足
に
向
け
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
と
な
る
よ
う
、
魅
力
発
信
・
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
支
援
や
、
交
流
・
連
携
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
「
安
心
度

埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
の
２
つ
の
基
本
理
念
に
、
持
続
可
能
で

元
気
な
越
谷
を
創
造
す
る
た
め
、
新
た
に

「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越
谷
」
を
加
え
た

３
つ
を
基
本
理
念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の

た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有
し
、

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
市
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

駅前で行われた帰宅困難者対策訓練

新設された保育ステーション
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教
育
行
政
方
針
（
全
文
）

　

平
成
３０
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
が
２
年
目
を
迎
え
、
病
児
保
育
事
業
の

開
始
、
観
光
物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
の
蔵
屋
敷
」
の
開
設
、
越
谷
市
消
防
署
谷

中
分
署
の
建
て
替
え
・
移
転
、
全
小
中
学
校

の
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な
ど
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」
と
い
う
本
市
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
所
信
表
明
事
項
に

掲
げ
る
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
３０
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
９７
兆
７
１
２
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
８
９
５
８
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３

年
ご
と
の
評
価
替
え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の

確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３０
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
３０
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
２
％
増
の
９
１
５
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
３
・
３

％
減
の
１
６
８
４
億
８
２
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の

大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や

地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実
を

図
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
健
全

な
育
成
と
円
滑
な
運
営
を
図
る
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
積

極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
市
民
活
動
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
活
動

団
体
、
企
業
、
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
各
種
事
業
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
図

る
と
と
も
に
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
、

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
も
踏
ま
え
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
支
え
合
い
、
自
分
ら
し

さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０

年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
四
期
実
施
計
画
の

着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交

流
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的

な
執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行

政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度

か
ら
３
年
間
の
短
期
的
計
画
と
し
て
越
谷
市

情
報
化
推
進
計
画
の
第
５
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
全
体
最

適
化
と
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ

の
円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体

の
構
築
に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
新

庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
現
在
の
本
庁
舎
の

南
側
低
層
部
分
の
解
体
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
基
づ

き
、
建
設
の
実
施
に
必
要
な
詳
細
を
定
め
る

た
め
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混

雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
の
自

動
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
に
つ
い
て
も
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適

正
化
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
を
適
正
に
管

理
保
全
す
る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め

な
い
財
産
の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
を
図

る
た
め
、
施
設
の
将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療

体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等

を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医

療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急

医
療
の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を

運
営
す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次

救
急
医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・

協
力
し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強

化
な
ど
地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る

た
め
、
新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
構
造

の
変
化
は
、
医
療
需
要
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
、
国
で
は
地
域
に
お
け
る
医
療
機
能

の
分
化
と
連
携
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
効
率
的
に

活
用
し
、
引
き
続
き
、
よ
り
質
の
高
い
医
療

の
提
供
に
努
め
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
医

療
を
提
供
す
る
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各

種
が
ん
検
診
を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
口
腔
疾
患
の
予
防
や

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

た
め
、
歯
周
病
検
診
の
対
象
年
齢
の
下
限
を

４０
歳
か
ら
３５
歳
に
引
き
下
げ
て
実
施
し
、
健

康
の
保
持
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
行

う
た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児

の
健
康
診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産

後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指

導
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な
医
療
の
提
供
や

接
触
者
健
康
診
断
等
を
行
う
と
と
も
に
、
感

染
症
の
発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
自
殺
対
策
や
精
神

保
健
相
談
、
精
神
保
健
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
、
保
健
衛
生
業
務
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
う
ほ
か
、
衛
生
害
虫
・
狂
犬

病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
及
び
動
物
の

愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努
め
る
な
ど
、

生
活
衛
生
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
市
場
の
流
通
食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の

迅
速
か
つ
正
確
な
検
査
に
努
め
る
な
ど
、
衛

生
検
査
業
務
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
「（
仮
称
）
越
谷
市
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
貧

困
の
実
態
に
つ
い
て
、
調
査
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、

総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
地
域

型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
保
育
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
公
立
保
育
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
民
間
施
設
に
お

け
る
特
別
支
援
保
育
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
３０
年
４
月

か
ら
は
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
近
傍
に
、

３
か
所
目
と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新

た
に
開
設
す
る
な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
花
田
学
童
保

育
室
の
増
築
工
事
を
行
う
な
ど
、
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放

課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
及
び
児
童
相
談

所
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的

自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

及
び
地
域
適
応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
手
当
に
つ
き
ま
し
て

は
、
支
給
対
象
者
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
所
持
者
を
追
加
し
、
障
が
い
者
の

生
活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
や

個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の

養
成
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
図
り
、「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が

や
」
の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
の
中
核
的
機
関

で
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体

制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
と
介
護
の

連
携
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
施
策

な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や

多
様
な
社
会
参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
東
西
南
北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
適
切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ
る

提
供
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
あ
う
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年

度
が
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

り
、
制
度
改
正
や
保
険
料
の
改
定
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
や

関
係
事
業
所
等
に
周
知
啓
発
を
行
い
、
本
市

に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
が
適
正
に
運
用
さ

れ
、
さ
ら
に
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
適
正
な
認
定
審
査

業
務
や
介
護
保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護
給

付
の
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
離
職
の
防
止
に
も
つ
な

が
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
保

険
施
設
の
整
備
に
向
け
た
公
募
及
び
選
考
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
障
が
い
・
高
齢
介
護
に
お

け
る
福
祉
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
の
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
市
所
管
の
社
会
福
祉
法
人

の
適
切
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
雇
用
環

境
の
変
化
や
高
齢
社
会
到
来
等
の
影
響
を
受

け
、
本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
依
然
と
し

て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
支

え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し
て
、
生
活
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の

方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
単

位
化
さ
れ
る
新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の

下
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上
に
努

め
、
引
き
続
き
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
、
そ
し
て
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
、
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け

た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
越
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
及
び
市
が
相

互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
の
換
地
処
分
や
七
左
第
一
地
区
の
換

地
処
分
に
伴
う
清
算
事
務
を
進
め
る
と
と
も

に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら
な
る
事
業
進
捗
を

図
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地

の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
及
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋

外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
図
り
、
越

谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上
の
た
め
ゾ
ー

ン
３０
の
継
続
、
さ
ら
に
は
維
持
管
理
経
費
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
緊
急

輸
送
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路
面
下
空

洞
調
査
を
平
成
３０
年
度
か
ら
行
い
、
道
路
の

良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
越
谷
吉
川
線
及
び
川

柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
健
康
福
祉
村
大
袋
線
の
延
伸
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え

る
な
ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整

備
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
及
び
延
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大
な
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行
を
確

保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
・
公

共
交
通
事
業
者
・
市
の
役
割
分
担
や
連
携
に

よ
り
、
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び
新
越
谷
駅
の
ホ

ー
ム
ド
ア
整
備
に
対
し
、
国
・
県
と
連
携
し

鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

及
び
地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、

綾
瀬
川
緑
道
の
ほ
か
、
元
荒
川
及
び
新
方
川

の
緑
道
整
備
を
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公

園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除
の
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や
公
共
下
水
道

雨
水
幹
線
な
ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
計
画
的
な
長
寿
命
化
を
進
め
、
効
率
的
に

維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
平
成
３２
年
４
月

の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
既

存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
県
指
定
の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築

物
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診
断
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
耐
震
相
談
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

を
実
施
す
る
ほ
か
、
制
度
の
周
知
に
努
め
、

利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の

保
全
及
び
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は
、

現
代
を
生
き
る
世
代
が
果
た
す
べ
き
責
任
で

あ
り
、
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た

ち
の
義
務
で
あ
り
ま
す
。
国
民
運
動

「COOL CHOICE

」
へ
の
参
加
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
シ
ガ
ヤ

ホ
シ
ク
サ
等
の
希
少
な
動
植
物
の
保
護
を
は

じ
め
と
し
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・
向
上

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
気
や
水
質
等
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
継
続
や
、
外
来
生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
排
出

抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の
市
町
と
連

携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

や
食
べ
残
し
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ

ス
」
の
削
減
に
つ
い
て
の
啓
発
を
一
般
家
庭

に
行
う
ほ
か
、
市
内
の
事
業
者
へ
も
協
力
要

請
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
使

用
済
小
型
家
電
の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を

図
り
、
ご
み
の
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据

え
、
ふ
れ
あ
い
収
集
制
度
の
条
件
緩
和
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の

不
適
正
処
理
事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早

期
発
見
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
情
報
伝
達
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
固
定
系
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要
支
援
者

対
策
の
充
実
な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
み
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
前
交
番

が
新
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

大
相
模
交
番
の
跡
地
に
「
大
相
模
安
全
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備
し
、
越
谷
警
察
署

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
防
犯
力
を

高
め
、
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
高
校
生

な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ

り
法
令
違
反
の
是
正
を
促
進
し
、
防
火
管
理

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
、
越
谷
市
消
防
署
谷
中
分
署
に
自
家

用
給
油
取
扱
所
を
整
備
し
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
燃
料
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
防
車
両
及
び
資
機
材
の
更
新
や
、
耐

震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
や
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に
設
置

す
る
な
ど
、
２４
時
間
使
用
で
き
る
よ
う
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の
装
備
の

充
実
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災

害
時
に
後
方
支
援
活
動
等
を
行
う
機
能
別
消

防
団
を
新
た
に
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
あ
っ
て
も
、
地

域
社
会
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に

発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
産
業
を
育
成
・

活
性
化
し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も

た
ら
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
図
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的
発

展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や
金

融
機
関
等
と
連
携
し
経
営
・
創
業
相
談
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝
統
的
地
場

産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る
た
め
、
越
谷
市
伝

統
的
手
工
芸
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
す

る
ほ
か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限

度
額
の
引
き
上
げ
期
間
の
延
長
や
、
こ
し
が

や
産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
に
よ
り
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な

産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
、
県
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た

空
き
店
舗
解
消
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
、
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

関
東
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
及
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺

を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、「
こ
し
が
や
愛
さ
れ
グ
ル
メ
発

信
事
業
」
を
実
施
し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
都
市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
」
を
新
た
に
立

ち
上
げ
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
多

彩
な
魅
力
を
編
集
・
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ

イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
し
た
観
光

物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋

敷
」
に
お
い
て
、
本
市
及
び
東
武
鉄
道
沿
線

自
治
体
等
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
市
並
び
に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
及
び

名
取
市
の
東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交

流
を
実
施
し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
、
集

客
・
送
客
・
交
流
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事
業
者
の
取
引
機
会
の

拡
大
に
取
り
組
む
ほ
か
、
企
業
誘
致
を
視
野

に
入
れ
た
新
た
な
産
業
用
地
創
出
に
向
け
て

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
に

対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産
物

の
消
費
拡
大
や
食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
土
地

改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効
果

的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
伴
い
、
県
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
出
羽
堀
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
、
農
業

用
水
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」
を
生

産
す
る
担
い
手
の
育
成
や
、
農
産
物
の
栽
培

技
術
及
び
農
業
経
営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規

模
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備

し
、
新
規
就
農
・
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
引
き

続
き
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
新
入
学
生
徒
が
中
学
校
入
学

前
に
必
要
と
す
る
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
学
級
の
計
画
的
な
設
置

と
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
及
び
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
校
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在
校
時
間

の
適
正
な
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内

の
児
童
数
の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
と
の

協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
各
種

大
会
、
講
座
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快

適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設
備
等
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修

を
行
う
な
ど
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
・
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
越
谷
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制
施

行
６０
周
年
を
迎
え
、
１１
月
３
日
に
記
念
式
典

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
節
目
を
祝
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
６０
周
年
を
ひ
と
つ
の
契
機
と

し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
塚

商
会
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
を
母
体
と
す
る
Ｂ
リ
ー

グ
ク
ラ
ブ
発
足
に
向
け
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
と
な
る
よ
う
、
魅
力
発
信
・
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
支
援
や
、
交
流
・
連
携
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
「
安
心
度

埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
の
２
つ
の
基
本
理
念
に
、
持
続
可
能
で

元
気
な
越
谷
を
創
造
す
る
た
め
、
新
た
に

「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越
谷
」
を
加
え
た

３
つ
を
基
本
理
念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の

た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有
し
、

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
市
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
１１
月
に
開
催
し
た
、
第
６２
回
市
民
体

育
祭
中
央
大
会
に
お
い
て
、
市
制
６０
周
年
記

念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
内
高
等
学

校
の
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
越

谷
市
の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
を
大
切
に

守
り
な
が
ら
、
越
谷
市
が
未
来
に
向
か
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

「
希
望
」
や
「
飛
翔
」
と
い
う
言
葉
に
込
め

て
一
生
懸
命
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
可
能
性
に
満
ち
た
彼
ら
の
姿
を
見

て
大
変
嬉
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

支
え
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任

の
重
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
日
々
変
化
す
る
社
会
の
中
で

も
、
越
谷
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り

を
も
ち
な
が
ら
、
将
来
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
自
分
で
考
え
、
行
動
で
き
る
人

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、
本
市
の
教
育

大
綱
で
あ
る
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本

計
画
に
掲
げ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
も
が
夢
や
希
望

を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
教

育
施
策
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
英

語
教
育
な
ど
自
主
性
・
国
際
性
を
育
む
学
校

教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
、
自
立
し
て
生
き

て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
確
か
な
学
力
と

健
康
な
心
と
体
を
育
み
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
分
野
に
お
い
て
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
目
標
を

見
つ
け
、
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
循
環

型
生
涯
学
習
社
会
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な
ど
に
触

れ
る
機
会
を
充
実
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を

育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
本
全
体
の
気
運
が
高

ま
る
中
、
各
国
の
招
致
活
動
や
選
手
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民
が
世
界
を
身
近

に
感
じ
、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス

ポ
ー
ツ
」
を
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
機
会
に
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
楽
し
み

に
つ
い
て
も
改
め
て
認
識
し
つ
つ
、
健
康
の

維
持
・
向
上
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
情
報
活
用

能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
よ
り
分
か
り
や
す
い
魅
力
あ
る
授
業
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
課
題
に
あ
わ
せ
た
学
習
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
活
用
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
正
し
く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
授
業

や
教
職
員
研
修
、
家
庭
・
地
域
を
対
象
と
し

た
講
演
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
効
果
的
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司
書
教

諭
・
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
校
９
年
間

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導

を
展
開
す
る
た
め
、
各
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
全
小
中
学
校
へ
研
究
指
定
・
研
究
委
嘱

を
行
い
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結
果
を

活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
で
は
道
徳
以
外
の
各
教
科
、
中
学
校
で
は

道
徳
の
教
科
用
図
書
の
採
択
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
し
た
教

科
用
図
書
選
定
委
員
会
に
よ
る
綿
密
な
調
査

研
究
を
行
い
、
教
育
委
員
会
の
判
断
と
責
任

に
よ
り
適
正
か
つ
公
正
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
始
ま
る
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
移
行
措
置
と
し
て
、
小
学
校

に
お
け
る
外
国
語
活
動
お
よ
び
外
国
語
科
の

実
施
に
向
け
て
語
学
指
導
助
手
を
増
員
す
る

ほ
か
、
小
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
や
防
災
学
習
の
実
施
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
平
成
２９
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
学
校
防
災
の
日
」
に
お
け
る
全
小

中
学
校
一
斉
の
避
難
訓
練
や
引
き
渡
し
訓
練

を
引
き
続
き
実
施
し
、
自
助
・
共
助
の
意
識

を
育
て
る
防
災
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た

め
、
平
成
２９
年
度
に
作
成
し
た
本
市
独
自
の

道
徳
副
読
本
を
活
用
し
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
指
導
充
実
に
向
け
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導

を
通
し
て
児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
の

向
上
を
目
的
と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
、
自
己
実

現
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
員

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
小
中

学
校
等
が
連
携
し
た
組
織
的
な
相
談
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
教
育
相
談
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
を
新
た
に
作
成
す
る
な
ど
、
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
適
応

指
導
教
室
「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総

合
指
導
員
の
活
動
の
ほ
か
、
家
庭
・
学
校
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
教
育
セ
ン
タ
ー
の
連

携
を
は
か
る
な
ど
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

教
育
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
や
県
の
い
じ
め
防
止
等
の
た
め

の
基
本
的
な
方
針
の
改
定
に
あ
わ
せ
た
越
谷

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
や
、
教
員

を
対
象
と
す
る
出
前
研
修
会
を
実
施
し
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
の
み
な
ら

ず
、
自
分
の
大
切
さ
と
等
し
く
他
の
大
切
さ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
人
権
感
覚
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う

た
め
、
越
谷
市
が
ん
対
策
推
進
条
例
を
踏
ま

え
た
授
業
を
行
う
ほ
か
、
中
学
校
に
お
い
て

新
た
に
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
に
必
要
な

知
識
お
よ
び
正
し
い
生
活
習
慣
の
習
得
を
ね

ら
い
と
し
た
講
演
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
を
食

育
の
テ
ー
マ
と
し
、
献
立
に
「
郷
土
料
理
」

を
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
和

食
」
を
取
り
扱
う
３
年
間
の
食
育
計
画
を
立

て
、
１
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
食
事
の
作

法
等
を
含
め
た
「
和
食
の
基
本
」
に
つ
い
て

指
導
を
行
う
な
ど
、
児
童
生
徒
の
日
本
の
食

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

と
し
て
、
使
用
し
て
い
る
食
材
や
特
定
原
材

料
で
あ
る
卵
、
乳
、
小
麦
な
ど
の
７
品
目
が

分
か
り
や
す
い
献
立
表
を
提
供
し
、
家
庭
へ

の
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学

費
用
の
一
部
を
引
き
続
き
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
新
入
学
生
徒
が
中
学
校
入
学

前
に
必
要
と
す
る
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学
等
の

入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
保
護
者
に
入
学

準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る
機

会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
幼

稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園

の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
学
級
を
計
画
的
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る

児
童
生
徒
に
対
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門

家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
指
導
の
回
数
の
拡

充
や
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
の

向
上
を
は
か
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
き
る
学
習
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計

画
的
な
改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激
な

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小
学
校
校
舎

の
増
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た

め
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

教
育
の
質
の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
は
か

る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
教
育
指
導
の

実
現
を
め
ざ
し
、
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力

を
高
め
る
た
め
、
研
修
内
容
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
健
康
管

理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在
校
時
間
の
適
正
な

管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

地
域
と
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
、
学
校
運
営
協
議
会
を
段

階
的
に
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
小

中
学
校
に
お
け
る
学
校
応
援
団
の
活
動
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
児
童
生
徒
へ
の
学

習
支
援
を
行
う
退
職
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や
市
民

大
学
を
企
画
・
運
営
す
る
ほ
か
、
公
民
館
に

お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
の
教
育

力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
子
育
て
講
座
や

公
民
館
に
お
け
る
家
庭
教
育
学
級
を
開
催

し
、
家
庭
教
育
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会

や
講
座
等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
自
立
心
や
社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
社
会
教
育

関
係
団
体
等
へ
の
利
用
案
内
に
努
め
る
ほ

か
、
市
民
の
手
に
よ
る
森
づ
く
り
を
体
験
す

る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
育
て
る
集
い
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
施
設
の
利
用
促
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
高
め
、
未
来
を
担
う
創
造
性
豊
か
な

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
新
た
に
学
習
指
導

要
領
に
加
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
体
験
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
や
シ

ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
体
験
事
業
を
平
日

に
実
施
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応

じ
た
魅
力
的
な
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ

る
蔵
書
構
成
と
な
る
よ
う
計
画
的
な
資
料
収

集
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

の
提
供
や
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
記
念
し
た

資
料
展
示
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
読
書
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

や
市
民
団
体
等
と
連
携
し
、「
お
は
な
し

会
」
や
親
子
を
対
象
と
す
る
講
座
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
学
童
保
育
室
へ
の

移
動
図
書
館
の
巡
回
や
学
校
へ
の
調
べ
学
習

用
資
料
の
提
供
を
継
続
す
る
な
ど
、
読
書
に

親
し
む
様
々
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
美
術
展
覧
会
の
開
催

や
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
第
３７
号
」

を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
民
文
化
祭

が
５０
回
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
郷
土

芸
能
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷

土
芸
能
祭
や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催

し
、
発
表
と
体
験
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む
た

め
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
を
拠
点
に
薪
能
や
能

楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
鑑
賞
と
体
験
の
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
貴

重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査

を
行
い
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
と
と

も
に
、
中
学
生
に
対
し
て
発
掘
調
査
の
体
験

機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
出
土
品
等
の
展
示

や
広
報
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東

方
村
中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
昔

の
く
ら
し
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
社
会
科
見
学
や
公

民
館
・
自
治
会
等
の
事
業
に
お
け
る
郷
土
に

関
す
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
し

て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保

育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が
楽
し
み

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
契
機
と
な

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
を
対
象
と
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
方
川
緑
道
や
元
荒
川
緑
道
等
の

整
備
に
あ
わ
せ
、
新
た
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

ッ
プ
の
作
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人
材
の
養
成
や

登
録
者
数
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に

お
け
る
登
録
者
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
施
設

と
し
て
の
利
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
幅
広
い

活
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
３０
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
昨
年
１１
月
に
発

表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
２
０
１
５
年
学
習

到
達
度
調
査
」
で
は
、
チ
ー
ム
で
問
題
解
決

に
取
り
組
む
た
め
の
能
力
「
協
同
問
題
解
決

能
力
」
に
お
い
て
、
参
加
し
た
５２
カ
国
の
う

ち
、
日
本
は
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
チ
ー
ム
内
の
人
間
関
係
に
お

い
て
「
和
」
を
重
視
す
る
、
日
本
人
の
国
民

性
が
現
れ
た
結
果
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
分
を
律
し
つ
つ
、
仲
間
を
感
じ
て
思
い
や

り
の
心
を
も
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
自
ら
の
力
で
生
き
て
い
く
う
え
で
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
や

希
望
、
目
標
を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支

え
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
６
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が

学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

大
綱
５
「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

ガーヤちゃんの蔵屋敷

市民が参加する市民体育祭

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」
に
つ
い
て
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昨
年
１１
月
に
開
催
し
た
、
第
６２
回
市
民
体

育
祭
中
央
大
会
に
お
い
て
、
市
制
６０
周
年
記

念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
内
高
等
学

校
の
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
越

谷
市
の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
を
大
切
に

守
り
な
が
ら
、
越
谷
市
が
未
来
に
向
か
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

「
希
望
」
や
「
飛
翔
」
と
い
う
言
葉
に
込
め

て
一
生
懸
命
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
可
能
性
に
満
ち
た
彼
ら
の
姿
を
見

て
大
変
嬉
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

支
え
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任

の
重
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
日
々
変
化
す
る
社
会
の
中
で

も
、
越
谷
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り

を
も
ち
な
が
ら
、
将
来
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
自
分
で
考
え
、
行
動
で
き
る
人

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、
本
市
の
教
育

大
綱
で
あ
る
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本

計
画
に
掲
げ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
も
が
夢
や
希
望

を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
教

育
施
策
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
英

語
教
育
な
ど
自
主
性
・
国
際
性
を
育
む
学
校

教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
、
自
立
し
て
生
き

て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
確
か
な
学
力
と

健
康
な
心
と
体
を
育
み
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
分
野
に
お
い
て
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
目
標
を

見
つ
け
、
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
循
環

型
生
涯
学
習
社
会
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な
ど
に
触

れ
る
機
会
を
充
実
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を

育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
本
全
体
の
気
運
が
高

ま
る
中
、
各
国
の
招
致
活
動
や
選
手
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民
が
世
界
を
身
近

に
感
じ
、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス

ポ
ー
ツ
」
を
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
機
会
に
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
楽
し
み

に
つ
い
て
も
改
め
て
認
識
し
つ
つ
、
健
康
の

維
持
・
向
上
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
情
報
活
用

能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
よ
り
分
か
り
や
す
い
魅
力
あ
る
授
業
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
課
題
に
あ
わ
せ
た
学
習
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
活
用
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
正
し
く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
授
業

や
教
職
員
研
修
、
家
庭
・
地
域
を
対
象
と
し

た
講
演
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
効
果
的
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司
書
教

諭
・
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
校
９
年
間

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導

を
展
開
す
る
た
め
、
各
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
全
小
中
学
校
へ
研
究
指
定
・
研
究
委
嘱

を
行
い
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結
果
を

活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
で
は
道
徳
以
外
の
各
教
科
、
中
学
校
で
は

道
徳
の
教
科
用
図
書
の
採
択
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
し
た
教

科
用
図
書
選
定
委
員
会
に
よ
る
綿
密
な
調
査

研
究
を
行
い
、
教
育
委
員
会
の
判
断
と
責
任

に
よ
り
適
正
か
つ
公
正
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
始
ま
る
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
移
行
措
置
と
し
て
、
小
学
校

に
お
け
る
外
国
語
活
動
お
よ
び
外
国
語
科
の

実
施
に
向
け
て
語
学
指
導
助
手
を
増
員
す
る

ほ
か
、
小
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
や
防
災
学
習
の
実
施
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
平
成
２９
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
学
校
防
災
の
日
」
に
お
け
る
全
小

中
学
校
一
斉
の
避
難
訓
練
や
引
き
渡
し
訓
練

を
引
き
続
き
実
施
し
、
自
助
・
共
助
の
意
識

を
育
て
る
防
災
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た

め
、
平
成
２９
年
度
に
作
成
し
た
本
市
独
自
の

道
徳
副
読
本
を
活
用
し
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
指
導
充
実
に
向
け
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導

を
通
し
て
児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
の

向
上
を
目
的
と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
、
自
己
実

現
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
員

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
小
中

学
校
等
が
連
携
し
た
組
織
的
な
相
談
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
教
育
相
談
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
を
新
た
に
作
成
す
る
な
ど
、
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
適
応

指
導
教
室
「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総

合
指
導
員
の
活
動
の
ほ
か
、
家
庭
・
学
校
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
教
育
セ
ン
タ
ー
の
連

携
を
は
か
る
な
ど
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

教
育
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
や
県
の
い
じ
め
防
止
等
の
た
め

の
基
本
的
な
方
針
の
改
定
に
あ
わ
せ
た
越
谷

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
や
、
教
員

を
対
象
と
す
る
出
前
研
修
会
を
実
施
し
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
の
み
な
ら

ず
、
自
分
の
大
切
さ
と
等
し
く
他
の
大
切
さ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
人
権
感
覚
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う

た
め
、
越
谷
市
が
ん
対
策
推
進
条
例
を
踏
ま

え
た
授
業
を
行
う
ほ
か
、
中
学
校
に
お
い
て

新
た
に
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
に
必
要
な

知
識
お
よ
び
正
し
い
生
活
習
慣
の
習
得
を
ね

ら
い
と
し
た
講
演
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
を
食

育
の
テ
ー
マ
と
し
、
献
立
に
「
郷
土
料
理
」

を
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
和

食
」
を
取
り
扱
う
３
年
間
の
食
育
計
画
を
立

て
、
１
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
食
事
の
作

法
等
を
含
め
た
「
和
食
の
基
本
」
に
つ
い
て

指
導
を
行
う
な
ど
、
児
童
生
徒
の
日
本
の
食

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

と
し
て
、
使
用
し
て
い
る
食
材
や
特
定
原
材

料
で
あ
る
卵
、
乳
、
小
麦
な
ど
の
７
品
目
が

分
か
り
や
す
い
献
立
表
を
提
供
し
、
家
庭
へ

の
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学

費
用
の
一
部
を
引
き
続
き
援
助
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
新
入
学
生
徒
が
中
学
校
入
学

前
に
必
要
と
す
る
学
用
品
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学
等
の

入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
保
護
者
に
入
学

準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る
機

会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
幼

稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園

の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
学
級
を
計
画
的
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る

児
童
生
徒
に
対
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門

家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
指
導
の
回
数
の
拡

充
や
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
の

向
上
を
は
か
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
き
る
学
習
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計

画
的
な
改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激
な

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小
学
校
校
舎

の
増
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た

め
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

教
育
の
質
の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
は
か

る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
教
育
指
導
の

実
現
を
め
ざ
し
、
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力

を
高
め
る
た
め
、
研
修
内
容
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
健
康
管

理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在
校
時
間
の
適
正
な

管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

地
域
と
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
、
学
校
運
営
協
議
会
を
段

階
的
に
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
小

中
学
校
に
お
け
る
学
校
応
援
団
の
活
動
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
児
童
生
徒
へ
の
学

習
支
援
を
行
う
退
職
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や
市
民

大
学
を
企
画
・
運
営
す
る
ほ
か
、
公
民
館
に

お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
の
教
育

力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
子
育
て
講
座
や

公
民
館
に
お
け
る
家
庭
教
育
学
級
を
開
催

し
、
家
庭
教
育
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会

や
講
座
等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
自
立
心
や
社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
社
会
教
育

関
係
団
体
等
へ
の
利
用
案
内
に
努
め
る
ほ

か
、
市
民
の
手
に
よ
る
森
づ
く
り
を
体
験
す

る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
育
て
る
集
い
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
施
設
の
利
用
促
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
高
め
、
未
来
を
担
う
創
造
性
豊
か
な

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
新
た
に
学
習
指
導

要
領
に
加
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
体
験
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
や
シ

ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
体
験
事
業
を
平
日

に
実
施
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応

じ
た
魅
力
的
な
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ

る
蔵
書
構
成
と
な
る
よ
う
計
画
的
な
資
料
収

集
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

の
提
供
や
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
記
念
し
た

資
料
展
示
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
読
書
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

や
市
民
団
体
等
と
連
携
し
、「
お
は
な
し

会
」
や
親
子
を
対
象
と
す
る
講
座
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
学
童
保
育
室
へ
の

移
動
図
書
館
の
巡
回
や
学
校
へ
の
調
べ
学
習

用
資
料
の
提
供
を
継
続
す
る
な
ど
、
読
書
に

親
し
む
様
々
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
美
術
展
覧
会
の
開
催

や
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
第
３７
号
」

を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
民
文
化
祭

が
５０
回
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
郷
土

芸
能
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷

土
芸
能
祭
や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催

し
、
発
表
と
体
験
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む
た

め
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
を
拠
点
に
薪
能
や
能

楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
鑑
賞
と
体
験
の
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
貴

重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査

を
行
い
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
と
と

も
に
、
中
学
生
に
対
し
て
発
掘
調
査
の
体
験

機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
出
土
品
等
の
展
示

や
広
報
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東

方
村
中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
昔

の
く
ら
し
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
社
会
科
見
学
や
公

民
館
・
自
治
会
等
の
事
業
に
お
け
る
郷
土
に

関
す
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
し

て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保

育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が
楽
し
み

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
契
機
と
な

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
を
対
象
と
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
方
川
緑
道
や
元
荒
川
緑
道
等
の

整
備
に
あ
わ
せ
、
新
た
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

ッ
プ
の
作
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人
材
の
養
成
や

登
録
者
数
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に

お
け
る
登
録
者
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
施
設

と
し
て
の
利
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
幅
広
い

活
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
３０
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
昨
年
１１
月
に
発

表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
２
０
１
５
年
学
習

到
達
度
調
査
」
で
は
、
チ
ー
ム
で
問
題
解
決

に
取
り
組
む
た
め
の
能
力
「
協
同
問
題
解
決

能
力
」
に
お
い
て
、
参
加
し
た
５２
カ
国
の
う

ち
、
日
本
は
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
チ
ー
ム
内
の
人
間
関
係
に
お

い
て
「
和
」
を
重
視
す
る
、
日
本
人
の
国
民

性
が
現
れ
た
結
果
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
分
を
律
し
つ
つ
、
仲
間
を
感
じ
て
思
い
や

り
の
心
を
も
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
自
ら
の
力
で
生
き
て
い
く
う
え
で
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
や

希
望
、
目
標
を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支

え
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て

基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、
地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」
に
つ
い
て

た
き
ぎ
の
う

き
ゅ
う
ひ
が
し

つ
ち
か

中学校で行われた食育の授業

生涯学習フェスティバル
（だるま絵付け体験）

か
た  

む
ら

しらこばと運動競技場



広報 市制施行60周年記念事業
臨時特集号

巨人 対 楽天巨人 対 楽天

　　  「ＮＨＫのど自慢」の
出場・観覧募集は

広報こしがやお知らせ版
５月号でお知らせします

　　  「ＮＨＫのど自慢」の
出場・観覧募集は

広報こしがやお知らせ版
５月号でお知らせします

市制60

２０１８プロ野球イースタン・リーグ公式戦

市制60

補
助
金
交
付
事
業
を

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

市制60

第１５回

不動橋こいのぼり
フェスティバル

第１５回

不動橋こいのぼり
フェスティバル
《災害復興支援イベント》《災害復興支援イベント》

気持ちよさそうに泳ぐ約800匹のこいのぼり

協賛金募集、補助金交付事業の募集ほか
・・・①

遊育計画スペシャルステージin越谷
・・・②③

ご参加ください　市制施行60周年記念事業
・・・④

臨時特集号平成30年4月1日発行

□
協
賛
金
の
１
口
金
額

▽
企
業…

１
万
円

▽
団
体…

５
０
０
０
円

▽
個
人…

１
０
０
０
円

□
協
賛
方
法

　

４
月
２
日
㈪
〜
８
月
３１
日
㈮
に
銀

行
へ
お
振
り
込
み
い
た
だ
く
か
市
民

委
員
会
事
務
局
へ
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
何
口
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
領
収
証
が
必
要
な
方
は
、

市
民
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

□
振
込
先

　

下
記
の
と
お
り

□
協
賛
者
名
の
発
表

　

１
万
円
以
上
の
協
賛
を
い
た
だ
い

た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
協
賛
者
名

（
企
業
・
団
体
・
個
人
名
）
を
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し

ま
す
。
銀
行
振
り
込
み
で
協
賛
い
た

だ
い
た
方
は
、
協
賛
申
込
書
（
広
報

広
聴
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
）
を
広
報
広
聴
課
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
（
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
・
メ
ー
ル

可
）
。

　

な
お
、
協
賛
申
込
書
の
提
出
が
な

い
方
、
協
賛
者
名
の
発
表
を
希
望
し

な
い
方
お
よ
び
希
望
の
確
認
が
で
き

な
い
方
は
発
表
し
ま
せ
ん
。

b
市
民
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
２

階
・
広
報
広
聴
課
内
）
☎
９
６
３
＝

９
１
１
７
、
D
９
６
５
＝
０
９
４

３
、
Hkoho@city.koshigaya.lg.jp

〈日時〉　４月２２日（日）、午後１時試合開始
〈会場〉　越谷市民球場
〈費用〉　▷特別席…前売り券１,４００円、当
日券１,９００円　▷内野席…前売り券１,１００
円、当日券１,６００円　▷外野席…当日券
７００円のみ。全席自由。総合体育館、中
央市民会館、越谷市民球場、市内読売新聞
販売店で販売中

B東武よみうり新聞社☎９８７－０６１１

　７月２２日（日）に開催する「ＮＨＫの

ど自慢」の出場・観覧に関する応募方法

や募集期間、ゲストなどの詳しいお知ら

せは、広報こしがやお知らせ版５月号お

よび市ホームページで４月２７日（金）か

らお知らせします。

　今しばらくお待ちください。
B広報広聴課☎９６３－９１１７

〈日時〉　４月２９日（祝）（小雨決行・雨天時は
５月３日（祝））、午前９時４０分～午後２時
〈会場〉　不動橋・相模町スポット広場（相模
町6丁目）
〈内容〉　子ども向けのアトラクション、模擬
店など。５月５日（土）まで元荒川で泳ぐたく
さんのこいのぼりがご覧になれます

B大相模地区コミュニティ推進協議会（大相模地
区センター内）☎９８８－７３７０

　
市
で
は
、
市
制
施
行
６０
周
年
記
念
事
業
（
以
下
「
記
念
事
業
」
と
い

う
。
）
を
多
く
の
市
民
参
加
に
よ
り
企
画
・
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

制
施
行
６０
周
年
を
市
民
全
体
で
祝
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
越
谷
市
制
施
行
６０
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員

会
（
以
下
「
市
民
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
市
民
委
員
会
が
実
施
す
る
記
念
事
業
等
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
市

制
施
行
６０
周
年
を
共
に
祝
っ
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
・
個
人
の
皆
さ

ん
か
ら
、
次
の
と
お
り
、
協
賛
金
を
募
集
し
ま
す
。

銀行支店：埼玉りそな銀行越谷支店
口座番号：普通４９２９９５２
口座名義：越谷市制施行60周年記念事業推進
　　　　　市民委員会委員長　石﨑一宏
　　　　　＊振込手数料はご負担ください

市制60

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

協
賛
金
を
募
集
し
ま
す

協
賛
金
を
募
集
し
ま
す

〈協賛金の振込先〉

　

市
民
委
員
会
で
は
、
市
制
施
行
６０

周
年
を
祝
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら

が
企
画
・
実
施
す
る
記
念
事
業
に
対

し
て
、
次
の
と
お
り
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

　

補
助
対
象
事
業
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し

上
限
は
２５
万
円
）
。

【
対
象
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体
が

６
月
１
日
〜
１１
月
２
日
に
実
施
す
る

事
業
（
審
査
あ
り
）
。

①
主
た
る
事
業
を
市
内
で
行
っ
て
い

る
団
体　

②
越
谷
市
内
に
住
所
を
有

す
る
団
体　

③
団
体
の
会
員
の
う
ち

半
数
以
上
を
越
谷
市
民
が
占
め
て
い

る
団
体　

④
営
利
、
宗
教
ま
た
は
政

治
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
団
体
。

　

詳
し
く
は
、
補
助
金
交
付
要
綱
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】

　

５
月
１
日
㈫
ま
で
に
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
市
民
委

員
会
事
務
局
へ
。
１
団
体
に
つ
き
１

事
業
に
限
り
ま
す
。
要
綱
・
申
請
書

は
、
広
報
広
聴
課
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

で
き
ま
す
。
審
査
結
果
は
５
月
下
旬

に
応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
市
の
財
源
に
よ
る
他
の
補
助
制
度

と
重
複
す
る
場
合
は
、
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

b
市
民
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
２

階
・
広
報
広
聴
課
内
）
☎
９
６
３
＝

９
１
１
７
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広報こしがや市制60周年記念事業臨時特集号　平成30年（2018年）4月号 ４

＊平成３０年３月２７日現在の情報です。事業・行事は変更や追加の可能性があります

事業・行事名 予定日 予定会場 問い合わせ
郷土資料特別展

出羽チューリップコミュニティフェスタ2018

越谷レイクタウンまちびらき10周年記念式典

第37回越谷市工芸協会作品展

第15回不動橋こいのぼりフェスティバル

郷土歴史講座

第50回越谷市少年野球中央大会

くす田博士のサイエンスショー
ちびっこフェスティバル2018
こどもの日フェスティバル
ぜんぶ見せます！　サイエンスショー

越谷市中央市民会館「ランチタイムコンサート」

越谷市民ゴルフ大会
越谷市手話理解促進講演会
レイクタウン防災フェス2018
障害者の日記念事業「第38回ふれあいの日」
第63回市民体育祭地区対抗ソフトボール大会
越谷国際フェスティバル2018
遊育計画スペシャルステージ in 越谷

こしがや田んぼアート2018

図書館寄席
第12回「市民と薬剤師で共に考えよう」
歯科健康フェア
第30回スポーツ・レクリエーション講習会
第63回市民体育祭地区対抗卓球・ビーチボール大会
第17回七夕フェスタ
道路愛称制定事業（仮称）
第37回越谷市県展記念作品展
花田苑「ホタル観賞の夕べ」
平成30年度越谷市消防団夏季特別訓練
平成30年度越谷市「社会を明るくする運動」
青少年非行化防止大会
ＮＨＫのど自慢
平成30年度越谷花火大会
日本古典文学鑑賞講座、日本古典文学鑑賞講座・特別
講演会
越谷市シルバーカレッジ
川をめぐる子ども体験バスツアー
平和都市宣言10周年記念  広島平和記念式典参加事業
エコマジシャンミヤモサイエンスショー

大相模ひまわりフェスタ

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
長嶋先生のサイエンスショー
リサイクルプラザフェア
第29回こしがや薪能
第7回センターまつり
第31回グラウンド・ゴルフ大会
越谷市敬老会
ぜんぶ見せます！　サイエンスショー
発見80周年！　越谷の名を持つ水草
「コシガヤホシクサ」（仮称）
平和都市宣言10周年記念「平和祈念展in越谷」
平和都市宣言10周年記念「平和講演会」
旧東方村中村家住宅開館記念「秋のお茶会」
野口冨士男文庫特別展
日本文化伝承の集い
子育てフェスティバル
第23回がやがやウォーク
Act Green ECO WEEK 2018
こしがや子どもトンボサミット
第63回市民体育祭地区対抗グラウンド・ゴルフ大会
平成30年度越谷市ふれあいの森育てる集い
越谷市内小学校陸上競技大会
子育てフェスタ
東大ＣＡＳＴのサイエンスショー
越谷百景スケッチ原画展
越谷市医師会「シンポジウム」（仮称）
第16回こしがや能楽の会
児童文学講演会
第44回越谷市民まつり
記念式典、ファイナルイベント（仮称）

4月から常設展示

4月8日（日）

4月15日（日）

4月27日（金）～29日（祝）

4月29日（祝）

4月～5月

4月下旬～5月上旬

5月4日（祝）
5月4日（祝）・5日（祝）
5月4日（祝）・5日（祝）
5月5日（祝）
5月17日（木）、7月19日（木）、
9月20日（木）、10月18日（木）
5月18日（金）
5月20日（日）
5月26日（土）・27日（日）
6月3日（日）
6月3日（日）
6月3日（日）
6月9日（土）

6月上旬～10月上旬

6月10日（日）、9月9日（日）
6月10日（日）
6月10日（日）
6月16日（土）
6月24日（日）
6月下旬～7月上旬
7月～11月
7月3日（火）～8日（日）
7月6日（金）・7日（土）
7月8日（日）

7月中旬

7月22日（日）
7月28日（土）

8月から

8月～10月
8月1日（水）・2日（木）
8月5日（日）・6日（月）
8月13日（月）

8月19日（日）

8月23日（木）
8月26日（日）
9月
9月9日（日）
9月9日（日）
9月11日（火）
9月16日（日）・17日（祝）
9月22日（土）

9月22日（土）

9月25日（火）～30日（日）
9月30日（日）
10月
10月から
10月4日（木）
10月5日（金）
10月中旬～下旬
10月中旬
10月中旬
10月13日（土）
10月13日（土）・14日（日）
10月17日（水）
10月18日（木）
10月20日（土）
10月下旬
10月21日（日）
10月21日（日）
10月26日（金）
10月28日（日）
11月3日（祝）

市立図書館

出羽公園

イオンレイクタウンkaze
１階光の広場
サンシティ展示ホール

不動橋、相模町スポット公園の周辺

市立図書館および市内各地

越谷市民球場ほか

科学技術体験センター
児童館コスモス
児童館ヒマワリ
科学技術体験センター

中央市民会館

紫あやめ36東コース（千葉県野田市）
中央市民会館
イオンレイクタウンアウトレットQ駐車場 ほか
中央市民会館
江戸川広域運動公園
葛西用水ウッドデッキ
サンシティ小ホール、展示ホール
東埼玉資源環境組合（リユース）
第一工場近くの水田
市立図書館
中央市民会館
保健センター
市内ウオーキングコース
総合体育館
男女共同参画支援センターほか
越谷市役所
サンシティ展示ホール
花田苑
出羽公園グラウンド

中央市民会館

サンシティ大ホール
中央市民会館東側、葛西用水中土手

市立図書館

中央市民会館、埼玉県立大学、文教大学
中央市民会館、埼玉県立川の博物館
平和記念公園（広島県広島市）
科学技術体験センター

大成町ラベンダー公園付近の畑

越谷市民球場
科学技術体験センター
リサイクルプラザ
こしがや能楽堂
市民活動支援センターほか
総合公園多目的運動場
サンシティ大ホール
科学技術体験センター

中央市民会館

サンシティ展示ホール
サンシティ小ホール
旧東方村中村家住宅
市立図書館
こしがや能楽堂
児童館コスモス
市内ウオーキングコース
越谷レイクタウン駅周辺
イオンレイクタウンkaze１階
総合公園多目的運動場
あだたら高原少年自然の家ほか
しらこばと運動公園競技場
児童館ヒマワリ
科学技術体験センター
中央市民会館
中央市民会館
こしがや能楽堂
サンシティ展示ホール
越谷市役所周辺
総合体育館およびその周辺

市立図書館☎965-2655
出羽地区コミュニティ推進協議会（出羽地区センター
内）☎940-7521
越谷レイクタウンまちびらき１０周年記念事業実行委員
会☎972-5430
生涯学習課☎963-9307
大相模地区コミュニティ推進協議会（大相模地区センタ
ー内）☎988-7370
市立図書館☎965-2655
越谷市子ども会育成連絡協議会事務局☎966-3122
（（月）（水）（金）10:00～16:00）
科学技術体験センター☎961-7171
児童館コスモス☎978-1515
児童館ヒマワリ☎986-3715
科学技術体験センター☎961-7171

中央市民会館☎966-6622

生涯学習課☎963-9283
障害福祉課☎963-9164
危機管理課☎963-9285
障害者福祉センターこばと館☎966-6633
スポーツ振興課☎963-9284
越谷市国際交流協会☎960-3350
広報広聴課☎963-9117

（－社）越谷市観光協会☎971-9002

市立図書館☎965-2655
（－社）越谷市薬剤師会☎960-4100
市民健康課☎978-3511
スポーツ振興課☎963-9284
スポーツ振興課☎963-9284
男女共同参画支援センター「ほっと越谷」☎970-7411
道路総務課☎963-9201
生涯学習課☎963-9307
こしがや能楽堂☎964-8700
消防本部警防課☎974-0104

福祉推進課☎963-9237

広報広聴課☎963-9117
（－社）越谷市観光協会☎971-9002

市立図書館☎965-2655

福祉推進課☎963-9237
環境政策課☎963-9183
総務課☎963-9140
科学技術体験センター☎961-7171
大相模地区コミュニティ推進協議会（大相模地区センタ
ー内）☎988-7370
広報広聴課☎963-9117
科学技術体験センター☎961-7171
リサイクルプラザ☎976-5371
生涯学習課☎963-9307
市民活動支援センター☎969-2750
スポーツ振興課☎963-9284
福祉推進課☎963-9237
科学技術体験センター☎961-7171

環境政策課☎963-9183

総務課☎963-9140
総務課☎963-9140
生涯学習課☎963-9315
市立図書館☎965-2655
指導課☎963-9292
児童館コスモス☎978-1515
スポーツ振興課☎963-9284
環境政策課☎963-9183
環境政策課☎963-9183
スポーツ振興課☎963-9284
生涯学習課☎963-9283
指導課☎963-9292
児童館ヒマワリ☎986-3715
科学技術体験センター☎961-7171
中央市民会館☎966-6622
（一社）越谷市医師会☎975-6008
生涯学習課☎963-9307
市立図書館☎965-2655
越谷市民まつり実行委員会（観光課内）☎967-1325
広報広聴課☎963-9117

ご参加ください

市制施行６０周年記念事業市制施行６０周年記念事業




